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本書は、県営の農業基盤整備事業に伴い、受託事業として都城市教育委員会が平成13014年

度の 2カ年にわたって発掘調査を実施した加治屋 B遺跡に関する成果報告書の下巻 (平安時代

～近世編)です。

都城市の横市地区では、県営担い手育成基盤整備事業 (現在は県営経営体育成基盤整備事業

に移行)に先立つ埋蔵文化財の発掘調査を平成 8年度から継続的に実施しており、これまでに

も数々の成果を報告しています。

加治屋 B遺跡では、弥生時代の集落跡や南九ブヽ村で最大級の中世館跡が見つかるなど、多くの

貴重な成果が得られました。その一端については市の広報誌や新聞 。テレビを通じて機会ある

ごとにご紹介してきたところです。また、平成13年度に実施した遺跡の見学会におきましては

多数の方々に現地にお越しいただき、古代のロマンに触れていただくことができました。

いまだけがすべてという風潮が高まっている昨今ですが、過去を知ることによって先人の知

恵や後の世代のためにしてくれた配慮を理解することができますし、文化財を後世へ伝えるこ

とは、過去と未来のかけはしを作ることにもなります。都城盆地で生活していく都城市民は一

体となって、先人が守り育てたこの地域の文化 0財産を継承し、将来に引き継いでいく責務が

あり、そのことが今後予想される厳しい地域FB5競争を生き抜く原動力につながっていくことに

もなると思われます。

本書の刊行によって、こうした地域の文化財に対する理解と認識がますます深くなることを

願うとともに、今回の成果が学術研究の発展に少しでも寄与できれば幸いです。最後になりま

したが、発掘調査に従事していただいた市民の皆様をはじめ、関係各機関の方々には多大なご

理解ご協力をいただきました。心から感謝の意を表します。

2008年 3月

都城市教育委員会

教育長 三霊鳳鯰 一議



例 言

1.本書は、県営農業基盤整備事業 (平成13年度は「県営担い手育成基盤整備事業横市地区」、平成14年度

は「県営ほ場整備事業横市地区」)に伴い都城市教育委員会が平成13014年度に実施した加治屋 B遺跡の

発掘調査報告書である。

2.本書に使用したレベル数値は海抜絶対高で、基準方位は真北である。

3。 本書の遺物番号は通し番号とし、本文・挿図 0写真の番号は一致する。

4.土層 と遺物 (青磁 。白磁等の陶磁器を除く)の色調は F新版標準土色帖』 (農林水産省農林水産技術会

議事務局監修)2001年度前期版を参考にした。

5。 現場における遺構の実測は、作業員の協力を得て矢部喜多夫・乗畑光博 0下田代清海 0外山 (旧姓原

田)亜紀子 0外山隆之 0津曲千賀子が行ったが、中世遺構の一部及び全体図作成を有限会社ジパング 0

サーベイに委託 した。遺構実測図の製図は外山 (亜)が中心となって行って、乗畑が補佐した。

6。 本書に掲載した石器の一部の実測 0製図は、埋蔵文化財サポー トシステムに委託 した。

7.遺構の写真撮影は乗畑 0下田代・外山 (亜)0外山 (隆)が中心となり、一部、矢部の協力を得た。遺

物の写真撮影は、下田代が行った。また、遺構の空撮は九州航空株式会社に委託した。

8.植物珪酸体分析等の各種自然科学分析については、株式会社古環境研究所に、炭化米のDNA分析を株式

会社ジェネテックに、鍛冶関連遺物の金属学的調査を九州テクノリサーチ・TACセ ンターに委託した。ま

た、平安時代及び中世の遺構調査所見については、平成18年度まで都城市文化財課嘱託の外山亜紀子氏に

委託 した。

10。 本書の執筆 0編集は寺師・下田代 0外山 (亜)0来畑があたった。

H。 現地における発掘調査および報告書作成にあたっては下記の方々よりご助言・ご協力をいただいた。

伊藤 晃 (岡 山県古代吉備文化財センター)、 大庭康時 (福岡市教育委員会)、 大盛祐子 (都城市文化財課

嘱託 )、 重永卓爾 (都城市史編さん専門委員)、 柴田博子 (宮崎産業経営大学)、 鋤柄俊夫 (同志社大学)、

高橋照彦 (大阪大学 )、 丹治康明 (神戸市教育委員会 )、 中野晴久 (常滑市民俗資料館)、 永山修一 (ラ 0

サール学園)、 堀田孝博 (宮崎県埋蔵文化財センター)、 村上恭通 (愛媛大学)

12.発掘調査で出土した遺物とすべての記録 (写真 0図面など)は都城市教育委員会で保管している。

13.平成19年度報告書刊行年度の調査組織

。調査主体者 宮崎県都城市教育委員会

。調査責任者 教育長

0調査事務局 教育部長

玉 利   譲

岩 崎   透
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文化財課課長補佐    新 宮 高 弘

文化財課副主幹     矢 部 喜多夫
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隋 3章 笏襦調狡鰊躾礫

隋隆節 畢絋蠅代の鐵果

畷。平安時代の遺構

古代の遺構は主に 2次調査区の北東部に集中しており、それ以外の調査区ではわずかに溝状遺構や道跡を

確認できたのみである。また古代の出土遺物も遺構が確認された地域にほぼ限定されており、中世の遺構が

多く確認された南西区 (第 1次調査南区)か らは出上しなかった。

(1)溝状遺構

古代の溝状遺構はS919・ SD27 0 SD29 0 SD31 0 SD32・ SD34で ある。主な溝状遺構のみ述べていく。

SD27

G-14か ら」-13区 まで検出された遺構で、 G-15区で L字に曲がって走行 している。検出面か らの深さは

約15cmで、 I-14区で3925に切 られる。

SD29

E・ F-14区で検出され、南北方向に走行する。検出面からの深さは約10～20cmで ある。上層を観察 した

ところ、遺構の北側のみ、下層に暗褐色の砂質シル ト上を確認 した。

(2)道跡

ある一定の層厚を有する硬化層が連なり、帯状の硬化面を形成する遺構を道跡とした。SF1 0SF3 0

SF4 0SF5 0SF6 0SFフ OSF8 0SF9 0SF10で ある。

SF 3 (SD17 0 SD18)

O-13区からQ-15区 で検出され、北西から南東方向に走行する。当初は溝状遺構として検出したが、下層

で幅約40cm、 厚さが約15cmの、断面形がレンズ状の硬化層を確認したため、道跡とした。SF 4を切っている。

SF 4

Q-15区でS919と 並行して検出された。黒色土に黄色軽石を混ぜて硬化させている。幅は約40cmで、厚さ

が約10cm、 断面形がレンズ状の硬化層である。SD19に切られる。

S「 7 (Sp30)・ SF10

溝状遺構として検出されたが、下層で硬化層が確認されたため道跡とした。SF 7 0SF10は黄色軽石を黒色

シル ト土に混ぜて硬化させている。S『 10は 5b層期の硬化層で、F-14区でSFフ に合流し一本となる。SF10上

層からは回径 9 cmの 糸切離底の上師器小皿 (274)が出土しており、中世初頭まで機能していた可能性がある。

(3)掘 立柱建物跡

古代の掘立柱建物跡は15棟 (SS95 0 96・ 97098099010001030104・ 105010601070108010901100

111)確認された。すべて 2次調査区の北東部からの検出である。掘立柱建物跡は建物どうしが切 り合って

いることや、土坑などの他の遺構とも切 り合っていることからある程度の時期幅が推定される。15棟のう

ち、身舎の規模が桁行 3間 0梁間 2間のパターンが 9棟 と、一番多く占めている。

掘立柱建物跡の主軸方向は、南北方向が 9棟、東西方向が 6棟である。また主軸方位から建物跡はおおよ

そ次の 3つのグループに分けられる。

A群 :N24° ～25° Eと 直交するN l14° Eの建物群 =SE104 0 106 0 109 0 110 0 111

B群 :N20° ～22° Eと 直交するN… 107° ～ 108° Eの建物群 =SS97 0 103 0 105 0 108

C群 :N-8° ～ 12° Eと直交するN100°～ 102° ―Eの建物群=S99509609809901000107

59103

1-15・ I-16区 で検出された。身合の規模が桁行 3間 0梁問 2間の古代建物跡で唯一の総柱建物跡であ

-1-
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る。西側の柱穴がSD25に 切 られる。身舎柱穴の掘 り方はほぼ円形であ り、径は38～ 64cmで、深さは52～

84cmで ある。南西の柱穴の土層断面を観察すると、ピット掘 り形の片方にややルーズな御池軽石が堆積し、

その内側に軟質な黒色系シル ト上が確認された。これは、内側の黒色シル ト土が柱の腐った部分と考えら

れ、周囲の軽石は柱周Edllの埋め上であると考えられる。またほかの柱穴の上部からは鉄滓が出土している。

SE104

H-15区 を中心に検出され、柱穴はSD27や SF 8等 と切 り合 っている。身舎の規模は桁行 5問 0梁間 2間

で、身合の規模では一番大きい建物である。庇は確認されなかった。
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SS105

F-150G-15区で検出され、柱穴はSA 8等 と切 りあっている。身合の規模は桁行 4間 0梁間 2間 で、四

面に庇が付 くと思われる。身舎内からは柱穴が 1基確認され、その柱穴の埋土上部からは土師器が出上 して

いる。

SS107

H-16区を中心に検出され、身合の規模は桁行 3間・梁問 2間 と思われるが、近世の撹乱により柱穴の一

部は検出できなかった。南面には庇が付 く。身舎内にSN理 が検出されたが、同時期のものかは断定できな

い。

SB108

G-16区で検出され、身合の規模は桁行 2間・梁間 2間である。桁行の柱間は一定ではなく、やや偏 りが

みられる。身舎内にSQ lが検出されたが、同時期のものかは断定できない。

S3110

F-150G-15EXI_で 検出され、SA 8を 切 り、SF10に切 られている。身舎の規模は桁行 3間 0梁間 2間で、

庇は確認されなかった。東側の柱穴で土層を観察すると、ビット掘り形の片方および下層にはルーズな堆積

の御池軽石が認められ、その内側には非常に軟質な黒色シル ト土が観察された。これは、黒色シル ト土が柱

の腐った部分であり、軽石は柱の周囲を埋めた上と思われる。

(4)堅穴状遺構

古代の竪穴状遺構は北東部から6基が確認された。

SA 4

K-14区に位置し、平面プランは隅丸方形である。埋土は 2層 に分かれ、上層は 5c層 である。遺構の四隅

にピットを持つ。

SA 5

」…150K-15区に位置し、平面プランは隅丸方形である。埋土は黒色系シル ト上で、一部近世包含層の 2

層による撹乱を受ける。壁際に 8基のピットを確認し、そのうちの 6基には御池軽石ブロックの堆積がみら

れた。

SA 6

」-150J-16区 に位置し、平面プランは隅丸方形である。軽石 。礫 0炭化材 0焼土が中央から出土してい

る。炭化材は直径約 4 cmで、比較的しっかりと残存していた。埋上の堆積状況を観察すると、いったん埋没

した後に掘 り直された痕跡が認められ、本灰を含むシル ト層の上に軽石 0炭化材 0橙色の焼土が堆積してい

る。この炭化材 (ヤブツバキ)で年代測定を行ったところ、960± 60年BP(lσ :AD1020～1180)の数値が

得られた。また壁際からはピットが 7基確認された。ピット埋上には 2タ イプあり、ひとつは黒色上のみの

埋上で、もうひとつは濁った軽石入りの埋上である。

SAフ

G-16区に位置 し、平面プランは隅丸方形である。深さは検出面より約85cmと 深めで、北西部は近世包含

層の 3層の掘 り込みにより壊されている。埋土は黒色系の砂質シル トと黒色系の粘質シル トが交互に堆積 し

ている。底面の北東隅 0南東隅からは完形の上師器 (10021)が 1点ずつ出土した。

SA 8

G-15区に位置 し、平面プランは隅丸方形である。検出面からの深さは113cmで 、SAア とよく似た形態で

ある。埋土は黒色系シル ト土と、炭化物を含む灰色のシル ト上の薄層に交互に堆積しており、土層断面で堆

積状況がはっきりと見えるほどであった。検出面から約20cm下で黒色シル ト上の硬化した層が一面を覆って

おり、まるで床面のようであった。この硬化した層をはずすと、中層からは越州青磁片 (411)が、底面直

上からは土師器 3点 (14016・ 53)が出上した。
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石が2よ り少ない
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軽石と3mm以 下の白色軽石を含む

22層 とほぼ同じで白色軽石の割合

が 1層 より少ない

3黄色軽石ブロック

4黒 色シル ト層  3 mm以下の黄 色

軽石・白色軽石を含む
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図8 掘立柱建物 (S3)実測図(2)
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図9 掘立柱建物 (SB)実測図(3)

(5)土坑

古代の上坑は14基確認した。掘立柱建物跡と同じくすべて北東部からの検出である。

SC275

1-15区で検出され、平面プランは楕円形である。床面でピッ ト状の落ち込みが確認された。埋土は黒色

系のシル ト上で、そのうち上層は砂質のシル ト土であった。

SC279

H-15区 で検出され、平面のプランは楕円形である。床面にピット状の落ち込みが確認された。

SC285

G-16区で検出され、平面プランは長方形である。検出面か らの深さは 8 cmと 浅い。上坑内からは炭化米

が床面より約 5 cm浮いた状態で出土 した。炭化米の放射性炭素年代測定値は、1130± 50年BP(lσ :AD880
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SBl10 SBlll

SBl10 ヒf｀ント
1黒褐色微砂質シルト層 5mm以 下の明黄褐色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 5mm以下の明黄褐色軽石を含む

3 8mm以 下の黄色1怪石層に少量の黒色粘質シルトが混ぎる

4黒色微砂質シルト層 5mn以 下の明黄褐色 llJR石を含む

5 8mm以 下の明黄褐色1軽石層に少量の黒色粘質シルトが混ぎる

6黒色粘質シルト層 黄色1怪石をほとんど含まない

図10 掘立柱建物 (S3)実測図14)

～980)である。

(6)焼土坑

SN l

H-16区 で検出された。平面プランは方形と思われるが、一部を近世の撹乱により壊されている。土師器

や赤く変色した軽石などが多く出土した。埋土は粘土やきめ細かい橙色シル ト、それらを含む黒色系シル ト

上である。最下層には炭化材を含んでいた。南側の床面で約10cmの落ち込みが確認された。

(7)その他の遺構

土師器集積遺構 (SQ)が 1基、土師器埋納遺構 (SR)が 2基、集石遺構 (SS)が 4基である。

SQ l

G-16区で検出した土師器集積遺構である。土師器 0粘土塊・軽石が集中して出上したが、その下に掘り

込みは確認されなかった。

Sll

H-16区 で検出した土器埋納遺構である。深さ約15cmの ビッ ト内に完形の土師器が口を合わせ、横にした

状態で埋納されていた (24026)。

SS1 020 304

H-15・ H-17・ I-17区 の 5b層 内か ら検出された集石遺構で、 4基を確認 した。礫の大きさは直径が 2

～ 7 cm程で、それ らが集まって直径が約15～40cmの 集石遺構を成 している。礫はいずれも被熱痕跡は認めら

れなかった。そのうち、65駿 からは須恵器片が出土している。

-15-
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2黒褐色シルト層
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3黒褐色砂質シルト層
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図11 竪穴状遺構 (SA)実測図(1)
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SA06
15b層
25c層
3黒褐色砂質シルト層 8mm以 下の黄色軽

石を含む

4黄色1径石ブロツク

55a層
6暗褐色砂質シルト層  1 3cm以 下の黄色

軽石と3mm以下の白色1軽石を含む

73とほぼ同じ ややハード

8橙色砂質シルト層 5mm以 下の黄色 1軽石

と3‖m以下の自色軽石を含む 焼土

9掲灰色シルトと木炭 (褐灰色)の 混合層

5mm以 下の黄色軽石と3mm以下の庄1色 1怪

石を含む

R

- 
t Sl.urn

D._^^
- 

Ijl.Um

SA06焼±0炭化材
1褐灰色の本炭

2褐灰色シルトと木炭の混合層

5mm以下の黄色軽石と3mm以下の白色軽石を含む

3褐色砂質シルト層

5mm以下の黄色軽石と3mm以下の自色軽石を含む

¬ ゛

焼土

し

9              2              1m

図12 竪穴状遺構 (SA)実測図(2)
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①～⑥:土壌サンプリング

SA08
1黒褐色シルト層    ´

8mm以 下の黄色軽石と3mm以 下の白色1怪石を含む ややハード
2黒褐色シルト層

8mn以 下の黄色軽石と3mm以下の白色軽石を含む

3灰色焼灰層

5mm以 下の炭化物を含む

4黒褐色シルトと8mm以下の黄色軽石の混合層
5黒褐色シルト層

8mm以 下の黄色軽石と3mm以下の自色軽石を含む ややハード
6黒褐色シルト層

8mm以 下の黄色軽石と3Ⅲ n以下の自色軽石を含む ややソフト
7黒色シルト層

8mm以 下の黄色軽石と3mm以下の白色軽石を含む

83と にぶい赤褐色粘質シルトの混合層

9にぶい赤褐色砂質土 焼土?
10明褐灰色粘質土

SA07
1明赤褐色砂質土 焼土

21と褐灰色砂質土の混合層

8田‖以下の黄色1軽石と3mm以下の自色1怪石を含む

3黒褐色砂質シルト層

8mm以下の黄色1軽石と3mm以下の自色1怪石を含む ややソフト
4黒褐色砂質シルト層

8mm以下の黄色軽石と3Ⅲl以下の白色軽石を含む

5黒褐色砂質シルト層

8nm以下の黄色軽石と3mm以下の自色1怪石を含む

6黒褐色砂質シルト層

8mm以下の黄色1怪石と3mm以下の自色1怪石を含む ややハード
7黒 色粘質シルト層

811111以下の黄色軽石と3mm以下の自色1軽石を含む

8黄 色1怪石ブロック

93と ほぼ lnlじ 上部に自色1怪石、下部に黄色軽石を含む

10色砂質火山灰層 桜島文明軽石
11褐色砂質土と8‖m以下の黄色1登石の混合層

①～⑩:土壌サンプリング

0               2               4111
l

実測図(3)
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図13 竪穴状遺構 (SA)
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li色 軽石ブロック

SC263
1 5al晉

2黒褐色砂質シルト層 8mm以 下の黄色1軽

石と3mm以下の自色軽石を含む

SC275:繁
殖 色砂質シル ト m以 下の黄色

軽石と3mm以下の自色1軽石を含む

35c層

SC282
1黒褐色砂質シルト 8mm以 下の黄色1軽石と3mm以下の自色1登石を含む

2黒褐色シルト 8mm以 下の黄色1軽石と3mm以下の虐1色軽石を含む

3黒色シルト 5mm以 下の黄色軽石を含む

SB99ピット

Jttm

SC267:繁
罷 色砂質シル H習 揃 以 下の制 怪石と揃

以下の白色1怪石を含む

SC279
15a層
2黄色1軽石ブロック

3黒褐色シルト層 811111)以 下の

黄色軽石と3mm以 下の自色軽

石を含む

4黒褐色砂質シルト層 lcm以
下の黄色1軽石と3mm以 下の白

色軽石を含む

5黒色シル ト層に黄色 1軽 石が

混ぎる

64と ほぼ同じ 8mm以 下の黄  _
色軽石と3mm以 下の白色軽石

を含む

7黒色シルト層 5mm以 下の黄

色 1唾石と3mm以 下の自色 1軽石

を含む

8黒褐色シルト層 5mm以下の

黄色1軽石と3mm以 下の |コ 色 1軽

石を含む

SC290

図14 土坑 (SC)実測図(1)

SC272
1黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色 1囁石と

3mm以下の自色軽石を含む

2黒褐色シルト層 8冊 n以下の黄色 1軽石と

3mm以下の白色4軽石を含む ややハード

3黒褐色シルト層 8mm以下の黄色 1軽石と

3mm以 下の自色1軽石を含む ややソフト

SC283

:昌E2ι讐[く‖麟季9曇魯緞E鍬下の自卸輛を含む:L―~圧≦抑m

4黒色シルト層 lcm以 下の黄色1怪石を含む

5黒色シルトリ薔とlcm以 ド・ )黄色軽石の混合層

9           1           ζm

報肺
SC281

lro1 2m

SC285
15c層

＼

_2-l~~~

r       a 炭
?く

炭化米
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~-151 3nl

SC292
0           1           2111

へ ____´ 五 _151 2nl

図15

SC293

土坑 (SC)実測図(2)

図16 焼土坑 (SN)実測図

SQ01

-151 8nl

図17 その他の遺構実測図

-1518m

SC294

N01
近世のカクラン黒色弱粘質シルト層

橙色シルトブロック

黒褐色弱粘質シルト層 橙色のシルト粒を含む

浅黄色弱‖告質シルト層 lcm以 下の淡黄色・橙色1軽石を含む

黒色弱粘質シルトと黒褐色シルト層の混合層
淡黄色1軽石ブロック

黒褐色弱粘質シルト層 淡黄色軽石を含む

黒色粘質シルト層 灰白色シルトブロックを含む

1lll

D

―-1510m

SR01

ゝ

◎

σ

け

0

臨 口

φ

-15■ Q■

SR02茫  鑓 ″

土師器集積遺構 (SQ) M¨

…20-

土師器埋納遺構 (SR)



2。 平 安 時代 の遺 物

(1)平 安時代 の土師器 (図 18～ 24)

1～ 219は 塔である。底部の切 り離し技法は、確認できる器については、全てヘラ切 りによるものである。

18は底面に不明圧痕をのこす。以4025は底面に板状圧痕、26は簾状圧痕をのこしている。61は底面に板状圧

痕をのこしている。64は底面が著しく剥落しており、観察が不可能であつた。65は底面に不明圧痕をのこし

ている。74は側面に穿孔、内外面にはススの付着がみられた。灯明皿として使用されたのではないかと思わ

れる。78は外面の一部にススの付着が認められる。101は底面に、115は 内外面に著 しくスス付着。149は底

面に板状圧痕、162は不明圧痕をのこしている。1690170は底部が円盤高台状を呈す。171は底面に板状圧痕

をのこす。183は底面の一部にスス付着。1860210は底部が円盤高台状を呈す。

220～230は不か椀の回縁部ないし口縁～体部片である。

231～273は 高台付椀である。237は 口縁部内面の一部が黒色化している。240は 外面にスス付着。242は 底

面に未穿孔あり。243は 内外面の一部にスス付着。258は 高台の貼 り付け痕を明瞭にのこす。261は 底部内面

に 3条の線刻が認められる。270は 外面の一部、272は 内面に著しくスス付着。

2740275は小皿で、いわゆる「かわらけ」である。底部切り離し技法は、274は 糸切 り、275は ヘラ切 りに

よるものである。

276～302は甕である。276は 外面全体に著しくスス付着。2780279は外面全体にススの付着がみられ、内

面にはケズリ痕を明瞭にのこしている。280は 外面の器面調整が粗く輪積痕がみてとれ、内面にはケズリ痕

を明瞭にのこしている。2810282は 内面にケズリ痕を明瞭にのこす。283は外面全体にススの付着がみられ、

内面にはケズリ痕を明瞭にのこす。285は 外面にスス付着。以93は外面に部分的なススの付着が認められた。

294は 外面に指頭痕をのこす。295は 外面に、297は 内外面にスス付着。298は 内面にケズリ痕を明瞭にのこ

す。299は 内面が全体的に剥落している。300は外面の一部にわずかなススの付着がみられ、内面全体に炭化

物が付着 している。301は外面全体に著しくススが付着し、内面にはケズリ痕を明瞭にのこしている。302は

外面にスス付着。

303は 小壼の口縁部片と思われる。

304は 甑の底部片である。外面の一部にススの付着がみられ、内面にはケズリ痕を明瞭にのこす。

305は 土師器の塔ないし高台付椀の底部片を紡錘車に二次転用したものである。

(2)黒 色土器 (図25)

306～322は器の内面のみ炭素を吸着させた黒色土器 A類の高台付椀である。306は 国縁部外面に 2条の線

刻、高台部外面に 1条の線刻が認められる。

323は 黒色土器 A類の不であり、底部が円盤状を呈す。

324～340は黒色土器 A類の高台付椀である。324は 底部が円盤状を里し、325・ 3320336は高台内底面に菊

花状調整痕をのこしている。

341は 黒色土器A類の甕である。

3420343は器の内外面に炭素を吸着させた黒色土器 B類の高台付椀である。

(3)墨 書土器 (図26)

344～354は土師器の不か椀、高台付椀ないし甕に墨書が施された、墨書土器である。344は 高台付椀の口

縁～底部片であり、底面に文字の一部か記号と思われる墨書が認められる。345は高台付椀の回縁～体部片

であり、外面に「上中」の墨書が施されている。346は不か椀の目縁部片であり、外面に「上中」と思われ

る墨書が施されている。347は 甕の回縁部片であり、内面に文字か記号の一部と思われる墨書が認められる。

348～350は 塔か椀の口縁部片であり、外面に文字の一部と思われる墨書が認められる。351は 不か椀の体部

-21-
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図18 平安時代の上師器(1)

SQ01

SA08床直
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片であり、外面に倒位 した文字と思われる墨書が認められる。3520353は不か椀の体部片であり、外面に文

字の一部 と思われる墨書が認められる。354は不か椀の体部片であり、外面に文字か記号の一部と思われる

墨書が認められる。347～354は何れも部分的であり、判読不能である。

土師器 0黒色土器 0墨書土器の不 0椀の器種分類については、形態からではなく用途上から、高台が付く

もの全てを高台付椀 とし、付かないものを不とした。

(4)平 安時代 の須恵器 (図 27～ 29)

3550356は杯身の回縁部片である。

357～ 37203740375は 甕である。 EIl縁 部の形態により、実測図を順次掲載 した。 (レイアウ トの都合上、

一部例外あり)373は甕か壺の胴部片である。

376～ 389は 壺である。376は壺の国縁 。肩部片であり、外面に自然釉がかかる。3790381は 短頸壺の国縁

部片である。3840385は耳付壼の薦～胴部片であり、384は 外面に自然釉がかかる。389は 385と 同一個体で、

耳付壼の底部片である。

390は横瓶の口縁～頸部片である。

391は甕の胴部内面を、硯として二次転用した転用硯であり、使用面である内面には赤色顔料の付着が認

められる。

(5)緑 釉陶器 (図30)

392は小坪か小碗の回縁部片である。3930394は小塔の回縁部 。底部片である。394は 削り出しの円盤高台

をもち、内外面の釉が著しく剥離している。京都洛北タイプである。

395は京都産洛西系椀の口縁部片である。396は京都産洛西系小型椀の回縁部片と思われる。397・ 398は椀

の回縁部片と思われる。399は椀の底部片であり、貼 り付け有段輪高台をもつ。近江系で、10世紀中頃まで

と比定される。400は椀の底部片であり、削り出しの幅広輪高台をもつ。京都産洛西系で、 9世紀末のもの

である。401は 椀の底部片であり、削り出しの輪高台をもつ。京都産洛西系である。

402・ 403は 京都産洛西系段皿の口縁部片である。4040407は 京都産洛西系皿の回縁部片 と思われる。405

は皿の回縁部片である。東海系で、 9世紀末のものである。406は皿の口縁部片で、端反 り回縁である。京

都洛西型である。408は皿の口縁部片と思われる。409は 京都産洛西系皿の口縁部片である。410は 皿の底部

片であり、削り出しの輪高台をもち、内面見込みに砂目痕をのこす。京都産洛西系である。

(6)貿 易陶磁器 (図31032)

411～421は 越州窯系青磁である。411は椀の回縁～底部片であり、内面見込みに目痕をのこし、また内面

見込みが重ね焼きにより変色している。椀 I-2ウ類に相当し、 9世紀後半のものである。4120413は椀の

回縁～底部片であり、円盤高台をもち体部外面下位は無釉である。釉にムラがあり、内面に目痕をのこして

いる。椀 Ⅱ…2b類に相当し、 8世紀末から10世紀中頃にかけてのものである。414は 椀の口縁～体部片であ

り、体部外面は無釉である。釉にムラがあり、内面に目痕をのこしている。椀 Ⅱ類に相当し、 8世紀末から

10世紀中頃にかけてのものである。415は 輪花椀の口縁部片であり、釉にムラがある。椀 Ⅱ-2類に相当し、

8世紀末から10世紀中頃にかけてのものである。4理 6は椀の回縁部片、417は 椀の体部片であり、4160417

共に釉の発色は良好で、胎土も精良である。椀 I類に相当し、 8世紀末から10世紀中頃にかけてのものであ

る。4霧 8は椀の体部片である。椀 I類に相当し、 8世紀末から10世紀中頃にかけてのものである。4礁 9は椀の

底部片であり、底部内外面に目痕をのこし、高台部外面を斜めにカットしている。椀 I-2ウ類に相当し、

8世紀末から10世紀中頃にかけてのものである。4盟0は椀の底部片であり、輪高台をもち全面施釉されてい

る。椀 Ⅱ類に相当し、 8世紀末から10世紀中頃にかけてのものである。椀 Ⅱ類の中でも特殊な例である。

421は 越州窯系青磁壷 (蓋)の天丼～底部片である。化粧掛けが行なわれ、釉に著 しくムラがある。 Ⅱ類
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に相当し、 8世紀末～10世紀中頃にかけてのものである。

422～441は 白磁である。422は椀の回縁～体部片であり、玉縁口縁をもつ。体部外面に回転ヘラケズリ痕

をのこし、外面下位は無釉である。椀Ⅳ類に相当し、H世紀後半から12世紀前半にかけてのものである。

423は椀の回縁～体部片、424は椀の回縁部片であり、423・ 424共に玉縁口縁をもつ。椀Ⅳ類に相当し、H世

紀後半から12世紀前半にかけてのものである。425は椀の回縁部片であり、玉縁口縁をもつ。椀 I-1類に相

当し、 8世紀末から9世紀前半にかけてのものである。426～431は椀の回縁部片であり、玉縁口縁をもつ。

椀Ⅳ類に相当し、H世紀後半から12世紀前半にかけてのものである。432は椀の回縁部片であり、内面に環

状の沈線がみられ、外面は国縁端部近くまでヘラケズリされる。椀V-1類に相当し、H世紀後半から12世
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紀前半にかけてのものである。433は 椀の口縁部片であり、玉縁口縁をもつ。H世紀後半から12世紀前半に

かけてのものである。434は椀の体部片である。椀V類に相当し、11世紀後半から12世紀にかけての所産と

思われる。435は 椀の体部片である。椀Ⅳ類に相当し、11世紀後半から12世紀前半にかけてのものである。

436は椀の体～底部片であり、内面に沈線が認められ、外面下位から底面にかけて無釉である。椀Ⅳ-la類

に相当し、11世紀後半から12世紀前半にかけてのものである。437は 椀の底部片であり、内面に環状の沈線

が認められる。椀Ⅳ-la類に相当し、11世紀後半から12世紀前半にかけてのものである。438は 椀の底部片

であり、内面に沈線がみられ、外面は無釉である。椀Ⅳ-la類に相当し、11世紀後半から12世紀前半にかけ

てのものである。439は椀の底部片であり、内面に環状の沈線が認められ、高台部は無釉である。椀V類に
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相当し、11世紀後半から12世紀にかけてのものである。

440は水注の肩～底部片であり、高台内面に「大示花押」の墨書が施されている。12世紀代のものである。

441は 小壺の胴部片であり、広東省系ないし福建省系の所産である。壼Ⅱ類か壺Ⅳ類に相当し、11世紀後

半から12世紀前半にかけてのものである。

(7)そ の他 の土器 0土製 品 (図33)

442～448は固形塩生産 (焼塩)および運搬を目的とした製塩土器である。いずれも焼塩壺の体部片であ

り、内面に布痕をとどめている。小破片であり、詳細は不明である。

449～451は土錘である。449は 欠損品であ り、断面不整楕円形の穿孔が為され、孔径は最大5.5mm・ 最小

4.Ommで ある。450は 欠損品であり、断面不整円形の穿孔が為され、孔径は最大5.Omm e最 小5.Ommで ある。451

はほぼ完形品であり、表裏面に断面V字形の溝が施されている。

452は 土製の用途不明品であり、扁平な球状を呈し、 2ケ 所に未穿孔が認められる。

4530454は用途不明の粘土塊である。竪穴状遺構の二次床下より出土しており、床材の可能性も考えられ

る。

(8)石 器 0石製 品 (図34)

455は磨 。敲石の完形品であり、全面に磨痕をのこし、表面の中心部に敲打痕が認められる。

456は 磨石の完形品であり、扁平な平面円形で表面に磨痕をのこす。457は 磨石の完形品と思われ、扁平な

球状を呈し全面が研磨されている。

458は 端部が欠損した砥石であり、表裏面、左右側面、上方側面に研磨痕をのこす。459は 端部が欠損した

砥石であり、表面、左右側面に研磨痕をのこし、先端部にツブレ (使用痕 ?)が認められる。460は 砥石の

完形品であり、表裏面に研磨痕をのこす。

461は 3面が欠損した台石であり、上面に磨痕および部分的な敲打痕が認められる。

462は 2面が欠損した石皿と思われ、上面の一部に磨痕およびススの付着がみられる。

463は 石製鈴具の巡方である。史料にみられる「雑石腰帯」であり、全面が非常に良く研磨されており、

光沢がある。裏面の 4ケ所に装着用の潜 り穴がみられるが、いずれも未貫通であり、未製品の可能性もあ

る。黒色を呈する頁岩製で重量27.Ogである。

464は 用途不明の石製品であり、球状に研磨整形している。

(9)軽 石製 品 (図35036)

465は 断面台形に加工整形され、一部が欠損している。性格は不明である。

466は 四角柱状に加工整形されている。柱の 1側面に被熱の痕跡をのこしていることから、竃の支柱であ

る可能性も考えられる。

467～471は用途不明品である。467は表裏面の一部にススの付着がみられ、穿孔の痕跡も認められる。468

は 2面が平坦に加工整形され、内 1面にススの付着がみられる。469は 1面に穿孔加工痕跡をのこす。470

は 2面が加工整形され、表面に部分的なススの付着がみられる。471は 3面が平坦に加工整形されている。

1ケ所に加工痕であるノミ痕跡をのこし、帯状にススが付着している。

(10)鉄製品 (図37)

472は毛抜きと思われ、一部が欠損 している。全体に錆ぶくれが認められる。473は 一部が欠損した用途不

lln品 であり、全体に錆ぶくれが認められる。

紙面スペースの都合上、遺物所見を簡略的に記述した。形態 。法量など詳細は遺物実測図および遺物観察

表を参考にしてもらいたい。                          (文 責 :下田代清海)
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1。 中世の遺構

(1)溝状遺構

中世の溝状遺構はSD1 0盆 030405・ 6・ 70809010011・ 12・ 13014015016・ 20021・ 230

24025026028の 22条が確認された。そのうちの主なものだけを述べる。

SD 1 0 SD14

SDlは G-3区からK-14区 まで検出され、 1次調査区から2次調査区までまたがっていた。調査区の北

側を東西方向に走 り、 」 13区で南東に折れ、ゆるい L字状をなす。最大幅は5.5mで、検出面からの深さは

最大で1.6mで ある。南東に折れてすぐ調査区外のため途切れるが、015区で検出されたSD14とつながると

思われる。SDlの総延長は117mで あるが、SD14を足せば約180mで ある。SD14の南側、調査区外の畑の数

地点で地下レーダー探査を行なったところ、溝状の落ち込みが確認され、南側の山際 (シ ラス台地)ま で溝

が延びていることが推定された。これによりSD lと S014が館跡の北から東を囲っていることが判明した。

その規模は南北140m、 東西140mと なり、囲まれていることで館跡は外部から独立 した形態となっている。

断面形はU字状あるいは逆台形状をなし、土層の堆積状態から少なくとも 5回は掘 り直した可能性がある。

埋土は黒色系シル ト土を基本として、砂や黄色軽石、アカホヤの堆積もみられる。埋土の中層や下層に硬化

層が確認されることから、溝底を道路として使用した可能性があり、またそれは掘り直された後にもその性

格を継続していたようである。特に I-8区より東側では硬化層がよく残っており、平面的に提えることが

できた。 I-7区では中層に人頭大以下の軽石や、土師器・炭化材・焼土が出土しており、これらを取 り除

いた下に硬化層が部分的に出土した。また」-13区で、下層の硬化層は少しずつ登り始め、 K-14区で溝が南

に張 り出した部分に階段状につながっている。これは溝内から館跡への入 り口として使用されたと思われ

る。また全体的にみて出土遺物は少ない状況である。

SDtt e SD15 0 SD16

H-3区からK12区まで検出され、SD lと 同じくL字状に走行 し、」-12区で南東に折れるまでSDlと ほ

ぼ並行している。 L字に折れてすぐ東側は調査区外のため途切れるが、SD15 0 SD16とつながるものと思わ

れる。南東に折れてからはSD l・ SD14と並行せず、西寄 りに走行する。最大幅は約2.7mで、深さは最大で

約 lmである。総延長は約100mで 、延長であるSD15 0 SD16を 足せば約184mに なる。断面形は主にU字状

であるが、掘 り直しの痕跡がみられるため、溝の南側で部分的に段差がつく。土層を観察 した結果、堆積状

況が 4段階に分かれており、少なくとも 4回の掘 り直しが行なわれたと思われる。埋土は基本的には黒色系

シル ト上であるが、最下層は褐濁した黄色軽石に黒色上が混ざった軽石層であり、全体的に崩れやすい層で

ある。また」-8区からJ ll区にかけては上層にアカホヤを含む黒色上が堆積 している。SD之 は自然堆積

のアカホヤ (11層 )ま で掘 り込んでいないことから、S01の掘削時のアカホヤがSD辺 の埋没時に流れ込ん

だものと思われる。遺物は上層から下層にかけて土師器や青磁が出上しており、特に 1次調査区と2次調査

区の境界である」-7・ J-8区の最上層からは、不や小皿などの上師器が多く出上した。

SD 4

調査区を南北に走行する溝である。幅は 1～ 1.5m、 深さは約30m、 断面形はU字状で、埋土は黒色シル

ト土である。 S10区で3∈ 159を、 T-10区 で3822をそれぞれ切っている。 O-9区で北側は途切れてお り、

その北に位置するSや Sにつながるかは不明である。

SD 5。 SD21

9鞣 Sは 0-9区からP-2区までは東西に走行 し、そこで南西に折れ、 O-11区で今度は南東に折れるとい

う溝である。 1次調査では3D Sと して、 2次調査では3D愈 1と して検出したが、調査区断面を観察した結果、

この 2本はつながることが判明した。

S膠 フ

SDア は3D Cを切っており、すぐ北側に位置するSり 13と は連続している可能性がある。
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SD10

S910は 最大幅2.5m、 深さ約 50o■ 、総延長 6mで、断面形は逆台形である。埋土は基本的に黒色系シル ト

上で土師器片や灰白色シル ト上を多 く含んでいた。溝底にはピットが並んでいたが、溝に伴 うかは不明であ

る。

SD14

SD lで述べたように、SD14は SDlに つながるものと思われる溝である。断面形は逆台形で最大 1属 は約

3.4m、 検出面か らの深さは約90cmである。埋土は基本的に黒色系シル ト土で、部分的に黄色軽石の層が堆

積する。最下層には砂層が堆積 している。溝の上層には 5b層 が堆積 してお り、この層から常滑焼の鉢が出

上 した。

SD15

SD 2で述べたように、S915は SD駿 につながるもの と思われる溝である。断面形は逆台形で、最大幅は

2.05m、 検出面からの深さは約60cmである。南にい くほど浅 くな り、 S14区でいったん途切れるが、その

す ぐ南に位置するSD16と つながるものと思われる。埋土は基本的に黒色系シル ト土である。S383と S鶴8もの

ビッ トに切 られる。部分的ではあるが溝底は硬化 している。 P-13区では溝の下層が堆積 した後に掘 られた

ピッ トがあり、そのピットが埋まった上には満の上層が堆積 していた。同じようなピットが列をなして数基

検出されたことから、溝に伴 う入 り口施設ではないかと思われる。またこのビット付近の溝底は硬化 してい

た。

SD24

S〕 遊を切 り、SD lに切 られる溝である。幅 1.3m、 深さ約45cmで、埋土には黄色軽石のブロックを含む。

SD25

1-14区から I-17区で検出され、東西方向に走行する。深さ30～ 40cmと 浅い遺構である。

(2)道跡

中世の道跡は1条確認された。

SF遊

S-8区でSDllの 埋土を覆 うように検出された。幅は約30cmで、調査区内で約 4m確認された。SB50を

SDllが切 り、SDllを SF量 が切る。

(3)掘 立柱建物跡

中世の掘立柱建物跡は97棟確認された。SS94。 SBl12以外はすべて L字に区画されたSD tt e SD14よ り内

側 (南西)で検出された。建物跡が多く検出された第 1次調査の南ブロックの北側一帯 (MONeO_50
607区 )では、遺構検出のための 5層を掘り下げる過程で、全体に黄色軽石粒をまんべんなく含む黒色土

が広がるだけでその下にあるはずの 6層 との判別が困難であり、遺構を把握するのが容易ではなかった。結

果的にこの地点では中世の建物跡が何棟も切 りあった状態であることが判明し、大型の建物跡も多く確認さ

れた。また同区では出土遺物も格段に多い状況で、完形を含む土師器の不や小皿が多量に出土し、貿易陶磁

器や国産陶磁器等もまとまって出上した。

掘立柱建物跡の身合の規模は、小さいもので桁行 2間 。梁問 1間で、最大規模は桁行 8間 0梁間 2間

(3877)である。一番多いプランは桁行 3問 0梁間 2間の建物跡で、プラン全容が確認できた97棟のうち、

59棟がこのプランである。この59棟のうち、34棟は桁行 3間 0梁間 2間で庇なし建物跡である。つまり全建

物跡の約 3分の 1が 3間 ×2間・庇なしの建物跡であり、これが加治屋 B遺跡における掘立柱建物跡の普遍

的なプランと思われる。また97棟のうち、ほとんどが側柱のみの建物跡であるが、総柱建物跡が 7棟確認さ

れた。その他に、側柱建物跡の身舎内に柱を持つが総柱建物跡にならない建物跡が13棟 (3,芝 9や 3831な ど)

確認されたことも注目する点である。
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中世の掘立柱建物跡の主軸方向は南北方向が39棟、東西方向が58棟で、東西方向の建物跡のほうが多い。

また主軸方位から建物跡は以下の 4つにグルーピングできる。

A群 :N ll° ～ 16° Eと 直交するN74° ～79° Wの建物群

鶴DB 0 9 010012017018021・ 34074078080094の 計12棟)               :
B群 :N-2° ～ 9° Eと直交するN-81° ～88° Wの建物群

(3910な 030507・ 11012。 130150160190200之3・ 24025027028029031032・ 330380390

40048049050052059・ 610680750820900920930102の 計37棟 )

C群 :N-0° ～ 5° ―Wと直交するN85° ～90° 一Eの建物群

(Stt Z畢 0 5 。14026・ 30035036037041042043044045047・ 51054055056・ 60062・ 63・ 64067・

71073076077・ 79081083084085086・ 8708808909101010112の 計39棟 )

D群 :N-7° ～ 10° Wと直交するN80° ～83° Eの建物群

(SB46 0 53・ 57・ 58065066069070072の 計 9棟 )

である。

このうち、集落を L字に区画するSD lよ り外側に位置する C群 のSBl12と A群のSE94を除 くと、 A・

BOD群 の建物跡はSD1 03014およびSD避 O SD15の 範囲内におさまっているが、 C群の建物はSD15よ り

も外側 (東側)に位置している。このうち、 C群のSB83 0 86の柱穴の上層断面を観察 したところ、この掘

立柱建物跡がS915の埋土を切っていることから、 C群の時期にはSD15を埋めて屋敷を東へ拡張 したものと

思われる。またC群の建物跡が39棟 と他のグループより多いことから、この C群の時期が加治屋 B遺跡の中

世の最盛期と思われる。

以下に主な建物跡のみ述べていく。

S37

身合の規模は桁行 3間 0梁間 2間である。東側の梁間の東柱は検出面から浅かったため、確認できなかっ

た。南側の桁行の柱穴からは軽石が、北側の桁行の柱穴からは角礫・砥石 0完形の土師皿が出土した。土師

皿は柱抜き取 り後の埋納かと思われる。

SD10

身合の規模は桁行 2間 0梁間 2間の総柱建物で、東側に一面庇が付 く。柱穴の中に軽石がはいっているも

のもあった。

SS15

身合の規模は桁行 3間 0梁間 2間で、四面に庇が付 くが、南面の柱穴は整然に並んではない。 5基の柱穴

で灰白色 0橙色の砂質シル ト土と、植物繊維質のものが混入した壁土状の塊が出上したほか、軽石や礫が根

石として使用されていた。壁土状の塊は柱穴の周囲から柱穴内に落ち込むような状態で出土している。また

柱穴内からは鏑蓮弁の青磁碗 (1387)が出土した。

SS18 0 19 0之0

この 3棟は切 りあっているが、身合の規模 (3問 ×2間 0庇なし)も柱間もよく似ていることから、建て

替えた建物と考えられる。

S329

身合の規模は桁行 5問 0梁問 2間で、東側と西側に庇が付 く。他の 3間 ×2間の建物と比較すると、柱問

が広 く、柱穴の規模も大きい建物である。身舎の側柱内からは、総柱建物にはならないが柱穴を 2基確認 し

た。柱穴のひとつからは根石が出上している。また、南側の柱穴は楕円形にFH5延 びしていることから、柱を

抜き取った跡と考えられる。

SB31

身合の規模は桁行 5問 。梁間 2間で、四面に庇が付 く。SS29と 同様に、比較的柱FB5が 広 く、柱穴の規模

も大きい。身合の内側からは総柱建物にならない柱穴が確認されている。また南側の桁行に沿って 2基の柱
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穴が確認されてお り、これは入 り口施設の可能性がある。このような形態はこのSS31のみである。南側の

柱穴上部からは、組まれた軽石が出土しており、この軽石は火を受けたためか赤く変色していた。この柱穴

の内部からは鉄製品が出上している。SD 4や SC50と 切 りあっているが、新旧は不明である。

SB38

身合の規模は桁行 5間・梁問 2間で、南 。北側の二面に庇が付く。身舎の南端の柱穴がややずれて位置し

ている。SC158や SD 4と切 りあっているが、新旧は不明である。

SB47

身合の規模は桁行 5間・梁間 2間で、四面に庇が付 く。北側の柱穴のそばにはS」 盆が位置 し、溝状遺構

SD 7・ 9010と は切 り合っている。柱穴からは柱を固定する軽石や、常滑片や東播系須恵器片が出上 して

いる。柱穴は全体的に深くしっかりと掘られている。

SB52

身舎の規模は桁行 3 FED・ 梁問 2間で、四面に庇が付 く。身舎の内側に、総柱建物とはならないが柱穴を 1

基もつ。規格や方位がSB22と よく似ているが、SB52のほうが面積はやや大きい。柱穴内に根固め用の礫が

入っているものがあった。SB59と セット関係の可能性がある。

SB62

身合の規模は桁行 2問 。梁問 2間である。柱穴内に根石と思われる軽石 0礫が入っているものがあった。

SB77と 並んで位置 していることから、SB77に 連結する副屋の可能性がある。S377は 総柱建物であるが、

SB62は側柱建物である。

S365

身舎の規模は桁行 6間 0梁間 2間で、四面庇が付 く。確認された掘立柱建物跡の中でもっとも大きい総面

積 (115.3ぶ )を持つ建物である。北側の庇と南側の庇の幅を比較すると、北側に比べて南側のほうが張 り

出している。柱穴の規模・柱間は他の建物に比べて大きく、根固め用の礫や軽石、輸入陶磁器片や、埋納さ

れた完形の上師器などが多く出土した。

SB77

身舎の規模は桁行 8間 0梁間 2間の庇は無い総柱建物である。総柱建物跡のなかでもっとも大きい面積

(64.14J)を もつ。柱穴の規模は大きく、柱穴内に遺物や根固め用の軽石が含まれているものが多かった。

SB62と セット関係の可能1生がある。

SB79

身合の規模は桁行 6間 。梁間 2間で、四面に庇が付 く。S365と 規模 。方位がほぼ同じであるが、面積や

ピットの規模はSB79の ほうが若干小さい。柱穴からは輸入陶磁器等は出土 しなかったが、庇の柱穴の中か

らは炭化物が出上している。石組土坑のSC125を 建物内に持つが、建物と土坑の軸が異なることから切 りあ

いと考えられる。

S380

身舎の規模は桁行 3間 。梁間 2間で、梁間の東柱がやや外側に開いており、棟持柱建物跡の形態である。

身舎内に石組土坑のSC60を もつが、建物跡と土坑の軸は異なることから、切 りあいと考えられる。

S382

身合の規模は桁行 3間・梁間 2間で、北側に一部庇が付 く。桁行の柱間が 3m以上あり、身合の面積は同

規模の建物跡の中では大きい。柱穴も深く掘られており、南側の柱穴の中には赤色化した軽石や礫が詰まっ

ているものもあった。

S883

身舎の規模は桁行 3間 0梁間 2間で、南側の一部分に庇が付 く。溝状遺構であるS夕15を柱穴が切ってい

ることから、溝が埋まった後に掘立柱建物跡が東へ拡大したことが判明した。
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図41

SD02
アカホヤプロック ルーズな黄色lI石層

③

SD01 ①
l黒褐色微砂質シルトリ脅

lcm以下の明黄褐色軽石を含む

2黒色微砂質シルト層
2cn以下の明黄褐色軽石を含む

3黒色砂質シルト層と明黄褐色1囁石の互層
41o■以下の明黄褐色lI石層
5黒色粘質シルトと黄褐色シルト(Ah)の 混

合層
6黄色軽石層に黒色粘質シルトが混ぎる

7黒色弱粘質シルト層
lcm以下の明黄褐色lI石を含む

8 1on以下の黄色1墜石層
97と ほぼ同じで色lllllが やや暗い

10黒色微砂質シルト層
lcm以下の黄褐色軽石を含む

11 2cm以下の明黄褐色層

少量の黒掲色シルトを含む
12黒色シルト層

lo■以下の黄褐色1怪石を含む

13 5mm以下の黄色軽石層

黒色上が少量混ぎる

SD01 ②
l黒褐色砂質シルト層

lcm以 下の明黄褐色1壺石を含む

2黒色シルト層
5mm以下の明黄褐色軽石を含む

3黒褐色砂質シルト層
lcm以 下の明黄掲色軽石を含む

4黒色シルト層
lcm以 下の明黄褐色軽石を含む

51o■以下の明黄褐色1怪石層

黒色上が少量混ぎる

6 1cm以下の黄褐色軽石層
アカホヤブロック、

黒色上が少量混ざる

7黒 IF」 色徴砂質シルト層
lcm以 下の明黄褐色lI石を含む

8 5mm以下の明黄褐色1釜石層
9灰白色砂層
10 2mm以 下の明黄褐色lI石層
11黒色粘質シルト層
12黒褐色砂質シルト層

5mm以下の明黄褐色1墜石を含む

13黒褐色シルト層 アカホヤブロック、
lcm以 下の明黄褐色1怪 石が混ぎる

14アカホヤと黒色上の混合層
15アカホヤと黒色上、

明黄褐色軽石の混合層

SD01 ③   l1 12
1黒褐色砂質シルト層

lcm以 下の明黄褐色軽石を含む

2黒褐色弱粘質シルト層
5mm以下の明黄褐色1怪石を含む

3アカホヤプロック
llll黄 褐色軽石を少量含む

4黒色微砂質シルト層
5mm以下の明黄褐色軽石を含む

5黒褐色シルト層 アカホヤブロック、
lcm以 下の明黄褐色41石を含む

6黒褐色シルト層
7 1cm以下の1月黄褐色1■石層

黒褐色土を少量含む

1   1釜 石

8黒褐色シルト層
lon以下のRIl黄褐色軽石を含む

9黒色弱粘質シルト層
2cm以下の明黄褐色軽石を含む

10黒褐色徴砂質シルト層 アカホヤブロック、

黒色上ブロックが混ぎる

11黒褐色砂質シルト層
lcm以 下の黄褐色1■石を含む

12黒褐色砂質シルト層
5mm以下の黄褐色llJX石 を含む

13黒色弱粘質シルト層
5mm以下の黄褐色軽石を含む

14黒褐色粘質シルト層
5mm以下の黄褐色軽石を含む

Ａ
一

SD13

SD01 ④      8 9 10  7
1黒 色微砂質シルト磨    6黒 褐色シルト層

lo■以下の黄色lI石を含む   lo■以下の黄色lI石を含む
1´ 1と ほぼ同じだがややしまる 7黒 褐色の濁った層
2u              lan以 下の黄色軽石を含む
3黒褐色微砂質シルト層   4u

lcm以 下の黄色1登石を含む  8 1cm以 下の黄色軽石層で回くしまる
3u                        5u
4黒色微砂質シルト層    9 5mm以下の黄色軽石層でにごっている

lcm以 下の黄色lI石を含む  10しまりのない黒褐色ににごった1怪石層
5黒褐色シルト層

2cm以下の黄色軽石を含む

SD02 ①
黒色弱1告質シルト層 5mm以下の黄色 I.K石 を含む

黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色lI石を含む

黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色1墜石を含む

黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色1怪石を含む

黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色lI石を含む

黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

lcm以 下の黄色軽石を主体とし、黒色上を含む

6黒色弱粘質シルト層
5mm以下の黄橙色1登石を含む

6´黒色弱粘質シルト層
lcm以下の黄橙色軽石を含む

7 1cm以下の微細粒軽石層に

黒色微粘質シルトが混ぎる

SD02 ②
黄灰色微砂質シルト層 5om以下の黄色1■石を含む

黒色微粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

黒褐色シルト層 lcm以 下の黄色1隆石を含む

黒色粘質シルト層 lcm以下の黄色1■石を含む

黒 lF7色 砂質シルト層 5mm以下の黄色1基石を含む

黒色砂質シルト層 icm以 下の黄色lI石を含む
lcm以 下のにごった黄色1■石層

:貴8霧署5κ焔
層

2n♀毀挙房異雹縫署恵各3む
37層  |

0    1 1      2m

■15■5m 'D02③ テフラサンプリング
l黒 色微粘質シルト層
6mm以下の黄橙色1怪石を含む

2 1cm以下の黄橙色lI石・アカホヤの

ブロック層に黒色シルトが混ぎる

3黒褐色シルト層

0           5           10mテフラサンプリング
1層  1～ 5

3層  9～ 14

5層  15～ 18

6層  19～ 21

6´層 22～23

7層  24
8層 25～ 28

8mm以下の黄橙色1囁石を含む   4u
4褐灰色砂質シルトのブロック   8全 体が褐濁したlcm以下の黄色lJt石層

5黒色微粘質シルト層
5mm以下の黄橙色軽石を含む 図40 溝状遺構 (SD)実測図(1)

SD01
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SD01
A

⑦
l

SD02

SD24 A5

SD28

-B

③
l

B

SD03と SD12の切りあい ②
l黒 色弱粘質シルト層 2mm以下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 5nm以下の黄色1怪石を含む

3黒色弱粘質シルト層 2mm以下の黄色lI石を含む

SD03 ③
黄灰色砂質シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

淡い黄灰色砂質シルト層 5mm以下の灰白色軽石を含む

財 瓢 S:‖1晦琥 曇蟄
む
+

5と ほぼ同じで黒味が強い

黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色1径石を含む

5と ほぼ同じでしまる

SD01
近世
1黄灰色シルト層 3mm以下の黄色・灰色1囁石を含む
2 8mm以 下の黄色lI石の二次1惟積層
3黒褐色微砂質シルト層 51nlll以下の黄色・灰色軽

石、灰白色シルトを含む

16黒褐色微砂質シルト層

石、灰|ヨ 色シルトを含む

8黒色微粘質シル ト層 6mm以 下の黄色軽石を

含む

9 2cm大のアカホヤ・黒ニガプロックに黄色軽石・

黒色シルトが混ざる

10黒 褐色シルト層 7nnnl以下の黄色1■石を含む

11黒 色シルト層 2nlm以 下の黄色lI石を含む

12黒褐色微粘質シルト層 lo■以下の黄色1怪 石
を含む

5u

14細粒の黄色1怪石層に黒褐色シルトが混ぎる
15 1cm以下の黄色・黄褐色 1怪石磨に若千の黒褐

色シルトが混ぎる

P

-1i5o.om

1黒褐色シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 6mm以下の黄色軽石を含む

3●

3黒色弱粘質シルト層 7mm以下の黄色軽石を含む

4u

4黒褐色弱粘質シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

5黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色lI石 を含む

5u

6黒色弱粘質シルト層 7mm以下の黄褐色軽石を含む

7黒色微粘質シルト層 5mm以下の黄褐色軽石を含む

8ヤ mm以下の黄褐色・黄色軽石層に若干の黒色シルトが混ぎる

9黒褐色砂質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

10 1 5cm以 下の黄橙色!隆 石層に若干の黒褐色シルトが混ぎる

11 4mm以下の黄色1亜石層に若干の黒lFJ色 シルトが混ぎる

12 3mm以下の黄橙色 l」
X石層に若干の黒褐色シルトが混ぎる

13黒褐色微粘質シルト層 6mm以下の黄色1怪石を含む

aL15l-5m

-Etso.s*

SD01
1植物痕
2黒色弱粘質シルト層
3黒色微粘質シルト層

4植物痕
5黒褐色微粘質シルト層 5mm以下の黄橙色軽石を含む

6黒褐色微粘質シルト層 8mm以下の黄橙色1怪石を含む

3u

7黒褐色微1告質シルト層 icm以下の黄1登 色・黄色1怪石を含む

8 6mm以下の淡黄色・浅黄色軽石層に黒褐色シルトが若千混ぎる

9黒褐色微躍i質シルト層 lcm以下の黄色1怪石を含む

10黒色弱粘質シルト層 6mm以下の黄橙色1怪石を含む

11黒褐色微粘質シルト層 4mm以下の黄色軽石を含む

12黒色微粘質シルト層 1 2cm以 下の黄色lI石を含む

5u

13黄褐色1■石層に若干の黒褐色シルトが混ぎる

14黒褐色微1告質シルト層 4mm以下の黄褐色 llJK石を含む

15 1cm以下の黄褐色 l」X石層に黒褐色シルトが混ぎる

16黒色砂質シルト層 3mm以下の黄 18j色 軽石を多く含む

17 1cm以下の黄褐色1墜石層
18 7mm～ 1 5cm大の黄褐色1怪石層

a
" 151.5m

5mm以下の黄橙色軽石を含む

5mm以下の黄橙色1怪石を含む

黒褐色微XL質シルト層 5mm以下の黄橙色軽石を含む

4mm以下の黄橙色1塁石を含む

4mm以下の黄橙色lI石を含む
黒褐色微粘質シルト層

黒褐色微粘質シルト層
2よ りしまる

4黒褐色弱粘質シルト層 6mm以下の黄橙色軽石を含む

5黒褐色微粘質シルト層 5mm以下の黄橙色1怪石を含む

6 2mm以下の黄橙色ll」

X石層に黒色シルトが混ぎる

7 5mm以下の黄橙色 lJX石層に黒色粘質シルトが混ぎる

8黒褐色粘質シルト層 lcm以下の黄褐色41石を若千含む

9 2mm以下の黄褐色軽石層に黒色シルトが混ぎる

A tt B1521nn

SD28 ③
l黒褐色微粘質シルト層
3mm以下の黄色軽石を含む

5nnnl以 下の黄色・灰色1墜

lcm以 下の黄色1囁石を含む黒褐色微砂質シルト層

黒色微粘質シルト層 lcm以下の黄色1雌石を含む

アカホヤと黒色シルトのブロックの混合層

黒褐色シルト層 5mnl以 下の黄色1雛石を含む

SD01 ③
黒褐色微粘質シルト層 4mm以下の黄橙色軽石を含む

黒色微粘質シルト層 5mm以下の黄橙色1怪石を含む

黒色微粘質シルト層 lcm以下の黄色1■石を含む

黒色弱粘質シルト層 3mm以下の黄橙色lI石を含む

黒褐色微粘質シルト層 3mm以下の黄橙色軽石を多量に含む

1黒褐色微粘質シルト層 4mm以下の黄橙色1怪石を含む

2黒褐色微粘質シルト層 lcm以下の黄橙色1囁石を含む

3黒褐色微粘質シルト層 6mm以下の黄橙色軽石を含む

4u

4 1cm以下の黄橙色・黄褐色軽石層に黄灰色シルトが混ぎる

黄色1■石とシルトの互層、

SD02 ④

黒褐色微粘質シルト層 5mm以下の黄橙色1■石を含む

黒褐色シルト層 6mm以下の黄橙色1登石を含む

黒褐色微粘質シルト層 5mm以下の黄橙色1怪石を含む

lcm以 下の黄橙色・黄 lE」 色 lJX石 層に黒色シルトが混ぎる

2

3

一⑤

SD03

∩
冊
鵬
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SD02(Э  
型L奎塁≡菫菫≡誓菫]場進Υ摺の互層  sD23~~至菫塗

_152311n

"Z   ttm

A  ~31520m

SD26 ①

l黒褐色シルト層
5mm以下の黄色lI石を含む

1灰黄色火山灰質シルト層    1黒 褐色シルト層 4mm以下の黄橙色軽石を含む

2黒褐色弱粘質シルト層    2黒 色徴粘質シルト層 6mm以下の黄橙色軽石を含む

5mm以下の黄色軽石を含む   3黄 色1挙石のプロック

4黒褐色微粘質シルト層 4mm以下の黄橙色1怪石を含む

上≡≡≡≡≡≡≡≡上1523m

SD26 ②
l黒 18J色 シルト層
5mm以下の黄色軽石を含む

一

A IIII=ilIIII■ 1520m

SD26 ③
l黒褐色シルト層

5mm以下の黄色lI石を含む

A-3 152 0nl

SD28 ①
15a層

A~B152 0nl

SD28 ②
15a層

図41 溝状遺構 (SD)実測図(2)

SD03と SD12 ①
l黒色弱粘質シルト層 2mm以下の黄色軽石を含む SD03
2黒 fZl弱 粘質シルト層 5mm以下の黄色lI石を含む

3黒色弱粘質シルト層 2mm以下の黄色1径石を含む

4黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色1墜石を含む=6層

0      1      2m
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SC159    SD04

上 幸 上 1526m ■ x二表:二【■1523m

SD05
1黒色粘質シルト層 5mm以 ドの

黄色lI石を含む

A__L1526m

SD06
1黒 fFi粘 質シルト層 5mm以 下
の黄色1唾石を含む

上      上 1526m

SD06と SD07の切りあい
1黒色粘質シルトリ薔 黄色軽石を含む
2黄色1怪石プロック

3黒色弱粘質シルト層 黄色1囁石を含む

0      1      2m

1黒色シルト層 3mm以 下の灰白色lI石
(桜島文明1■ 石)を含む

2黒 色粘質シルト層 5mm以下の黄色
:怪石を含む

3黒 色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄
色1怪石を含む

SD04 ②
l黒色粘質シルト層 5mm以下の黄

色軽石を含む

2黒色弱ll質 シルト層 3mm以下の

黄色ill.X石 を含む

B

A

l瀑
8

0                 5                 101n

＋

´

―  

―
こ

上      ■ 1530m

SD08 ①
l黒色シルト層 5mm以 下の灰白色軽石

(桜島文明 llX石 )を含む
2黒色～黒褐色弱粘質シルト層 3mm

以下の黄色軽石を含む

SD09  1登
石 土師器

1黒色微砂質シルト層 8mm以下の黄色軽

石を含む

2黒 IFI色弱粘質シルト層 黄灰色シルトブ
IIlッ クとlcm以下の黄色軽石を含む

3黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石
を含む

SD10
1黒色～黒褐色微砂質シルト層
を含む

2黒色～黒褐色微砂質シルト層
クと5mm以下の黄色軽石を含む

5mm以下の黄色1登石

灰黄色シルトプロッ

SDl10SF020SC35の 切りあい
1 5mn以下の灰白色軽石層に少量の黒色上が混ぎる
2黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む
3黒色粘質シルト層 3mm以下の黄色軽石を含む
4黒色シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む3黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

11

図42 溝状遺構 (SD)。 道路 (SF) 実測図(3)
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QRU

+ 十

図43 溝状遺構 (SD)実測図14)

12

SD21 ①
l黒褐色粘質シルト層 5nm以下の黄色

軽石を含む

2黒褐色シルト層

SD14

0                 5                10m

上翌⊆互正 31529m

SD21 ②
l黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色

lI石を含む

0      1      2m

R

-lJ.J-lnl

l黒 色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色lI石を含む

2黒色シルト層 lcm以下の黄色1挙石を含む

3黒褐色砂質シルト層 2mm以下の黄色lI石を含む

4黒色シルト層 5mm以下の明黄褐色1怪石を含む

51o■以下の黄色1怪石層
6黒色砂質シルト層 2mm以下の明黄褐色軽石を含む

7黒色砂質シルト層 lcm以下のllll黄 褐色1囁石をプロック状に含む

8 1mm程 度の暗褐色1怪石層 (流れ込みか)

1(SB86)

上   島 制 m

SD15と S386の切りあい ①
l黒色弱粘質シルト層 2mm以下の明黄褐
色軽石を含む

2黒色微粘質シルト層 4mm以下のり]黄褐

色1唾石を含む

3黒色弱粘質シルト層 3mm以下のワ1黄 lPJ

色1怪石を含む

SD15 ②
l黒褐色微砂質シルト層 lcm以下の明黄褐

色1怪石を含む

2黒色シルト層 lcm以下の明黄褐色lI石を

含む

３

一

聾
Ａ

一

13

14

Ａ
一 上ヽ量≡萱 3拓 30m

SD16
1黒 色粘質シルト層 5mm以 下の

黄色1囁石を含む

SD14
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S394

身合の規模は桁行 3間 0梁間 2間で、溝状遺構SDlよ り東側に位置する建物である。

(4)竪穴状遺構

竪穴状遺構は4基確認された。

SA¶

S-7区に位置 し、平面プランは隅丸方形である。検出面からの深さは約26cmで ある。

SA 2

R-11区 で東側がSD21(595)に切 られる。遺構の中央、上層で人頭大以上の軽石が数点出上 している。

遺構南西部が床面よリー段高 くなってお り、出入 り回の可能性がある。

SA 3

S-5区に位置 し、平面プランは隅丸方形である。埋土は黒色系シル ト土で、床面直上からは焼土 としっ

か りした炭化材が出土 した。ピットが 3基確認され、そのうち南北の 2基は床面からの深さが約100～ 120cm

である。また南のビットの掘 り方は外側 (南側)に傾いて掘 られていた。

SA10

T-120T-13区 に位置 し、平面プランは隅丸方形である。SD21(SD 5)を切って、SB102の ピッ トに切

られる。遺構の四隅にはピットを持っている。焼土や灰、炭化材が床面から出土 している。遺構の南西部の

立ち上が りは緩やかで、出入 り回の可能性がある。

(5)土坑

土坑は調査区全体で280基を確認した。平面プランは円形・楕円形・隅丸方形・長方形などがあるが、機

能・性格については不明なものが多い。そのうちのおもな上坑のみを述べていく。

S(1

平面プランは楕円形で、土坑の北側から底部外面に墨書のある同安窯系の小皿 1点 と土師小皿 1点が床面

から 5 cm浮いた状態で出土した。

S⊂ 3

平面プランは長方形の比較的大きな土坑である。埋土は基本的には黒色シル ト土で、上層から常滑焼の鉢

片が出土した。土坑の東側のみ段差がつ く。

SC37

平面プランは楕円形である。土坑内には20cm大の軽石や粘質ブロックが詰め込まれていた。上坑の西側に

は段差がつく。

SC43

平面プランは長方形の土坑である。南側は一部ピットに切られ、西側には若干の段差がつく。北側に床面

から数cm浮いた状態で土師器の不 2点 と小皿 3点が出土していることから、土墳墓と思われる。土師器の下

は御池軽石混じりの黒色上が堆積していた。土坑の埋土は大きく分けて、きめ細かい黒色土の最下層、塊状

の御池軽石のブロックを含む中層と、黒色上の上層である。このうち、下層は人為的に埋め戻された上であ

り、上層と中層は凹レンズ状に堆積している。このうち中層は土坑掘削時の土塊を含む土を埋め戻しに利用

したものと思われる。土坑に埋められた棺がのちに腐って土坑内で埋土とも陥没した後、その上に黒色土が

自然堆積したと思われる。出土遺物は土師器のみで、釘などの鉄製品は出土していない。

SC44

平面プランは楕円形の上坑である。埋土は基本的に黒色系シル ト土であるが、 2層は黄褐色シル ト土がV

字状に堆積している。また 3層で段差がつくことから、埋± 102・ 3は掘 りなおした可能性がある。 4層

は水分を多く含んだ黒色上である。
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SC45

土坑の上半部は楕円形に掘 り込まれ、下半部は不定形な掘 り込みを持つ。土坑の南には弥生土器の鉢 (完

形)が据えられていた。ただし上器は中世の層から出土 しているため、中世の時期に土坑に据えた可能性が

ある。

SC46

平面プランは方形で、投棄されたように人頭大の軽石が上層から出土 している。この軽石の中には一部面

取 りされたようなもの含まれる。また土坑上部から鏑蓮弁の体部下半が 1点出土 している。

SC48

平面プランは円形で、人頭大以下の軽石や礫・黄灰色粘質上が上 。中層に含まれる。下層は水分を多 く含

み、黒色味の強い粘質上である。

SC56

平面プランは楕円形で、深さが98cmと 深めの土坑である。SD 4と 切 りあい関係にあるが、新 1日 は不明で

ある。

SC70

深さ99cmの土坑である。土師器片 0礫片が土坑全体に含まれてお り、鉄製の鈴 (1633)も 出上 した。埋土

は下層のほうが御池軽石を多 く含む。

SC90

平面プランは長方形で、検出した段階で20cm程の軽石 と灰 0炭化物が黒色シル トに混ざっていた。その下

層では黒色シル トのみの埋土 とな り、最下層には安山岩の礫が含まれていた。

SC98

SC98は SC99を 切っている。SC98の 理土には軽石や礫が含まれていた。

SC99

埋土には灰褐色の粘土が含まれていた。

SC100

平面プランは長方形である。鏑蓮弁が 1点 と常滑焼 1点 0古銭が 1点 。土師器が多数出土 した。 このうち

常滑焼はSC132か ら出土 した破片 と接合する。

SC120

南北に長軸を持つ長方形の土坑で、西端に土師器が床面より約30cm浮いた状態でやや集中して出土 した。

SC132

平面プランは長方形で、長軸は東西方向である。北側のみに軽石 0礫 0完形の土師器 1点 0白磁 1点が床

面より5～ 15cm浮いた状態で出土 した。

SC138

平面プランは方形のプランである。完形の土師器 。東播系須恵器 。土師器転用品 。礫 0軽石 。滑石 。鉄製

品な どが出上 した。出土 レベルは床面よ り 5 clll浮 いた状態である。埋土は基本的に黒色系シル ト上である

が、繊維質の自色軽石や、明黄褐色のシル トを含んでいる。土坑内は南北に対 してピットをもつため、竪穴

状遺構の可能性もある。柱穴の深さは床面より約20mである。

S(140

平面プランは楕円形で、埋土は 2層 に分かれる。上層中に多数の上師器 と灰を含んでいることから、土坑

廃棄後に一括投棄された可能性がある。下層か らは土師器が伏せた状態で出上 している。また土坑外 (東

側)か らも完形に近い土師器が出土 している。

S《 159

長楕円形の土坑で3申 蝶が土坑を切っている。上坑内か らは鉄製の紡錘車 (16盆9)が出土 し、また土坑北

側のみからほぼ完形の上師器 4枚が床面より 5 cmほ ど浮いた状態で出土 した。上坑墓 と思われる。
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SC187

3基の上坑の切 り合いで、SC187と S⊂189を S(188が 切 っている。SC187は 近世 ピッ トとSC188に 切 られる

ため平面プランは不明である。

SC188

平面プランは円形の上坑で、埋土に炭化材 (タ ケ亜科 )・ 青磁 0白磁 0軽石 0礫を含む。上層のタケ亜科

の放射性炭素年代測定値は、760± 60年BP(lσ :AD1260～ 1300)で あった。

SC190

平面プランは方形の上坑で検出面か らの深さは約 1.3mで ある。埋土は基本的に黒色系シル ト土である。

埋± 4はやわらか く水分を含んだような粘質シル ト土で、埋± 5は黒 く濁った崩れやすい御池軽石である。

土坑床面から深さ約10cmの ピット状の落ち込みが確認された。

S⊂192

検出段階では楕円形プランであったが、完掘すると東西が袋状に膨 らんだ上坑である。北西部の一部は近

世土坑により破壊されているため、推定のラインである。床面からは壁材 と思われる塊が 1点、埋土から東

播系須恵器が出土 している。埋土は基本的には黒色系シル ト土で、土坑内の壁際には袋状に膨 らんだ壁や天

丼の崩れ落ちた御池軽石 とやわらかいシル トが混ざって堆積 している。最下層には黒色シル ト土が薄 く堆積

している。調査区全体の中世の土坑でこの形態はSC192の みである。

S(241

平面プランは長方形で、埋土上層に粘土 。灰・炭化材 0軽石 0礫が含まれる。

SC242

S991を 切 り、SC243に 切 られる。理土の上層には炭化材を含み、下層には薄 く黒色シル トが堆積 してい

る。

S(245

検出面からの深さが 1.06mと やや深めの土坑である。埋土には壁材 。炭化物 。灰 0赤化 した軽石が含まれ

ていた。中層から出土 した炭化材 (ツ ブラジイ)の放射性炭素年代測定値は、710± 60年BP(lσ :AD1270

～ 1300)で あった。

SC246

平面プランは長方形の土坑で、北東部にテラス状の段差がつ く。埋土は基本的に黒色系のシル ト土で、上

層から銅製の華瓶 1点 (1661)と 常滑片が 1点出土 した。

(6)石組遺構

石組遺構は3基確認された。3基 とも平面プランは長方形で同じであるが、使用する石がそれぞれ異なっ

ている。

S∈60

R-7区で検出され、平面プランは長方形で、9⊂61を切っている。上坑を掘 り下げると、まず灰色の粘質

上が混じる黒色土が検出され、その下層には礫を多く含んだ灰色の粘土層で、それらを除くと砂岩礫を箱型

に積み上げた石組みが検出された。土坑の床から壁にかけては灰色～灰黄色の粘質土を積み上げ、それに

よって砂岩円礫 (主に直径15cm)を 固定 している。礫は扁平なものを使用し、打ち欠いて出来る平らな面

や、自然面でも平らな面を土坑の内個に向け方形を作り出している。これらの礫は土坑の内側を向いている

面のみ赤く変色している。床面の礫の上には 3～ 4 cmの厚さで炭化物の層が堆積していた。壁はもう少し高

く礫を積み上げたと思われるが、粘土と共に礫も崩れてしまい、土坑内部に流れ落ちていた。石組土坑は横

市川流域では鶴喰遺跡や中尾遺跡で検出されたが、未だ用途は不llBで ある。共通しているのは埋上に炭化物

を含むこと、土坑内側に向く礫が赤 く変色している点で、このことは内部で火を焚いたことが推測される。
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SA01
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

焼土十炭化材 (床面直上)

SA03
1黒褐色シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

「

図68 竪穴状遺構 (SA)実測図

SA02
1黒色微粘質シルト層 7‖m以下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

御池軽石を貼った硬化面 1

0

焼土十灰十炭化材

SA10
1黄灰自砂質シルト層

2黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色4軽石を含む

3黒褐色シルト層 8mm以下の黄色軽石を含む
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SC125

0-5区で検出された平面プランが長方形の石組土坑で、SC122・ SC123を 切っている。上部と下部で異な

る石組土坑で、それぞれ使用する石も異なる。上部石組みは深さ20cmか ら検出され、土坑の南側 と西側に軽

石が入っており、規則的に組まれていない。下部石組みは、扁平で厚さ約10cmの輝石安山岩を用い、上坑内

を規則的に箱形に組んでいる。下部の石組土坑には、床面に敷かれた礫の上面に 3～ 5 cmの炭化物の層が堆

積している。また土坑内面を向いている礫の表面は赤く変色しており、やはり土坑内部で火を使用した可能

性がある。床や壁の礫を固定する粘質土は灰黄色弱粘質シル トで、桜島末吉軽石 (P ll)下の粘土層を使用

し、礫を裏込めしたものと思われる。

SC130

P-5区で検出された。平面プランは基本的に長方形であるが、土坑の北側に浅い土坑が付随している。

この上坑は他の石組土坑とは異なり、こぶし大の小さめの礫を箱形に組んでいる。しかし他の石組土坑と同

じで、土坑内面を向く礫の表面は赤 く変色 しており、床面に敷かれた石の上面には炭化材の層が薄 く堆積

し、礫の表面にススがこびりついていた。また灰白色の粘土で礫が裏込めされている点も同じである。組ま

れた礫の中には、側面には見られなかったが、床面には礫に混ざってやや大きめの軽石と、チャー トが少し

入っていた。他の石組土坑に比べて礫が小さい分、組み上げるのに手間がかかる印象を受ける。

(7)その他の遺構は焼土遺構 (S」)が 2基、石積遺構 (SI)が 3基、中世土師器集積遺構 (SX)が 1基

と、その他に小溝状遺構群が確認された。

S』 1

M-7区で検出され、黄灰色シル ト土を埋土に持つ焼土遺構である。比較的大きな軽石や、炭化物を含む。

S12

N-7区で検出され、径が約15cmの軽石を積んでいる。それら軽石を除くと、ビット状の落ち込みが確認

された。

SXl

N-6区で検出した土師器集積遺構である。土師器群の下位には、落ち込みは確認されなかった。

小溝状遺構群

第一次調査南区の東側の一部では、桜島文明軽石 (4層 :15世紀後半)を埋土とする小溝状遺構群が確認

された。規則的な並びを呈しており、耕起痕とみられるが、写真による記録のみにとどめた。

(文責 :外山亜紀子)
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吼 い 一

SC01
16層

…
SC02
1黒 色粘質シルト層 5‖冊以下の黄色1怪石を含む

2黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

3黒色微粘質シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

=ヽ こ II冗 丁 亜 IIフ
亘 -1519m

一…1518111

SC04
1黒褐色シルト層 3mm以 下の黄色軽石、

灰色シルトプロックを含む

2黒色粘質シルト層 3mm以下の黄色軽

石を含む

SC07
1黒色粘質シルト層 5nm以 下の黄色軽石を

含む

2黒色シルト層 5mm以下の黄色1軽石を含む

SC05
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を

含む

Ъ

-151 9nl

-152 0nl

SCll
l黒色粘質シルト層 511111以 下の

黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 8mm以下の

黄色軽石を含む

0                        2m

SC09
1黒色粘質シルト層 5mm以 下

の黄色軽石を含む

: _151.9nr =\-----r-_---'* _152.0m

SC10
1黒色粘質シルト層 5mm以下の黄色

軽百を含む

“
m

SC14
1黄灰色砂質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色1径石を含む

3黒色粘質シルト層 5Ⅲ n以下の黄色軽石を含む

SC12
1黒色粘質シル ト層 3mm以下の黄色

軽石を含む

図69 圭坑 (SC)実測図(1)

常滑焼

SC06
1黒色粘質シルト層 5mm以 下の

黄色1軽石を含む

1

一ぐ===4===アー _152 0nl

SC13
1黒色粘質シルト層 5mm

以下の黄色軽石を含む

SC03
1黒色弱粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色1怪石を含む

3黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

4黒色微粘質シルト層 lcm以下の黄色1怪石を含む

枷 Юm

SC08
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

-84-



-1527m

SC16
1黒色粘質シルト層 3mm以下の

黄色1軽石を含む

-1527m

SC17
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の

明黄褐色軽石を含む

SC21
1黒色粘質シルト層 3mm以 下

の黄色軽石を含む

一-1527111

SC15
1黒色粘質シルト層 5mn以 下の

黄色軽石を含む

2 5mn以 下のにごった黄色軽石層

至更II亜正三IIフ■_1527m

SC19
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の

黄色軽石を含む

SC26
1黒色粘質シルト層 2mm以 下の

黄色軽石を含む

SC20
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石

を含む

S⊂27 ×はリン・カルシウム分析
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色

軽石を含む

-1527m
SC31
1黒色粘質シルト層 3nm以 下

の黄色軽石を含む

」 2b     拉 袖

SC22
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色

軽石を僅かに含む

1

―-1527m

SC18
1黒色粘質シルト層

黄色軽石を含む

3mm以下の

-1527m
疵b

SC24
1黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を

含む

… 1527m

SC23
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色IJX

石を含む

議`
こ正三三二正三フ

棒=_152 7nl
-1527m

SC25
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色

軽石を含む

SB15ピット

-1527m

→鰤
SC29
1黒色粘質シルト層 3mm以 下

の黄色軽石を含む

―-152 7nl

SC30
1黒色粘質シルト層

黄色軽石を含む

3mm以下の

SC28 リン・カルシウム分析
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色

軽石を含む

-152.7nt

2mnrl).7
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一

一

一
３２

一
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…
SC33
1黒色粘質シルト層 3mB以 下の黄色

軽石を含む

1黒色粘質シルト層

の黄色軽石を含む

図70 土坑 (SC)実測図鯰)

o                       2m
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SC34
1黒色粘質シルト層 2mm以 下の黄色軽石

を含む

2黒褐色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色

軽石を含む

--\=---r*----=7.- _fi2.7 m

三こII亜
=ア

三-1527m

SC35
1黒色シルト層 8mm以 下の

黄色軽石を含む

1  2

-1527m

SC36
1黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む
2黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2´ 2よりやや黒褐色 5mm以 下の黄色軽石を含む

1

-1526m

SC40
1黒色微砂質シルト層 5mm以下

の黄色軽石を含む

1軽石がつまる

SC37
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の明黄

褐色軽石を含む

2黒褐色粘質シルト層 3mm以 下の明

黄褐色軽石を含む

1

~-1526m

SC41
1黒色弱粘質シルト層 2mm以 下

の黄色軽石を含む

SC38
1黒色粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

-1528m

SC39
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の

黄色軽石を含む
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∽抑m SC45 リン・カルシウム分析

1黒色シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色微砂質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

図71 土坑 (SC)実測図(3)
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SC42
1黒 色弱粘質シルト層 3mm以 下の

黄色軽石を含む

SC44 ×はリン・カルシウム分析
1黒色シルト層 5m嗣以下の黄色軽石を含む
2黄褐色粘質シルト層に黒色上が混ぎる
3黒色粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む
4黒色粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

水分含む

-86…
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上層に軽石

SC46 リン・カルシウム分析
黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

lcm以下のにごった黄色軽石層に黒色シルトを僅かに含む

lcm以下のにごった黄色1怪石層と黒色シルトの混合層

…
SC47 ×はリン・カルシウム分析
1黒褐色微砂質シルト層 8mm以 下の

黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 8mm以 下の黄

色軽石を含む

しまる

-1525m

SC51
1黒色弱粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

SC49
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下

-1520m  の黄色軽石を含む

SC48
1黒色シルト層 3mm以下の黄色軽石を含む

2黄灰色粘質シルト層

3黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む 灰白色シルトを僅かに含む

4最下部は黒味が強く水分を多く含む

-1525m …
SC52
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2 5mm以下の黄色軽石を多く含む黒色シルト層

-1526m

SC50
1淡黄色シルト土 灰か?
2黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

SC56
1黒色粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色シルト層 8nm以 下の黄色IJR石を含む

-1525m

SC53
1黒色弱粘質シルト層 8mm以 下

の黄色軽石を含む

SC57
1黒 色微粘質シルト層 3mm以 下の

黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

図72 土坑 (SC)

SC54
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下

の黄色軽石を含む

1524m―

-1524m

SC58
1黒 色微粘質シルト層 lcm以下の

黄色軽石を含む

咄 お m

SC55

-1524m
SC59
1黒色微粘質シルト層 5mm

以下の黄色軽石を含む

上・中層に軽石

-87-

実測図(4)
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SC62
1黒色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

21層に2cl11大の黄色軽石を全体に含む

1黒色微砂質シルト層 5榊m以下の黄色

軽石を含む

SC63
1黒色粘質シルト層 3m鵬 以下の

黄色1軽石を含む

SC600SC61

_152.4m r-_152.5'r

観肺
SC65
1黒色微粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽

石を含む

SC69
1黒色微砂質シルト層

2mm以下の黄色軽石を含む

SC66
1黒色徴砂質シルト層 5mm以 下の黄色

軽石を含む

SC70
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を①より多く含む

1怪石ブロック

ー 1524m

SC71 ×はリン・カルシウム分析
1黒色微砂質シルト層 2皿‖以下の黄色

1軽石を含む

SC68
1黒色微粘質シルト層 5nm以 下の

黄色軽石を含む

y-rJL.Jilr

SC72
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色

軽石を含む

SC67
1黒色微砂質シルト層 lcm以下の

黄色1怪石を含む

SC73
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色

軽石を含む

裁 5m

SC74
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄1登

色軽石を含む

0                        2m

S⊂75
1黒 色微粘質シルト層 8mm

以下の黄色軽石を含む

(SC)実測図(5)
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SC76 ×はリン・カルシウム分析
1黒色微粘質シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

2 -1525111

SC77 リン・カルシウム分析
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色 1軽石を含む

2黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色1軽石を含む

-1525m ―-1524:η

SC82 リン・カルシウム分析
1黒色弱粘質シルト層 跡冊以下の

黄色軽石を含む

一-152 4in

SC78
1黒褐色シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 3nm以下の黄色軽石を含む

ヽ

1~｀
ここ喜走こ==´

~_1525m

SC79
1黒色粘質シルト層 3mm以 下の

黄色軽石を含む
1

SC81
1黒色弱粘質シルト層 3mm以 下の

黄色軽石を含むSC80 リン・カルシウム分析
1黒色微粘質シルト層

5mm以下の黄色1径石を含む

2黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色1囁石を含む

SC83

SC88
1黒色弱粘質シルト層

2mm以下の黄色軽石を含む

観 輛      
」 伽 m

SC85
1黒色弱粘質シルト層 2mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色llJR石 を含む

-_\ -l52 4nt

刊 師      

観 鍋

SC84
1黒色弱粘質シルト層

2mm以下の黄色軽石を含む

SC89
1黒色弱粘質シルト層 3mm以 下の

黄色1怪石を含む

SC90
1黒色粘質シルト層

1軽石を含む

2黒色粘質シルト層

1軽石を含む

3黒色粘質シルト層

軽石を含む

2mm以下の黄色

5mm以下の黄色

5mm以下の黄色

0                       2111

図74 土坑 (SC)実測図(6)

11り ヽ

ヨい
SC86
1黒色弱粘質シルト層 5mm以下の

黄色軽石を含む

ff-152.4m

SC87
1黒色弱粘質シルト層 6闘m以下の

黄色軽石を含む

-152 4nl

SC91
1黒色微粘質シルト層 5mm以下の黄色

軽石を含む

-89-
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1523m一

SC93
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC92
1黒色弱粘質シルト層

3mm以下の黄色軽石を含む

SC95
1黒色微粘質シルト層 6mm以下の黄色軽石を含む

2黒色徴粘質シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

3黒色弱粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

-1524m

SC97
1灰白色粘土塊

2黒色微粘質シルト層 lcm以下の

黄色軽石を含む

SC101
12層 の混入

2黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

― 1524m

152価

SC96
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

1灰褐色シルト層 5mm以下の橙色軽石を僅かに含む

21と 黒色シルトの混合層

3黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色1軽石を含む

4黒色弱粘質シルト層 lo■以下の黄色軽石を含む

-152 4nl

SC103 -152 41an

SC104
1黒色弱粘質シルト層 2mm以 下の

黄色軽石を含む

2黒色微粘質シルト層 5m撓以下の

黄色軽石を含む

SC102
1灰白色シルト層

2 5mm以 下の黄色軽石ブロック

3明黄褐色シルトブロック層、lcm以下

の黄色軽石、黒褐色シルトの混合層

4黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄

色軽石を含む

0/
鉤
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ヽ
日
畔
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SC98099

…m

抑m

SC100 ×はリン・カルシウム分析
1黒褐色微砂質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

3黒色弱粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

4黒色粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

土坑 (SC)実測図(7)
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SC105
1黒色弱粘質シルト層 4mm以 下の黄色軽石

を含む

ttlレ Z91百

SC106
1黒色微粘質シルト層 6mm以 下

の黄色軽石を含む

0じ22肺司単⑫上浄UⅢ8 副14r4勇琳EE写音 I

Lι じDS

SC107
1黒色微粘質シルト層

6mm以下の黄色軽石を含む

SC108
1黒色微粘質シルト層 6mm以 下

の黄色軽石を含む
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SCl18
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄

色軽石を含む

2黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄

色軽石を多く含む

A
l52.4rn:

SC120
1黒色粘質シルト層 3mm以 下

の黄色軽石を含む

SCl17

BC                 」L1524m

SCl16
1黒色弱粘質シルト層 4mm以 下の

黄色軽石を含む -1525m -1525m

SC121
1黒色弱粘質シルト層 6mm以下の黄色軽

石を含む

メ

SC120

θ

キ

SCl19
1黒色弱粘質シルト層

6mm以下の黄色軽石を含む

図76 土坑 (SC)実測図(8)

o                       2m
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1黒 色弱粘質シルト層 3mm以下の黄色軽石を含む
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島

SC129
1黒色弱粘質シルト層

の黄色軽石を含む
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SC131
1黒色弱粘質シルト層 6mm以 下の黄色軽石を含む

SC132

0                       2m

(SC)実測図(9)
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SC124
1黒色弱粘質シルト層

3mm以下の黄色1軽石を含む

SC127
1黒 色微粘質シルト層

7mm以下の黄色軽石を含む

―-152 4nl

SC126
1黒色弱粘質シルト層 7職m以下

の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 3mm以 下
の黄色1軽石を含む

l

SC128
1黒色微粘質シルト層

4m職以下の黄色軽石を含む

-152 4nn

図77 土坑
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SC134
1黒色微粘質シルト層 3mm以 下

の黄色1軽石を含む

-1525m

-1528m

SC133

SC141
1黒色シルト層 7皿 1以下の黄色1軽

石を含む

2黄色軽石ブロック

SC142
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

1

_ご 一 畳 慕 夢 事 ― _1525m

SC135
1黒色微粘質シルト層

5Ⅲn以下の黄色軽石を含む

-Ltsz.a*

SC136
1黒色弱粘質シルト層 7mm以 下

の黄色軽石を含む

抑 m

…
SC137
1黒色弱粘質シルト層

6‖m以下の黄色軽石を含む

2黒褐色微粘質シルト層

6mm以下の黄色軽石を含む

2

天 百 互 査

=3戸
_1525m

SC139
1黒色シルト層

2黒色シルト層

3mm以下の黄色軽石を含む

7mm以下の黄色軽石を含む

C    ‰

F

- 152.4m

:暑曇借署曇ざ巡言鰭襴蒻野含む
4黒色微粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

-1525m

― lb2価

SC140
1黒色シルト層 3mm以 下の黄色軽石を多く含む

2灰色シルトブロック

3黒色シルト層 細粒の黄色1軽石を僅かに含む

152価      → 鰤
#-152.5m

SC144
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

SC145
1黒色微粘質シルト層 4mm以 下の

黄色軽石を含む

SC146
1黒色シルト層 8mm以下の黄色軽石を

含む

9___                 7m

図78 土坑 (SC)実測図00

SC143

―-15241■
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SC147
1黒色シルト層 4mm以下の

黄色軽石を含む

SC148
1黒色シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む
2黒色微粘質シルト層 6mn以 下の黄色軽石を含む
3黒色シルト層 6mm以 下の黄色軽石を含む
4黒色弱粘質シルト層 6mm以 下の黄色軽石を含む

…
SC149
1黒 色シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む
2黒色微粘質シルト層 4mm以下の黄色軽石を含む

観鈍 …
SC152
1黒色シルト層 8mm以下の黄色軽石を含む

-1522m

SC150
1黒褐色微粘質シルト層 4mm以 下の黄色

軽石を含む

2黒色微粘質シルト層 6mm以下の黄色1怪

石を含む

… m

SC151
1黒色シルト層 6mm以 下の黄色軽石を含む
2黒色シルト層 4mm以 下の黄色軽石を含む

SC153
1黒色微粘質シルト層 6mm以 下の黄色

軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 6mm以 下の黄色

軽石を含む

拉 h     裁 輛

SC154
1黒色シルト層 4mm以 下の黄色

軽石を含む

-1524m
SC155
1黒色シルト層 5mm以 下の黄色

軽石を含む

SC156
1黒色シルト層 lcm以 下の黄色軽石

を含む

墜 61    μ 価

」 髭 h

SC159
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む=SD4
2黒色粘質シルト層 3mn以 下の黄色軽石を含む =SC159

02m

図79 土坑 (SC)
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1

-1524m

SC163
1黒色微粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

1

~-1523m

SC166
1黒色微粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

-1522m

SC168
1黒色微粘質シルト層 7mm以 下の黄色軽石

を含む

1

-15221η

SC171
1黒色微粘質シルト層

6Ⅲ鳩以下の黄色軽石を含む

¨

SC161
1黒色シルト層 7mm以下の黄色1怪石を含む

2黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色 1軽石を含む

へ 、 ___

-1525m

-152 31an

SC162
1黒色シルト層 4mm以 下の

黄色軽石を含む観 h

SC160

SC169
1黒色徴粘質シルト層

3mm以下の黄色軽石を含む

SC164
1黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色微粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

やや軽石が多い

-1524111

SC165

―-152 5in

SC167
1黒褐色微粘質シルト層 3mm以 下の黄色 1軽石を含む

2黒色シルト層 5mm以下の黄色1径石を含む

3黒褐色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を多く含む

4黒褐色粘質シルト層 5層を多く含む

5暗灰黄色粘土塊

2      3

1520m

SC172
1黒色シルト層 lcm以下の黄色・白

色軽石を含む

2 3mm以 下の黄色軽石ブロック

3黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色・

白色軽石を含む
SC173

02n

1520m―

SC174 ・̈
黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄橙色軽石を含む

黒色弱粘質シルト層 lcm以下の黄橙色・白色1軽石を含む

灰黄褐色シルトのブロックを含む2層

黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄橙色軽石を含む

黒褐色微粘質シルト層 9nlll以下の黄橙色軽石を含む

土坑 (SC)実測図1鋤

-95-

1

-̈1520m

蒸
こ ニ エ ア 薫
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SC170
1黒色微粘質シルト層

7mm以 下の黄色 1怪石を含む

避到80

SC175



1

1

-153 3nl

SC176
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下

の黄色1径石を含む

1

SC180
1黒褐色徴粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

近世ビット ]

―-153 0in

SC177
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC181
1黒褐色弱粘質シルト層 8mm以 下の

黄色軽石を含む

SC178
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色4怪石を含む

SC182
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC179
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

---\ 
-153.0ni

SC183

SC187・ 1880189 ×はリン・カルシウム分析
1黒褐色微粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石含む

2黒色シルトの植物痕

3炭化物を含む黒色シルト層 lmm以 下の黄色軽石と暗灰

黄色シルトを含む

3黒色微粘質シルト層 2mm以下の黄色軽石を含む

4黒色弱粘質シルト層 2mm以 下の黄色1軽石を含む

5黒褐色微粘質シルト層 2mm以 下の黄色軽石を含む

65層とほぼ同じでしまる

SC191
1黒 7F.色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色
軽石を含む

o                       2m

…
SC1840185
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

21層よりやや黒味がかる層 8mm以 下の黄色軽石を含む

SC190×はリン・カルシウム分析
1黒褐色徴粘質シルト層

5mm以下の黄色1怪石を含む

2黒色弱粘質シルト層

2mm以下の黄色軽石を含む

3黒褐色微粘質シルト層

3mm以下の黄色軽石を含む

4褐色微細粒軽石に黒色シルト

が混じる

5黒色弱粘質シルト層

微細粒軽石を僅かに含む

6褐色2mm以下の1怪石層

7黒色1告質シルト層

柔らかくべたつく

8 2Ⅲn以下の黄色軽石層

少量の黒色シルトを含む

―-15201n

C192
黒褐色徴粘質シルト層 6mm以 下の黄色軽石を含む

黒色弱粘質シルト層 4mm以 下の黄橙色軽石を含む

暗褐色の微細粒軽石に黒色シルトが混ぎる層

黒色弱粘質シルト層 3mm以 下の黄橙色軽石含む

黒褐色の6～ 8nlm大 の軽石層

御池軽石層の中に黒褐色シルトが混ざった層

抑m

SC186 リン・カルシウム分析
1黒褐色粘質シルト層 5mm以 下の明黄褐色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 5mm以 下のにぶい黄色軽石を含む

3黒褐色シルト層 8mm以下の黄色1軽石を含む

4 1cm以 下の黄色軽石を主体とし、黒褐色シルトを含む層

ヽ

図81 土坑 (SC)実測図1鋤

×は土壌サンプリング
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SC193
1黒褐色粘質シルト層

5mm以下の黄色1緊石を含む

SC195
1黒褐色粘質シルト層

5mm以下の黄色1怪石を含む

2黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC196
1黒褐色シルト層 1 5cm以 下の

荒い黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 5闘m以下の

SC197
1黒褐色粘質シルト層 5mm以 下の

黄色1怪石を含む

ヨ 踊 η

SC201
1黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色1囁石を含む

2にごった5mlll以下の黄色1径石層

SC199
1黒褐色粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

-1527m

SC202
1黒褐色シルト層 5nlm以下の黄色1軽石を含む

28冊n以下の黄色1怪石層

3黒褐色シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

4黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下の黄色1軽石を含む

黄色1径石を含む

SD18

SC200
1黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色1軽石を含む

2黒色弱メ告質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

3黒色1告質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

一-15301η

SC203
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

-15話
晃m―

-On

SC2040205
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒褐色シルト層  lcm以下の黄色軽石を含む

3黒褐色弱粘質シルト層 8mm以 下の黄色 1怪石を含む

-1530m

-1530m

SC207
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC208
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC209
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

… 1530m

SC211
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

o                       2m

図82 上坑 (SC)

153 01nl―     、

SC194
1黒褐色粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC198
1黒褐色シルト層 5mm以 下の

黄色1軽石を含む

―

―Ｉ

Ｌ

Ｉ

Ｉ

Ю30m―

SC206
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色1怪石を含む

―■530nl  SC210
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

―-153 0nl
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SC212
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

S⊂213
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC217
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

-1527m

SC221
1黒 i78」 色弱粘質シルト層 lcm以 下の

-152 5nl  黄色軽石を含む

SC214
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以下の

黄色軽石を含む

―-15281■

SC218
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒褐色シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

-1528m
SC215
1黒褐色シルト層

8mm以 下の黄色軽石を含む

=｀こIミIII正三II=フア正-1528m

SC219
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

一-152811R

-1528m         -1527m

SC216
1黒褐色弱粘質シルト層 5‖m以下の

黄色軽石を含む

al―

~

1黒褐色シルト層 8‖‖以下の黄色軽石を含む

2黒色シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

3黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

4黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

SC224
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

SC228
1黒褐色シルト層 lmm以 下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

0                        2m

へこ正三
==I正

三ヌ=-1527m

SC222
1黒褐色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

1

― 、 ==差 =喜 ==_1530111

SC223
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

-1527m

S⊂ 226
1黒褐色弱粘質シルト層

-1525m   3mm以下の黄色軽石を含む

玉(正三IttIIEア正_1527m

SC227
1黒褐色弱粘質シルト層

3mm以下の黄色軽石を含む

SC225
1黒褐色～黒色シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

… 1528m

SC229
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の

黄色軽石を含む

図83 上坑 (SO実測図1助

SD15
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S⊂230
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色弱粘質シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

3黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む
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SC231
1黒褐色粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒色粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽石を含む

~ヽ

=互======フ
菫-1527m

SC234
1黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

SC232
1黒色弱粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む

2黒褐色シルト層

8mm以下の黄色軽石を含む

― 袖
1黒色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

2黒褐色シルト層 lcm以下の黄色軽石を含む

3 1cm以 下の黄色軽石ブロツク

42層と同じだがより固くしまる

一̈
『
，，，，一̈
‐，ヽ，

Ｄ
一

…
SC235
1黒色粘質シルト層 8mm以 下の黄色軽

石を含む

2黒褐色シルト層 5mm以 下の黄色軽石

を含む

3黄色軽石ブロツク

…
SC238
1黒褐色弱粘質シルト層 5mm以 下の黄色軽石を含む

」鰤
SC240 ×はリン・カルシウム分析
1黒褐色微粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石及び炭化物を含む

2黒褐色微粘質シルト層

5mm以下の黄色軽石を含む 1よ りしまる

3 5mm以 下の黄色軽石を多量に含む黒褐色シルト層

_」 け

む

-1530m

SC236
1雹
最磐憂者鮒

層 5mm以下の黄
    sc237

2置
誓暑者悠

卜層mm以下は色 1昴
規鼎澪鍵辟家盤省を含む

2露
危ギ書療彗』謹石を含む

SC239
1黒色シルト層 5mm以 下

SC241 ×はリン・カルシウム分析
1褐灰色～にぶい黄褐色の粘土層

灰及び炭化物と黒褐色シルトの混ざつた層

2黒褐色シルト層 褐灰色の灰と黄色軽石を含む

3黒褐色微粘質シルト層 4mm以 下黄色軽石を含む

4 3mm以 下黄色軽石に黒褐色シルトが若千混じる層

5黒色微粘質シルト層 ごく僅かの微細粒軽石を含む

図84 土坑 (SC)実測図00

-1517m

SC242・ 2430SB91ピ ット ×はリン・カルシウム分析
1黒褐色微粘質シルト層 8mm以 下の黄色 1怪石を含む

2黒 l18色微粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

黒褐色微粘質シルト層 3mm以下の黄色軽石を多く含む

黒褐色微粘質シルト層 8mm以下の黄色軽石を含む

黒褐色微粘質シルト層 2mm以 下の黄色軽石を含む

黒色微粘質シルト層 2mm以 下の黄色軽石を多く含む

黒色微粘質シルト層 5mm以下の黄色軽石を含む

8微細粒の黄色軽石層

9黒色シルトのベルト

10黒色弱粘質シルト層 3mm以下の黄色軽石を含む

9                       ぞlll

炭化物

-99-



…
1黒色微粘質シルト層 4mm以 下の淡黄色軽石と若干の白色1軽石を含む
2黄褐色微細粒の1登石層に2mm以下の黄色軽石が混じる
3 1mm以 下の軽石層に黒色シルトが混じる

SD01

C245 0黄色軽石ブロック  リン・カルシウム分析   _
黒褐色徴粘質シルト層 6mm以 下の黄色軽石を含む

黒色微粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む

黒色弱粘質シルトと多量の黄色軽石の混合層
黒色微粘質シルト層 2nll11以下の黄色軽石を含む

壁材状のもの

黒褐色微粘質シルト層 2mm以 下の黄色軽石と炭化物を含む
5mm以下の黄色軽石層に黒色シルトがやや混ざる

SC247

」鰤
SC249

SC246 ×はリン・カルシウム分析
黒褐色シルト層 5mm以 下淡黄色軽石と若干の自色軽石を含む (カクランか?)
黒色微粘質シルト層 7Ⅲ‖以下淡黄色軽石を含む
5mm以下淡黄色～黄色の軽石層

黒褐色弱粘質シルト層 2mm以 下黄色1径石を含む

黒褐色シルトに2mm以下黄色軽石が大量に混ぎる層

→ ジ m

SC252
15a層
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C130
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黒色徴粘質シルト層 5mm以 下の黄色1怪 石を含む
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図88 石組み土坑 (SC)実測図
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3黒色粘質シルト層 3mm以 下の黄色軽石を含む
SJ01

黄灰色粘質シルト層

黒褐色粘質シルト層に黄灰色ブロックが混ぎる

黄灰色粘質シルト層

黒色粘質シルト層 5mm以 下の黄色1怪石を含む
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を含む
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1黒色弱粘質シルト層

2黄灰色シルト層

3黒褐色粘質シルト層 2層のブロックと

2o■以下の黄色軽石を含む
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2。 呻世 の遺 物

(1)中 世 の土師器 (図90～ 101)

474～824は不である。底部切 り離し技法は、確認できる器については、474～5530555～7530758～ 824が

糸切 り、554。 754～757がヘラ切 りによるものである。477は 底面に板状圧痕をのこす。480は 底面に簾状圧

痕をのこす。483は底面に板状圧痕をのこす。490は 底面に工具痕をのこしている。49204950496・ 507～

510・ 513051805250532は 底面に板状圧痕をのこす。5330537は底面に簾状圧痕をのこす。540は底面に不

明圧痕をのこす。547は底面に板状圧痕をのこす。567・ 573は 底面に不明圧痕をのこす。6010605は底面に

板状圧痕をのこす。611は 底面に簾状圧痕をのこす。620は 底面に板状圧痕をのこす。6240625は底面に簾状

圧痕をのこす。633は 底面に板状圧痕をのこす。636は 底面に簾状圧痕をのこす。637・ 638は 底面に板状圧痕

をのこす。6510664は 底面に簾状圧痕をのこす。6650666は 底面に板状圧痕をのこす。671は 底面に簾状圧

痕をのこす。6810683068506900693・ 698は底面に不明圧痕をのこし、683は ススの付着もみられる。700

は底面に板状圧痕をのこす。701は 底面に不明圧痕をのこす。704は 底面に板状圧痕をのこす。73207340

73807400747・ 7490750は 底面に不明圧痕をのこす。7600762は 底面に板状圧痕をのこす。7650766は 底

面に不明圧痕をのこす。7700773は 底面に板状圧痕をのこす。774は 底部からの立ち上がり部をヘラケズリ

によって仕上げており、内面にはススの付着が認められる:775は底面に不明圧痕をのこす。776～778は 底

面に板状圧痕をのこす。779～781は 底面に不明圧痕をのこし、781は 底部からの立ち上がり部をヘラケズリ

によって仕上げている。782は 底面に板状圧痕をのこす。783は 底部からの立ち上がり部をヘラケズリによっ

て仕上げている。786078807900791は底面に板状圧痕をのこす。792は 底面に不明圧痕をのこす。793・

7950797は底面に板状圧痕をのこし、797は 外面の一部にススの付着もみられる。798は底面に簾状圧痕をの

こす。799・ 803は底面に不明圧痕をのこす。805は 底面に板状圧痕をのこす。806は 底面に簾状圧痕をのこ

す。807・ 809は底面に板状圧痕をのこす。810は 外面全体にススの付着がみられる。811は 底面に不明圧痕を

のこす。812は 底面に板状圧痕をのこす。813は 底面に簾状圧痕をのこす。814は 底面に板状圧痕をのこす。

815は 回縁部外面をヘラケズリによって仕上げている。818082欣 0823は 底面に不明圧痕をのこす。

805～ 124Й は小皿で、いわゆる「かわらけ」である。底部切 り離 し技法は825～ 122801乏30～ 1242が 糸切

り、1段29がヘラ切 りによるものである。834は 底面に板状圧痕をのこす。8440855は底面に不明圧痕をのこ

す。863は板状圧痕をのこす。8670874は 底面に不明圧痕をのこす。88509Й 3・ 930は 底面に板状圧痕をのこ

す。935は 底面に指頭圧痕をのこす。94009550957は 底面に板状圧痕をのこす。958は 底面に簾状圧痕をの

こす。959は 底面に不明圧痕をのこす。9700972・ 975～977は 底面に板状圧痕をのこす。985は 底面に簾状圧

痕をのこす。993ギ 00301016は 底面に不明圧痕をのこす。1017は 底面に簾状圧痕をのこす。102301026は

底面に不明圧痕をのこす。1027は 底面に簾状圧痕をのこす。1034～ 103701039010400105101086・ 1094・

1095は 底面に不明圧痕をのこす。1097は 3∈ 246か ら出土した小皿の国縁～底部片あり、同遺構からは鋼製花

瓶が共伴して出上 した。1099は 底面に不明圧痕をのこす。1100は 底面に板状圧痕をのこす。110101103～

1105は 底面に不明圧痕をのこす。1106～ 11090111101113は 底面に板状圧痕をのこす。1115は 底面に不Hfl圧

痕をのこす。1116は 底面に板状圧痕をのこす。1117は 底面に不明圧痕をのこす。111801119は 底面に板状圧

痕をのこす。112001132は底面に不明圧痕をのこす。11340113う 。1137は 底面に板状圧痕をのこす。1138は

底面に不明圧痕をのこす。1139は 底面に板状圧痕をのこす。1140は 底面に不明圧痕をのこす。114理 は底面に

板状圧痕をのこす。114301145～ 1149は 底面に不明圧痕をのこす。1150は 底面に簾状圧痕をのこし、底部の

中心に穿孔がみられる。115弩 01154は 底面に板状圧痕をのこす。 1鵞 55は底面に簾状圧痕をのこす。1156は

底面に板状圧痕をのこす。11590観 60は底面に簾状圧痕をのこす。1161～ 1163は底面に不明圧痕をのこす。

1104は 底面に板状圧痕をのこす。116501116は 底面に不明圧痕をのこす。1167は底面に板状圧痕をのこす。

¶穐08は底面に簾状圧痕をのこす。11700¶ ¶7101174は底面に不明圧痕をのこす。¶175は底面に簾状圧痕をの

こす。1176は 底面に不明圧痕をのこす。117801179は 底面に板状圧痕をのこす。1182・ 1183は 底面に不明圧

- 105 -



75

SD01下層

SD01下層

483

SD02最上層

SD01下層

SD01下層

SD01下層
SD01

SD01

SD02最上層

474 477476

SD01 SD01

479 0  1
SD01

484

SD01 SD01下層

485

SD01 SD01

99  oo  5u

SD02最上層

SD02最上層

491

SD02最上層

SD02最上層

SD02最上層

SD02最上層

SD02最上層

496 497

SD02下 層

03

SD02

SD02最上層

507

512 513

反民
[:][]:[]]::::::::7テ118

SD02最 上層

SD02最上層

SD02下層

SD02最上層

0_____ュ _____PCrn

482

SD02最上層

SD02最上層

SD02下層

SD02

505

SD02最上層

508                           509

SD02最上層

SD02最上層

16

SD02最上層

20

523

図90 中世の土師器(1)

-106-

SD02最上層

SD02最上層

SD02最上層

522



SD02最上層 SD02最 上層
SD02最 上層

25 26  27  28

SD02最上層

｀
【[[][]]][]:::l::::7ワ

t29

SD02最上層

30   引    5"

SD02最上層

36

39                            40

SD02最 上層

綱   2  3  44

SD02最 上層

SD02最上層

SD02最上層

37

:33    

｀
長
[][[][[]][::ξ ::::'ラ:34

SD02最上層

RF[:]]::::]:::::::::ク

:38

SD02最 上層

SD02最上層 SD02最上層SD02下層

SD02最上層

SD02最上層

SD02最 下層

∠57ヒ
・

D:58

SD02最上層

551

SD02下層

｀
ゝ __|_‐

―

′

559

SD02下層

4圭 趾 2＼
~Jこ

3

SD03

65  6 w1  5“

o  5引

SD02下層 SD02下層

552

SD02下層

ゝ―上エタ 556

SD02最 上層

SD02最上層

=ゑ 男

SD09



SD09

顔
SD09

正
579

I‐ _=≦往
581577

SD10

578

SD10

585583

SD10

594

SD15

SB48

1

08

SB53

~`上 く 13

S333

615

SB61

SB60

625

633

図92 申世の上師器(3)

-108-

1     

で
[[[:::[][::[:::'そ

i2

電菫∃ __g

SB35

tヨ ノ

SD10

582

SD10

596

SD15

88 9 90 1

SD10

 ` 98t~Jこ 9

S335

-孝

610

SB55

引9  0
＼

   22

24

628

SB77

6"    :30

SB77

0 5 10cnt+t+



SB77

SA03

√
652

SC43

戸
654

SC48

656

SC50 SC57

SC70

=

671                  672

SC100

SC96

_筆五二重1
674 676

SC100

682

677

SC100

=fZ往 三ニ
686             687

SC120

694

SC109

_BttZ二
688

SC120

SC125

_II董≡王チ

``:二

697

図93 申世の上師器14)

-109-

35  36  7

Z9    0    1-=こ 6貶    43
SA03                     SA03

こ 朽 ~`現 46/6″

649

SC42

4“ 5

669

SC96

-=ニ 675

SC100

681

I墓
6“ ―え 6引

SC70

::::::Zil::]: 666

SC98

三

SA10

＼………………上………二
=`ク 648

673

679

SC101

____[― _

685

SC120

SB79

SC70

一
一
〓

SC120

678

SC101

7=
684

690

SC125

__y_
695692



SC137

-墓

703 705

SC138SC138

07

｀
Υ一月1ゴク

711

炎
709

SC138

_ζ笙(■

710

ＳＣ‐３８

′
墓

SC138

:姦
713

SC138

ユ
714

SC140

SC138               SC138

∠           1lEIIII:!`:こ ]二三
=

715            716

SC140 SC140

718

SC140

ノ

―~r
725

SC140

ノ 7~
SC158

733

SC241

1豪
742                  743

SC244                SC245

」墓  率

SC231

ユ
739

SC241

SC268

734 735

SC241                SC241

1棄          ユ
745 746

731

736

SC240

ユ
741

SC241

ユ
747

SC278

53

SC288 SX01

749                750

SC280

｀

“

755

SX01

″
752

SC280

:57

"｀
  0て「II:ィ引

∠
7“

象
7“   6

図94 中世の上師器(5)

-110-

フ/ Ĺ__

C8



S」 02

ヽ

767

U-7区 5c層

768

M6区 5層

SJ02

・
4

769

N6区 5層

N8区 5層N5区ピット5層

N-5区 ピット5層

M7区 5層 Q-5区 5層

R5区 5層 Q6区 5層

U6区 5層 Q-5区 5層 P4区 5層U-7区 5層

808

N6区 51i・il

N6区 5層

N6区 5層

ヽ 、  (｀ ｀

U7区 5c層

缶4   15
N7区 5層

P8区 6層

8加    t創
J-7区 ピット5層

22｀
   ′

餃3

｀
ゝ=J lΣ≦424

778

M-7区 5層

783

1｀ 、1｀わ

P8区5層

N6区 ピット5層

U-7区 5c層

775

R5区5層

785

M9区 5層

Q-10区 5層

Q5区 5層

795

807

N-6区 ピット5層

P7区 ピット5層

M-7区 ビット5層

S8区 5層

T6区 5層 M4区 ピット5層

H-16区 5層

%   17  18

P-5区 ピット5層

N9区 5層

図95 中世の上師器(6)

-111-

0 5 10cnt:



825

SD02最上層

呻
831

SD02最上層

837

SD02最上層

▼
~¬

1ビ
843

SD02最上層

849

SD02最 上層

861

SD02最上層

867

SD01下層

826

SD02最上層

ー
832

SD02下層

838

SD02最上層

844

SD02最上層

850

SD02最上層

856

SD02最上層

ヽ

862

SD02最上層

868

SD01

827

SD02

『

I¬ Iミジ
833

SD02下層

839

SD02最上層

845

SD02最上層

857

SD02最上層

863

SD02最 _L層

869

SD02最上層

SD01下層

1-′

SD02最上層

840

SD02最 _ヒ 層

846

SD02最上層

ヽ

858

SD02最上層

864

SD02最上層

870

SD02最上層

ヽ

一
876

SD09

882

SD09

888

SD09

= 895

SD09              SD09

夜   な
901             902

図96 申世の土師器(7)

SD02

中
829

SD02最 _L層

835

SD02最上層

841

SD02

中
830

SD02

836

SD02最上層

842

847                 848

SD02最上層        SD02最 上層

853                 854

SD02下層        SD02最 上層

859                 860

SD02最上層        SD02最 上層

ヽ  曰

865                 866

SD02最上層        SD02最 上層

871                 872

SD09

… 877

SD09

呻
878

883                 884

= 889

SD09

蒸
896

韓
890

SD09

_―J_

897

SD02最上層

SD02最上層

873

SD09

879

SD09

885

SD09

891

SD09

― 898

874

SD09

880

SD09

886

SD09

_―

g
892

SD09

_‐F_~
899

五
893

SD09

:夏
900

875

SD09

881

-112-



_F_~

903

SD10

910

SD10

颯 ― /

916

922

SD14

鷲
928

SD09

-―――一ニユ

904

SD10

SD10

中
905

彎
906

911

SD10

917

SD10

923

SD15

929

SB05                    S307

934

SB48

940

SB55

946

S361

935

SB48

941

SB60

947

SB61

938

SB53

944

939

SB55

呻
945

952                 953

SB61                    SB61

950 951

956                957

SB66

963

SB66                   SB67

SB75                    SB77

Ⅷ
~―

974

SB77

958

SB66

964

SB67

970

SB77

976

959

SB66

965

SB67

971

SB77

977

SD10

912

SD10

918

SD10

924

SD16

′

930

SB09

936

SB48

942

SB60

948

SB61

｀
ヽ―一―====」  =二EEE=二 Eニ

フ
′

954

SB66

966

SB67

｀
―一三に

==ン
′

972

SB77

978

図97 率世の上師器(8)

SD10

913

SD10

919

SD12

925

SD21

▼
~¬

_―

―
931

SB47

937

SB60

949

SB63

955

SB66

ヒ J_‐r
961

S366

967

SB75

ヽ
、

973

SB77

979

SD10

“
907

SD10                SD10

▼
~¬

=―
908                909

SD10                  SD10

914 915

SD10                  SD10

920 921

SD14 SD14

＼轟
―

′

926                927

SD21                   S305

932                933

SB47                    SB47

975

-113-

9Bo H'n'



SB77

981

SB79

987

SC01

993

SC35

■墓

999

SC37

1005

SC46

1011

SC57

1017

1042

SC138

1048

SC140

1054

SB77

SC37

1006

SC47

… 1012

SC60

」 こ

1018

SC70

孝
1024

1043

_‐F―
1049

SC140

_二凛

1055

SB79

983

SB93

_II=2二
989

SC03

995

SC37

孝
1001

SC41

1007

SC49

-一

1013

SC70

1019

Z
988

SC03

ヽ
~¬

1〃
994

SC36

984

SA02

990

SC09

996

SC37

=―
-7
1002

1014

SC70

1020

SC70

1026

1045

SC138

1051

SC140

SB79                      SB79

985

SA02

_1=三発生
991

SC22                  SC32

1率
997 998

1003

SC56

≠
1015

SC70

孝
1021

SC70

1027

SC130

-_

1040

SC138

藁
1046

SC138

｀
「`==I三

二三二i詈::III117′

1052

SC43                    SC43                   SC43

1008               1009 1010

SC56

1016

SC70

″
1022

SC96

_二三整二
1028

1034

SC125                  SC125

ヽ
＼  |一

1036 1037

SC132                    SC132

SC100                SC100              SC109

ユ  ーー=一  一≦Z=
1031

SC125

 ヽ    ′

1038

SC138

1044

SC138

1050

SC140

1032          1033

1056                   1057

図98 申世の土師器(9)

SC109             SCl17

-―

  

一

事

1035

ヱ
1047

SC140

_― F_

1053

1004

1025

1030

SC132

1058

- 114-



ヱ
1059 1060

SC140                    SC140                  SC140SC140 SC140 SC140

1061 1062 1063 1064

草
1065               1066                 1067                 1068                  1069               1070

1113 1114 1115 1117 1118

SC140 SC140

1071 1072

SC159                    SC159                  SC160SC154                  SC159                    SC159

11111三三%乙IIII                                         

くてこ[1:::[[::]:::::::::'ラ
2                                     くてこ二F三二二三二二二lEEEEEEI三ニラフ'          15三 II11'1.=ニ

1077               1078                 1079                 1080                  1081                1082

SC168                    SC230                  SC240SC161                  SC162                    SC162

-       =1083               1084                 1085                 1086                  1087               1088

SC242                    SC244                  SC245SC241                  SC241                    SC242

電王理″     ―≡翌三二     1≡Z=     [―
1089               1090                 1091                 1092                  1093               1094

SC288                   SX01                  SX01SC245                  SC245                    SC246

=                 一1095               1096                 1097                 1098                  1099               1100

SX01                   SX01                 SX01SX01                 SX01                   SX01

1101                1102                 1103                 1104                  1105               1106

SX01                    SX01                  SX01SX01                 SX01                   SX01

1107               1108                 1109                 1110                  1111                1112

SX01 SX01 SX01 SX01 SX01

SX01                    SX01                  SX01SX01                  SX01                    SX01

1119               1120                 1121                  1122                  1123               1124

SX01                  SX01                    SX01                    SJ01                    S」 01                  SJ02

1125                1126                 1127                 1128                  1129               1130

SJ02           S」 02            SJ02          0-5区 ピット5層         N-7区 5層

円 ~               34  てΞ正≡で
350__■__J∝ m

l131                1132                 1133

図99 中世の上師器00

SC140

1074 1075 1076

1116

-115-



1184

P8区5層

1190

じ 6区 5層        M-7区 ピット5層

1195 1196

U-7区5ctt       N6区 ピット5層

1201

M-7区ビット5層

1202

M-6区 5層

N7区5層

1138

」7区5a層

1144

N7区 5層

1149

N5区ピット5層

1155

N6区 5層

1161

N-7区 5層

1167

Q4・ 5区5層

1173

P7区 5層

1179

N6区ピット5層

1185

P7区 5層

1191

Q-7区 6層

1197

M-81X5'薔

1203

N7区ピット5層

1209

図100 中世の上師器llll

P-8215涯 ]

1139

N-7区 5層

1145

N6区 5層

1151

M8区 5層

1156

N6区 5層

1162

N6区 5層

1168

N7区 5層

1174

N7区 5層

1180

N5区ピット5層

1186

N7区 5層

1192

M7区 5層

1198

U6区ピット5層

1204

N7区 5層

1210

N7区 5層

1141

M6区ピット5層        U-7区 5層

1146 1147

P2区 ピット5層

1153

1157

N-7区 5層          06区 5層

T~l- 7可 トフ
1163 1164

N6区ピット5層       Q10区 5層

1169 1170

N6区 5層          N7区 5層

1175

M6区ピット5層

1181

N7区ピット5層

1176

P7区ピット5層

1137

06区 5層

1143

M6区 5層

1148

N-5区 ピット5層

1154

N7区 5層          M10区 5層

1159

N7区 5層

1165

N5区ピット5層

1171

U6区ピット5層

1177

N7区 5層

1160

Q-12区 5層

1166

N6区 ピット5層

1172

N-6区 ピット5層

1178

M7区 5層 M7区 6層

1183

N6区ピット5層

1189

1187 1188

N7区 5層          U6区 5層

1193 1194

N-6区 5層        N6区 ピット5層

＼
~~―

  て丁≡Ⅸ≡≡フ
1199 1200

U7区5c層 07区 5層

Q-10区 5層

1140

P5区 ピット5層

1158

1207 1208

-116-

1205 1206



痕をのこす。1184は 底面に板状圧痕をのこす。118601187は底面に不明圧痕をのこす。11880119001191は

底面に板状圧痕をのこす。1192は 底面に不明圧痕をのこす。1195は底面に板状圧痕をのこす。119601197は

底面に不明圧痕をのこす。119801200～ 1202は底面に板状圧痕をのこす。1205・ 1206は底面に不明圧痕をの

こす。120801210・ 121201216～ 1之20は底面に板状圧痕をのこす。1221は 底面に不明圧痕をのこす。12230

1224は 底面に板状圧痕をのこす。1225は 底面に簾状圧痕をのこす。1226・ 1227は 底面に板状圧痕をのこす。

1229は 小皿で唯一、底部切 り離し技法がヘラ切 りによるもので流入品と考えられ、瀬戸内系土師器と思われ

る。1230は 底面に板状圧痕をのこす。123101235は底面に不明圧痕をのこす。1237は 底面に板状圧痕をのこ

す。123801239は底面に不明圧痕をのこす。1241は 底面に板状圧痕をのこす。

1243～ 1247は 土師器不 0椀 0小皿を二次転用した紡錘車である。124301245は土師器不の底部、1244は 土

師器椀の底部、1246は 小皿の底部を二次転用している。1247は 土師器不の底部を二次転用しており、底面お

よび底部内面に未穿孔がみられる。紡錘車の未製品と思われる。

1248は 土師器不の底部を二次転用した用途不明品で、 2ケ 所に穿孔が認められる。

(2)国 産陶器 (図 102～ 106)

1249～ 1306は 東播系須恵器鉢 0片回鉢である。1249は 鉢の回縁部片であり、日唇部外面に重ね焼きの痕跡

である自然釉がかかる。1251は 鉢の国縁部片であり、国唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。

魚住窯系と思われ、13世紀後半から14世紀前半にかけてのものである。1252は 鉢の回縁部片であり、日唇部

外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。1254・ 1255は 鉢の国縁～体部片であり、日唇部外面に重ね

焼きの痕跡である自然釉がかかる。1256は 鉢のEIl縁部片であり、日唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉

がかかる。1257は 鉢のEIl縁部片であり、日唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉が僅かにかかる。1258は

片口鉢のEl縁部片であり、国唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。12590126001262～ 1264は

鉢のE3縁部片であり、口唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。1266は鉢のEIl縁部片であり、13

世紀代のものである。126801269は 鉢のEEl縁部片であり、El唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかか

る。1270は 鉢の国縁～体部片であり、日唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。1271は鉢のEl縁

部片であり、国唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。1272は 鉢の口縁～体部片であり、日唇部

外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。127301274は鉢の回縁部片であり、日唇部外面に重ね焼きの

痕跡である自然釉がかかる。1275は 鉢のEll縁部片であり、回唇部外面の一部に重ね焼きの痕跡である自然釉

がかかる。12世紀代のものである。127601277・ 1287・ 129001Й 9Й～1298は 鉢の回縁部片であり、日唇部外

面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。1290は 14世紀代のものである。1302は 片
「
J鉢の回縁部片であ

り、国唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉が極僅かにかかる。13世紀代のものである。1303013040

1306は 片口鉢の口縁部片であり、国唇部外面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。

130701308は東播系須恵器壺である。1307は El縁部片であり、12世紀から13世紀にかけてのものである。

1309～ 1316は 常滑大甕である。1309は 大甕の国縁 0頸 0肩 。胴 0底部片であり、肩部に格子目状の押印が

施されている。 5～ 6a型式に相当し、13世紀前半から第 3四半期にかけてのものである。1310は 大甕の口

縁部片であり、内外面の一部に自然釉がかかる。 6型式に相当し、13世紀後半のものである。1311は 大甕の

回縁 。頸～肩部片であり、内外面に自然釉がかかる。 5型式に相当し、13世紀前半のものである。霧312は大

甕の口縁～頸 。肩部片である。 5～ 6a型式に相当し、13世紀前半から第 3四半期にかけてのものである。

13理 3は大甕の回縁～頸 0肩 0胴 0底部片であり、肩部外面から底部外面にかけて 5段の桟状押印が施され、

日縁部内外面および体部外面の一部に自然釉がかかる。 3～ 4型式に相当し、12世紀末から13世紀初頭に

かけてのものである。1314は大甕の国縁～肩部片であり、外面全体および口縁部内面の一部に自然釉がかか

る。 6型式に相当し、13世紀後半のものである。1315は 大甕の回縁 0頸・肩・胴 0底部片であり、肩部外面

から底部外面にかけて 4段の桟状押印が施されている。1316は 大甕の国縁 。肩部片であり、外面に自然釉が

かかる。 5型式に相当し、13世紀前半のものである。
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1317は 常滑甕か壺の破片と思われる。小破片であり、詳細は不明である。

1318～ 1322は 常滑壷である。1318は壼の回縁～肩部片であり、肩部に 2条の沈線が巡り、内外面に自然釉

がかかる。 3か 4型式に相当し、12世紀末から13世紀初頭にかけてのものである。1319は壼の回縁部片であ

り、内外面の一部に自然釉がかかる。 5か 6a型式に相当し、13世紀前半から第 3四半期にかけてのもので

ある。1320は 壼の肩部片であり、外面に 1条の沈線が巡 り、自然釉がかかる。 5か 6a型式に相当し、13世

紀前半から第 3四半期にかけてのものである。1321は 壷の底部片であり、外面に自然釉の垂れがみられる。

3か 4型式に相当し、12世紀末から13世紀初頭にかけてのものである。1322は 壺の底部片であり、内面の一

音5に 自然釉がかかる。

1323～ 1327は 常滑広口壺である。1323は 広口壺の回縁～肩部片であり、肩部に格子目状の押印が施され、

外面全体および口唇部内面の一部に自然釉がかかる。 5型式に相当し、13世紀前半のものである。1324は 広

口壷の口縁～頸部片であり、外面および口唇部内面に自然釉がかかる。 5型式に相当し、13世紀前半のもの

である。1325は 広回壷の口縁部片であり、口縁の折返 し痕が認められ、日唇部内面に自然釉がかかる。 5

～ 6a型式に相当し、13世紀前半から第 3四半期にかけてのものである。1326は 広回壼の口縁部片であり、

日唇部内面に自然釉がかかる。 5～ 6a型式に相当し、13世紀前半から第 3四半期にかけてのものである。

1327は広回壺の底部片で、内面に自然釉がかかる。 5型式に相当し、13世紀代のものである。

1328～ 1330は 常滑片口椀である。1328は 片口椀の回縁～底部片である。生産および流通量共に少なく、

6a型式に相当し、13世紀第 3四半期のものである。1329は 片口椀の口縁部片であり、外面に 3条の沈線が

認められる。理330は 片口椀の口縁部片である。 5型式に相当し、13世紀前半のものである。

1331は 常滑玉縁口縁壺の頸～肩 0胴 。底部片であり、肩部に 1条の沈線が巡 り、自然釉がかかる。 6a型

式に相当し、13世紀第 3四半期のものである。

1332～ 1334は 常滑片口鉢である。1332は片口鉢の口縁～胴 。底部片であり、日唇部上面に重ね焼きの痕跡

である自然釉がかかる。 6a型式に相当し、13世紀第 3四半期のものである。1333は片回鉢の口縁部片であ

り、日唇部上面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。片口 I類 6a型式に相当し、13世紀第 3四半期の

ものである。1334は 片口鉢の回縁部片であり、El唇部上面に沈線が巡る。

133501336は常滑捏鉢である。1335は 捏鉢の回縁部片であり、内面に使用痕が認められる。1336は捏鉢の

回縁部片であり、焼成不良品である。

133701338は常滑鉢である。1337は 鉢の回縁部片であり、折曲げ口縁をもち、日唇部上面に重ね焼きの痕

跡である自然釉がかかる。1338は 鉢の口縁部片であり、折曲げ口縁をもち断面に痕跡をのこしている。ま

た、国唇部上面に重ね焼きの痕跡である自然釉がかかる。

1339は 常滑甕の胴部片を二次転用 した砥石であり、表裏面に断面V字状の浅い溝がある。焼成不良品であ

る。

1340は古瀬戸卸皿の回縁～体部片であり、回唇部から外面上位まで釉が著しく剥離し、外面下位に釉の刷

毛塗 り痕跡をのこす。古瀬戸前Ⅲ期に相当し、13世紀第 3四半期のものである。

1341は 古瀬戸瓶子の口縁部片である。古瀬戸前Ⅲ期に相当し、13世紀第 3四半期のものである。

134乏 は国産陶器甕の底部片であり、外面にススの付着がみられる。在地系と思われる。

(3)貿易陶磁器 (図 107～ 113)

1343～ 1345は 中国陶器合子である。1343は合子 (蓋)の天丼～口縁部片であり、褐釉が掛けられ、型物で

ある。福建省系の所産で、13世紀代のものである。1344は合子 (蓋)の回縁部片であり、褐釉が掛けられて

いる。側面に線条文が施され、国唇部から内面下位は無釉である。1345は合子 (身)の回縁部片であり、褐

釉が掛けられ、型物である。角合子で平面八角形をなしていたと思われる。福建省系の所産で、13世紀代の

ものである。

1346は 中国陶器壼か耳壼の肩部片であり、黄釉が掛けられている。12世紀から13世紀にかけてのものであ
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る。

134701348は中国陶器茶入である。1347は 茶入の回縁～体部片であり、褐釉が掛けられている。1348は茶

入の国縁～胴部片であり、鉄釉が掛けられている。

1349は 中国陶器鉢の体部片であり、褐釉が掛けられている。鉢Ⅳ類に相当し、13世紀から14世紀前半にか

けてのものである。

1350～ 1357は 中国陶器盤である。1350は 盤の国縁～底部片であり、体部外面上位から内面にかけて施釉さ

れ、回唇部の釉が拭き取られている。国縁部内面に目痕をのこし、内面に鉄絵を有すが二次的被熱により不

明瞭であり、また国縁端部が肥厚 している。黄釉盤 I-2b類に相当し、日縁端部は鋭利さがなく玉縁状を

呈しており、13世紀後半のものである。1351は 盤の口縁～底部片であり、体部外面上位から内面にかけて施

釉され、国唇部の釉が拭き取られている。内面に鉄絵を有し、日縁端部が月巴厚している。1352は盤の国縁部

片であり、日唇部の釉が拭き取られ、国縁部内面に目痕をのこす。黄釉盤 I-2類に相当し、国縁端部は鋭

利さがなく玉縁状を呈しており、13世紀後半のものである。1353は盤の回縁部片であり、外面上位から内面

にかけて施釉され、国唇部の釉が拭き取られている。また口縁部内面に目痕をのこしている。黄釉盤 I-2

類に相当し、日縁端部は鋭利さがなく玉縁状を呈しており、13世紀後半のものである。1354e1355は 盤の国

縁部片であり、内外面に施釉され、国唇部の釉が拭き取られている。黄釉盤 I… 2類に相当する。1356は盤

の体～底部片であり、体部外面から内面にかけて施釉されている。内面に鉄絵を有すが二次的被熱により不

明瞭である。黄釉盤 I-2b類に相当する。1357は 盤の体～底部片であり、内面施釉、外面無釉で、内面に

鉄絵を有す。黄釉盤 I-2b類に相当する。

1358～ 1441は 龍泉窯系青磁椀 0不である。135801359は 椀の回縁部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されて

いる。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1360は 椀の底部片であり、

内面見込みに環状の沈線が認められる。椀Ⅳ類に相当し、14世紀初頭から14世紀後半にかけてのものであ

る。1361は 椀のEIl縁～底部片であり、外面に鍋蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭か

ら13世紀前半にかけてのものである。所々に二次的被熱の痕跡である釉の銀化がみられる。136Й は椀の回

縁～底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され、内面見込みには草花文の印刻が認められる。椀 Ⅱ―c類に相

当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。高台部内面に文字か記号の墨書が施されている。

1363は 椀の回縁～底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13

世紀前半にかけてのものである。所々に二次的被熱の痕跡である釉の銀化がみられる。1364は椀の回縁～

体部片、1365は 椀の底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から

13世紀前半にかけてのものである。1366は 椀の体～底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され、内面見込み

には幾何学花文の印刻が認められる。椀 Ⅱ―c類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものであ

る。1367は 椀の体～底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され、内面見込みには草花文の印刻が認められる。

椀 Ⅱ―c類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1368は 椀の底部片であり、内面見

込みに幾何学文の印刻が認められ、高台部内面に焼台の痕跡をのこす。椀 Ⅱ―c類に相当し、13世紀初頭か

ら13世紀前半にかけてのものである。1369は 椀の体～底部片であり、外面に片彫蓮弁文が施されている。椀

Ⅱ一a類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1370は 椀の体～底部片であり、外面

に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1371

は椀の回縁部片である。椀 I類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。137盆 は椀の回

縁～体部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にか

けてのものである。1373は 椀の体部片であり、外面に片彫蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ一a類に相当し、13

世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1374は椀の体部片であり、外面に櫛日、内面に片彫草花文

が施されている。椀Ⅲ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1375は椀の体～底部

片であり、内面に片彫蓮花文、内面見込みに片彫花弁文が施されている。椀 I… 2類に相当し、12世紀中頃

から12世紀後半にかけてのものである。1376は 椀の体部片、1377は椀の口縁～底部片、1378は椀の口縁～体

-124-



M6区 5層

M6区

::     1352

P6区 5層

≡≡≡≡≡≡

ii「

:::互

言

「

:55

爾

貿易陶磁器(2)

○
｀`
こヽ:::二 :::二 :二 l:::::::::[''`´

性_____ユ_____PCm

図108

′/~5
1359

7m

図109 貿易陶磁器(3)

-125-

O-7区 5層

SD02下 層

SD02下層

SD02最 上層



部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけての

ものである。1379は 椀の底部片であり、内面見込みに幾何学文が施されている。椀 Ⅱ一c類に相当し、13世

紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1380は 椀の底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され、内面

に環状の沈線が認められる。椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1381

は椀の回縁～底部片、竜382は椀の底部片、1383～ 嗜385は 椀の回縁部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されてい

る。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1386は椀の体部片であり、内

面にヘラ描文が施されている。椀 I類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。1387・

1388は 椀の回縁～底部片、1389は 椀のEl縁～体部片、1390は 椀の国縁部片であり、外面に鏑蓮弁文が施さ

れている。椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1391は椀の体部片であ

る。椀 I類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。1392・ 139401398は 椀の国縁～体

部片、139301397・ 1399は 椀の回縁部片、139501396は椀の体部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されてい

る。椀 Ⅲ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1400は椀の体～底部片である。

椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1401は椀の底部片であり、椀 I類

か椀 Ⅱ類に相当し、12世紀中頃から13世紀前半にかけてのものである。1402は椀の国縁部片である。椀 I類

に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。140301405は 椀の日縁～底部片、1404は椀の

回縁部、1406は 椀の体部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から

13世紀前半にかけてのものである。1407は 椀の体部片であり、外面に櫛目の入った片彫蓮弁文、内面に片

彫草花文が施されている。椀 I-6類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。14080

1409は 椀の体部片、141001411は 椀の底部片、1412～ 1418は 回縁～休部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され

ている。椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1419は 不の回縁部片であ

り、外面に鏑蓮弁文が施されている。不Ш-4類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものであ

る。1420は 椀の口縁部片である。椀 I-lb類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。

1421は 椀の国縁～体部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13

世紀前半にかけてのものである。1422は椀の国縁部片であり、外面に片彫蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ一a

類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1423は椀の回縁部片であり、外面に鏑蓮弁

文が施されている。椀Ⅲ-2C類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1424は 椀の

国縁～体部片、142501426は 椀の国縁部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、

13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1427は 椀の回縁部片であり、外面に片彫蓮弁文が施され

ている。椀 Ⅱ―a類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1428は椀の回縁部片であ

り、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものであ

る。1429は 椀の回縁部片である。椀 I… 1類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。

1430は 椀の国縁～体部片、1431は椀の口縁部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当

し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1432・ 1433は椀の回縁部片であり、内面に片彫草花

文が施されている。椀 I類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。霧434は椀の日縁部

片であり、体部内面が櫛刃により分割される。椀 I-4類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけての

ものである。1435～ 1439は 椀の国縁部片、14400環 441は椀の体部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されてい

る。13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。

霧440は同安窯系青磁椀の体部片であり、内面に櫛描文が施されている。椀 I類に相当し、12世紀中頃から

12世紀後半にかけてのものである。

1443～ 1450は 龍泉窯系青磁椀である。1443は 椀の体部片であり、外面に片彫蓮弁文が施されている。椀

Ⅱ―a類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1444は 椀の底部片であり、外面に鏑

蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ―b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけてのものである。1445は 椀

の底部片であり、内面見込みに草花文様の印刻が認められる。椀 Ⅱ―c類に相当し、13世紀中頃から14世紀
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初頭にかけてのものである。1446は 椀の底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され、内面見込には草花文の印

刻が認められる。椀 Ⅱ―c類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1447は椀の底部

片であり、内面見込みに幾何学文様の印刻が認められる。椀 Ⅱ一c類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半

にかけてのものである。1448は椀の底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施され、内面見込みには花文様の印刻

が認められる。椀 Ⅱ一c類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。144901450は 椀の

底部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。椀 Ⅱ一b類に相当し、13世紀初頭から13世紀前半にかけて

のものである。

1451は 同安窯系青磁椀の底部片である。

145201453は龍泉窯系青磁小碗である。1452は 小碗の口縁部片であり、小碗Ⅲ-lA類に相当し、13世紀

中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1453は輪花小碗の回縁～体部片であり、体部内面が櫛刃により

分割されている。小碗 I-2類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。

1454は 同安窯系青磁皿の回縁～底部片であり、体部外面下位は無釉である。皿 I-la類に相当し、12世紀

中頃から12世紀後半にかけてのものである。

1455は 龍泉窯系青磁皿の回縁部片であり、外面に釉垂れがみられる。皿 I類に相当し、12世紀中頃から12

世紀後半にかけてのものである。

1456～ 1459は 同安窯系青磁皿である。1456は皿の底部片であり、底面の釉が掻き取られている。皿 I-2b

類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。1457は 皿の体～底部片であり、底面は無釉

で、内面見込みに櫛描文が施されている。皿 I-lb類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのも

のである。1459は 小皿の完形品であり、底面に墨書が施されている。皿 I-la類に相当し、12世紀中頃のも

のである。

1460は 龍泉窯系青磁輪花皿の口縁部片である。皿Ⅳ類に相当し、14世紀初頭から14世紀後半にかけてのも

のである。

1461・ 1462は 中国青磁小壺である。1461は 小壼の体部片であり、内面に胴継ぎ痕をのこしている。

146301464は龍泉窯系青磁不である。1463は塔の口縁部片であり、外面に鏑蓮弁文が施されている。不Ⅲ

類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1464は 大不の回縁～底部片であり、高台畳

付は無釉で、露胎部分が赤色に発色している。塔Ⅲ-3a類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけての

ものである。

1465～ 礁472は自磁椀である。理415～ 1468は椀の口縁～体部片であり、国縁端部が無釉でいわゆる国禿げで

ある。椀Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。また、1467は体部内面に環状の

沈線が認められる。1469は椀の体部片であり、内面に櫛刀ないしヘラによる草花文が施されている。1470は

椀の底部片であり、高台部は無釉である。椀Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものであ

る。1471は 椀の底部片であり、内面見込みの釉が環状に掻き取られている。椀Ⅷ類に相当し、12世紀中頃か

ら12世紀後半にかけてのものである。1472は椀の底部片であり、内面の釉が環状に掻き取られ、高台部は無

釉である。椀Ⅷ類に相当し、12世紀中頃から12世紀後半にかけてのものである。

1473～ 1504は 自磁皿である。1473は 皿の回縁～底部片であり、底面はハケヌリ施釉されている。日縁端

部が無釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。

147401475は皿の体～底部片であり、底面はハケヌリ施釉されている。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14

世紀初頭にかけてのものである。電476・ 1477は皿の回縁～体部片であり、回縁端部が無釉でいわゆる国禿げ

である。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1478は皿の口縁～底部片であ

り、底面はハケヌリ施釉されている。口縁端部が無釉でいわゆる日禿げである。皿Ⅸ-ld類に相当し、13

世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1479は 皿の口縁～底部片であり、日縁端部が無釉でいわゆ

る口禿げである。皿Ⅸ-la類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1480は 皿の口縁

～体部片であり、日縁端部が無釉でいわゆる回禿げである。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭に
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かけてのものである。1481は 皿の回縁～底部片であり、体部外面下位から底面は無釉である。回縁端部が無

釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ-2類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1482

は皿の回縁～体部片であり、国縁端部が無釉でいわゆる回禿げである。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14

世紀初頭にかけてのものである。1483は 皿の回縁～底部片であり、底面はハケヌリ施釉されている。口縁

端部が無釉でいわゆる回禿げである。皿Ⅸ…lc類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものであ

る。1484は 皿のEIl縁～体部片であり、国縁端部が無釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ-lc類に相当し、13世

紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1485は 皿のEl縁～体部片であり、EIl縁部が外反している。国

縁端部が無釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ-ld類 に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのもの

である。1486は 皿の底部片であり、内外面施釉で、底面はハケヌリ施釉されている。皿Ⅸ-1類に相当し、

13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1487～ 148901491は皿のEIl縁～体部片、149001492は 皿

の回縁部片であり、国縁端部が無釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭

にかけてのものである。149301494は 皿の回縁～底部片であり、底面は無釉である。国縁端部が無釉でいわ

ゆる国禿げである。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。149501496は皿の

口縁～底部片であり、底面はハケヌリ施釉されている。日縁端部が無釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ類に

相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1497・ 1498は皿の口縁～底部片、149901500は

皿の回縁～体部片であり、国縁端部が無釉でいわゆる国禿げである。皿Ⅸ類に相当し、13世紀中頃から14世

紀初頭にかけてのものである。1501は皿の底部片であり、皿Ill-1類に相当するものと思われる。1502は Illl

の底部片であり、内面見込みに菊花文が施されている。15世紀後半から16世紀前半にかけてのものである。

1503は 皿の体～底部片であり、全面施釉で、底面はハケヌリ施釉されている。日禿げ皿と思われ、皿Ⅸ類に

相当し、13世紀中頃から14世紀初頭にかけてのものである。1504は 皿の口縁部片であり、皿Mll-2類 に相当

するものである。

150501506は 自磁合子である。1505は合子 (身)の 口縁～底部片であり、内外面に貫入がみられる。1506

は合子 (蓋)の天丼～口縁部片であり、回唇部は無釉で、側面に線条文が施されている。

1507～ 1511は 青白磁合子である。1507は合子 (身)の国縁～底部片であり、体部外面上位および内面のみ

施釉されている。1508は 合子 (身)の国縁～底部片であり、体部外面および内面のみ施釉されている。1509

は合子 (蓋)の天丼～国縁部片であり、全体に菊弁文が施され、日唇部から内面下位は無釉である。1510

は合子 (蓋)の回縁部片であり、側面に菊弁文が施され、国唇部から内面下位は無釉である。1511は 合子

(蓋)の 口縁部片であり、外面のみ施釉されている。

1512は 青白磁瓶の体部片であり、外面に唐草文が施されている。

1513は 青白磁小碗の体～底部片であり、12世紀から13世紀初頭にかけてのものである。

(4)滑 石製 品 (図 114)

1514～ 152芝 は滑石製石鍋である。1514～ 1516は 石鍋の底部片であり、151401515は 外面に著 しくスス付

着。1517は 石鍋の回縁部片であり、削り出しによる断面三角形の鍔が付 く。151801519は 石鍋の口縁部片で

あり、削 り出しによる断面不等辺台形の鍔が付き、外面に著 しくスス付着。1520は石鍋の口縁部片であり、

削り出しによる断面方形瘤状の把手が付き、外面に著しくスス付着。1521は 石鍋の回縁部片であり、削り出

しによる断面三角形の鍔が付き、外面の一部にスス付着。1522は 石鍋のEl縁部片であり、削り出しによる不

等辺台形の鍔が付き、外面に著 しくスス付着。

1523は 滑石製の権で、重量84.Ogである。権とは樟秤に用いられたおもりの事。

1524は 滑石製紡錘車の未製品であり、精緻な成形を行なっている。152301524は 福岡市『博多遺跡群』か

らも同様の物が出土している。

15之 5～ 1529は 滑石製の石錘と思われ、縦方向に穿孔が為されている。
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(5)そ の他 の土器・ 土製品 (図 115)

153001531は 土師質土器鍋である。1530は 土鍋の回縁部片であり、内面にハケメ調整痕を明瞭にのこし、

国縁端部が受け口状に内湾している。1531は 土鍋の胴部片であり、内面にハケメ調整痕を明瞭にのこし、外

面の一部に著しくスス付着。153001531は 瀬戸内系土師質土器鍋と思われる。

1532は 瓦質土器壺の頸～肩部片であり、外面が著しく剥離している。

1533は 瓦質土器橘鉢の胴部片であり、内外面が著しく剥離している。14世紀中頃以降の所産である。

1534は 畿内系瓦器小碗の回縁～体部片であり、内面に疎らな圏線ヘラミガキ痕および指頭痕が認められ

る。

153501536は 用途不明の粘土塊である。1535は籾痕跡がみられ、炭化物が混入している。

1537～ 1541は土錘である。孔径2.6mm～ 4.6mmで ある。

154Й は勾玉状の上製品であり、縦方向に孔が貫通している。用途不明品である。

(6)石 器 0石製 品 (図 116～ 118)

1543は 砥石であり、表面および左右側面、上方側面に研磨痕をのこす。

1544～ 1553は磨石である。1544は磨石であり、表面に磨痕をのこす。154501547は いびつな球状をなす磨

石であり、全面が研磨されている。1546は Fm‐平な形状をなす磨石であり、表裏面に磨痕をのこす。1548は扁

平な平面不整円形をした磨石であり、表面および側面に磨痕をのこす。1549は 卵に似た形状をなす磨石であ

り、全面が研磨されている。155001551は 扁平な球状をなす磨石であり、全面が研磨されている。霧552は い

びつな形状をなす磨石であり、企面が研磨されている。1553は扁平な平面円形をした磨石であり、全面が研

磨されている。

1554～ 1661は磨 0敲石である。155401556は磨・敲石であり、表裏面および片側面に磨痕をのこし、先端

部に敲打痕が認められる。1555は 磨 0敲石であり、表裏面および左右側面に磨痕をのこし、 3ケ 所に敲打痕

がみられる。1557は 磨 。敲石であり、表裏面に磨痕をのこし、側面 2ケ 所に敲打痕がみられる。1558は 磨・

敲石であり、表裏面に磨痕をのこし、側面 3ケ 所に敲打痕がみられる。1559は平面楕円形をした磨 0敲石で

あり、表裏面に磨痕をのこし、表面には敲打痕もみられる。1560は 磨 0敲石であり、表面に磨痕をのこし、

一部に敲打痕がみられる。1561は磨 0敲石であり、表面に磨痕をのこし、側面の一部に敲打痕がみられる。

1562～ 1575は砥石である。1562は砥石であり、表裏面の一部に研磨痕およびススの付着がみられる。1563

は砥石であり、表裏面に研磨痕をのこす。1564は 砥石であり、表裏面および片債J面に研磨痕をのこし、表

面は研ぎ減 りにより凹んでいる。1565は 砥石であり、表裏面および左右側面に研磨痕をのこす。1566は 砥

石であり、表裏面に研磨痕をのこす。1567は 砥石であり、表裏面および左右側面、下方側面に研磨痕をのこ

す。1568は 砥石であり、表面および左右側面に研磨痕をのこす。1569は 砥石であり、表面に研磨痕をのこ

す。1570は 砥石であり、全面に研磨痕をのこす。1571は 砥石であり、表面および左右側面に研磨痕をのこ

す。157201573は 砥石であり、表裏面および左右側面に研磨痕をのこす。1574は砥石であり、表面に研磨痕

をのこす。1575は砥石であり、表面および全側面に研磨痕をのこす。

1576は 石英製の火打石である。

1577は 1面に磨痕をのこし、側端部に加工 。使用痕が認められる。砥石として使用された後、切断具とし

て二次転用されたものと推察される。

1578は 台石である。表裏面、左右側面に磨痕をのこし、先端部両側面および表裏面に敲打痕を認める。

理57901580は硯である。1579は 下半分が欠損した硯である。細部が未仕上げであり、加工途中で破損した

ものと思われる。礁580は 上端部および下部が欠損した硯である。 2面に自然面をのこし、上面に墨痕らしき

ものが認められる。

1581は 用途不明の石製品である。1/2が欠損しており、 3面に研磨痕をのこし、中心部に穿孔がみられる。

砥石の二次転用品と思われる。
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(7)軽 石製 品 (図 119～ 121)

1582～ 1586は 五輪塔である。1582は五輪塔の「火輪」であり、 6面が平坦に加工整形され、底面の中心が

5.5× 6.5cmの 隅丸長方形に今Jり ぬかれている。1583は 五輪塔の「火輪」の加工途中品と思われ、底面の中心

が 1辺 7～ 8 cmの四角形に今Jり ぬかれている。1584は 五輪塔の「地輪」の加工途中品と思われ、 4面が平

坦に力口工整形されている。1585は 五輪塔の「空輪」の加工途中品と思われ、半球状に加工整形されている。

1586は五輪塔の「風輪」と思われる。 3面が加工整形され半円柱状をなしているが、本来円柱状であったも

のが破損したものと推察する。

1587は軽石製紡錘車の未製品と思われる。平面不整楕円形を里し、一部欠損している。

1588～ 1608は 用途不明の軽石加工品である。1588は Fm~平な形状をなし、表裏面および側面の一部が研磨さ

れ、一部欠損している。1589は扁平な形状をなし、表裏面および側面が研磨され、一部欠損している。1590

は扁平な平面楕円形で全面が研磨され、一部欠損している。1591は 平面舟形で表裏面が研磨され、一部欠損

している。1592は 2面が平坦に加工整形され、 3面が欠損している。1593は 2面および 2面の一部が平坦に

加工整形され、一部欠損 している。1594は 扁平な卵形で全面が研磨されている。1595は 扁平な形状をなし、

表裏面が研磨され、一部欠損している。1596は 卵に似た形状をなし、全面が研磨され、一部欠損 している。

1597は扁平な形状をなし、表裏面が研磨され、一部欠損している。1598は 扁平な平面楕円形に研磨され、一

部欠損 している。1599は 平面二等辺三角形、断面 ドーム形に加工整形され、加工痕 (ノ ミ痕跡)をのこし、

一部欠損 している。1600は 中心が肥厚 した円盤状に加工整形され、一部欠損 している。1601は扁平な形状

で、 1面に加工 。使用痕をのこし、一部欠損 している。160Й は表面および左右側面に加工 。使用痕をのこ

し、一部欠損している。160301604は 角柱状に加工整形され、一部欠損している。 2点 とも柱穴より出土し

ており、柱の根固めに用いられた可能性がある。1605は扁平な平面不整楕円形で全面が研磨され、一部欠損

している。1606は 2面が平坦に加工整形され、一部欠損している。1607は扁平な平面円形で全面が研磨され

ている。1608は 扁平な平面楕円形で全面が研磨され、表面にV字状の溝がみられる。

(8)鉄 製 品 (図 122・ 123)

1609～ 1611は 鉄製火打金である。160901611は 火打金のほぼ完形品であり、上部中央に穿孔がみられ、全

体に著 しい錆ぶくれが認められる。1610は 一部欠損した火打金であり、上部に穿孔がみられ、全体に著しい

錆ぶくれが認められる。

1612～ 1615は 鉄製刀子である。1612は 両端が欠損 した刀子の茎であり、幅1.3cm・ 厚さ0.3cmで ある。1613

は刀身側が欠損 した刀子の茎であり、1嘱 0.8cm・ 厚さ0.3cmで ある。1614は 刀子の茎であり、日釘穴が半分欠

損している。茎尻の方にいくにつれ細 くなっており、幅1.0～ 1.3cm。 厚さ0.2cm。 目釘穴径0.6cmで ある。理615

は刀子の刀身であ り、刃関および棟関が確認できる。刃長11.2cm C刃 幅1.2cm e刃 厚0.3cmで ある。1610～

1615は いずれも全体に著 しい錆ぶくれが認められる。

1616～ 4628は 鉄製角釘 (和釘)である。1616は 先端部が欠損した角釘である。断面長方形を呈し、平釘に

類する。1617は 先端部が欠損 した角釘である。断面長方形を呈し、頭 (か しら)部は L字状に造られてお

り、折釘に類する。 16礁 8は先端部が欠損 した角釘である。断面ほぼ正方形を呈 し、頭部は L字状に造られ

ており、折釘に類する。1619は 先端部が欠損した角釘である。断面ほぼ正方形を呈し、頭部形態は腐食によ

り不明である。1600は 頭部が欠損した角釘である。断面平行四辺形を塁し、頭部形態は欠損により不明であ

る。理621は 角釘のほぼ完形品である。断面長方形を呈し、平釘に類する。162像 は先端部が欠損した角釘であ

る。断面正方形を呈 し、切釘に類する。1623～ 霧625は 先端部が欠損 した角釘である。断面ほぼ正方形を呈

し、切釘に類する。1626は 先端部が欠損 した角釘である。断面正方形を呈 し、頭部は L字状に造られてお

り、折釘に類する。1627は 先端部が欠損 した角釘である。断面長方形を呈し、使用時の打撃により頭が二又

に割れている。平釘に類する。1628は 角釘のほぼ完形品である。断面長方形を塁し、使用時の打撃により頭

が扁平につぶれている。平釘に類する。1616～ 1628は いずれも全体に錆ぶ くれがみられ、なかでも16¶ ё～
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理6190162101623～ 162501627・ 1628の 腐食が著 しい。角釘 (和釘)は、古代から近世終末期まで、長期に

わたり使用された。

1629～ 1632は 鉄製紡錘車である。1629は 軸の一部が欠損した紡錘車であり、全体に著 しい錆ぶくれが認め

られる。1630は 軸が欠損 した小型の紡錘車であり、全体に錆ぶ くれがみられる。163101632は紡錘車の軸

部分と思われ、全体に著しい錆ぶくれが認められる。金属製紡錘車は東北 。中部地方で数多く出土している

が、九州での出土例は少数である。

1633は鉄鈴であり、全体に錆ぶくれがみられる。

礁634～ 1636は 鉄鏃 (狩矢)である。1634は 茎の先端部が欠損した雁又鏃であり、全体に錆ぶくれがみられ

る。1635は茎の先端部が欠損した方頭鏃であり、全体に錆ぶくれがみられる。1636は鋒および茎の先端部が

欠損した撃根鏃であり、全体に著しい錆ぶくれが認められる。

163701638は鉄製鎌である。1637は 刃先および茎が欠損した曲刃鎌であり、全体に著しい錆ぶくれが認め

られる。刃幅2.7cm O背厚0.3cmで ある。1638は 刃先が欠損 した曲刃鎌であり、全体に著 しい錆ぶくれが認め

られる。刃幅2.6cm O背厚0.3cmで ある。

163901640は 欠損した鉄製錠であり、全体に著 しい錆ぶくれが認められる。

1641は 先端部が欠損 した鉄製基であり、全体に著 しい錆ぶくれが認められる。

164201643は 先端部が欠損した鉄製撃であり、全体に著 しい錆ぶくれが認められる。

1644は 一部欠損した鉄製小札であり、全体に錆ぶくれがみられる。 2列 9孔が残存 しており、長さ6.3cm

(残存実測値)。 幅2.2cm e厚さ0.2cm・ 孔径0.3cmで ある。

1645は 一部欠損した鉄製建築用金具であり、全体に著しい錆ぶくれが認められる。

1646は 鉄鍋の一部であり、全体に著しい錆ぶくれが認められる。

1647～ 1660は 用途不明の鉄製品および鉄片である。1651は棒状で2/3が中は空洞である。1652は 一端が空

洞である。1660は 錆により全体がひび割れている。鋳造品である。

(9)鋼 製 品 (図 124)

1661は 土坑 (3《246)に埋納された、底部が欠損 した銅製仏花 (華)瓶である。全体に緑青の付着がみら

れ、広い口縁から細く狭まる頸が張った胴につき高台をもつ亜字形花瓶である。密教では「かびんJを「け

びよう」と呼び習わす。密教法具の花瓶であり、本来は仏前の供花具である。当遺物は祭祀・儀礼に用いら

れた可能性がある。福丼市『一乗谷朝倉氏遺跡 0朝倉景鏡館跡』からは、米 0麦 0胡麻 0琥珀などが入れら

れた鋼製の仏花瓶が越前焼の小壼の中に納められた状態で出土しており、地鎮具とされている。

1662は 一部欠損した鋼製刀装具である。表面に毛彫 りにて文様が施され、全体に緑青が付着 している。

166301664は 用途不明の鋼製環状金具であり、1663は 外径2.6cm、 1664は 外径1.lcmである。

(10)金属加工関連遺物 (図125)

1665は 輔の羽国の先端部片であり、端部が滓化している。通風孔部は内径20～ 27mmの 漏斗状である。

1666は平面不整多角形をした椀型鍛冶滓であり、表面に木炭痕を数ケ所確認できる。比重が低く、軽量で

ある。理667は 平面不整五角形をした椀型鍛冶滓である。比重が低く、軽量である。1668は 平面不整楕円形を

した含鉄椀型鍛冶滓である。比重が高く、重量感がある。1666～ 1608は いずれも表面に赤錆を帯びている。

(11) 金髭催彗 (D4126)

1669～ 1677は 中国で鋳造され、日本に輸入された渡来銭である。1669は 銅銭「淳化元責」 (行書体)であ

り、初鋳年代は990年 (北宋時代淳化元年)である。1670は銅銭「開元通費Jであり、初鋳年代は621年 (唐

時代武徳 4年)である。環071は 銅銭であるが、腐食および破損著 しく半J読不能である。167量 は 2枚が表面と

背面で銹着 した銅銭「聖宋元費J(真書体)であり、初鋳年代は1101年 (北宋時代建中靖国元年)で ある。
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纂幌節 近機の成震

弩。近 世 の遺構 (図 127)

近世の遺構は、表土を剥いだ後、部分的に残存する 4層 (桜島文明軽石)及び 5層 (黒色土)の上面をそ

ろえる際に、輪郭を検出することができた。実際の遺構の調査は、事前の確認調査によって、より下層に中

世・平安時代 。弥生時代 0縄文時代の各時代にわたる遺構 0遺物の検出が予想されていたため、全体的な調

査スケジュールを考慮して、平面プラン (分布状況)の実測といくつかの遺構の部分的な掘 り下げにとどめ

た。

昭和60年以前は、第 1次調査区域の北西部に舌状を呈する段丘がのびており、その部分に近世の墓地が

あったとされる。この墓地は昭和50年 に改葬されて、調査着手時には舌状の段丘自体もすでに削平されてい

たため、墓墳等の遺構を確認することができなかった。

確認された遺構は、溝状遺構 0竪穴状遺構・土坑 0掘立柱建物跡がある。遺構内から出土した遺物の年代

からは、17世紀代にさかのぼるものとは考えられず、大半は18世紀～19世紀に営まれたものと考えられる。

掘立柱建物跡や土坑は、第 1次調査の北側調査区域 (I～ L-2～ 6区)と南側調査区域の西端 (0～ V―

2～ 8区 )、 そして、第 2次調査の南側調査区域 (R～ T-12～ 15区)で検出された。この分布状況からおお

むね 3つの屋敷地に分けることができる。掘立柱建物跡はそれぞれの屋敷地に、 3棟、 8棟 (う ち 2棟は不

確実)、 3棟の合計14棟を確認した。Q-506区 にある掘立柱建物跡のビットのうち一つからは、炭化米が

まとまって検出されている。炭化米は籾が付いた状態であることから、収納されているときに火熱を受けた

ものが、柱穴内に落ち込んだものと思われる。この炭化米はDNA分析の結果、温帯ジャポニカのウルチ米と

モチ米の両方が混在していた可能性があるとされている。同じ屋敷地内に含まれるR-6区では、竪穴状遺

構が 2基検出された。

第 1次調査の南側調査区域西端 (R～ V-3～ 6区)では、南北方向の溝状遺構が検出された。U-5区で

は、凝灰岩の角柱状切石 (90cm× 40cm)3個 が横たわっており、石橋状の遺構と思われる。この溝状遺構

は、調査区域の南側の低位段丘 3面崖下に沿って設けられている用水路に接続しているものと想定され、よ

り下位の低位段丘 1面以下の水田に導水する用水路としての機能が想定される。 (文責 :棄畑光博)

2。 近 世 の遺 物 (図 128)

1678～ 1681は薩摩焼である。1678は 鉢の口縁部片であり、回唇部に貝目痕をのこす。龍門司系で、17世紀

後半から18世紀前半の所産と思われる。1679は 鉢の回縁部片であり、国唇部のみ無釉である。龍門司系で、

17世紀後半以降のものである。1680は 瓶の国縁～胴部片であり、龍門司系「鮫肌手」である。1681は 茶家

(土瓶)の 回縁～底部片であり、底部は無釉でスス付着。竪野系と思われ、17世紀初頭から19世紀にかけて

のものである。

穐680は 備前壺 (蓋)の天丼部片であり、上面にヘラで文字か記号が刻まれており、「十一」ないし「土」

と読める。

穐683～ 1685は 国産陶器である。1683は 唐津系碗の底部片であり、内面見込みは蛇ノロ釉剥ぎで、高台は露

胎している。兜中高台をもち、内面見込みに砂目痕をのこす。1684は 焙烙の「J縁～底部片であり、底部外面

および口縁端部周辺にスス付着。1685は 焙烙の口縁～底部片であり、内外面に著しくスス付着。

1り86～1691は 染付である。1686は 肥前系染付筒形碗の国縁～体部片であり、外面に雪持笹文が施描され

ている。18世紀後半から19世紀初頭にかけてのものである。1687は 伊万里染付小碗の回縁～体部片である。

1688は 伊万里染付蕎麦猪回の体～底部片である。1689は 肥前系染付皿の口縁～底部片であり、内面見込み中

央に五弁花文が施描され、高台部内面に一重の染付圏線および「二重角枠内渦福」の銘款が認められる。ま
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た高台部内面にハリ痕をのこす。Ⅳ期に相当し、1690年 から1780年代にかけてのものである。1690は伊万里

染付小皿のほぼ完形品であ り、俗に砂 目皿 と言われる。内面見込みは蛇ノロ釉剥ぎで、高台畳付は無釉であ

る。内面見込みに砂 目痕をのこしてお り、肥前磁器草創期だけ行なわれた朝鮮的窯詰め法によって焼かれた

事が窺える。 Ⅱ-1期に相当し、1610年 か ら1630年代にかけてのものである。明朝スタイルに変わる以前、

李朝の影響を受けたこの時期の肥前磁器は「初期伊万里」 と呼ばれている。1691は肥前系染付瓶の胴～底部

片である。碁笥底をもち、胴部外面に四重の染付圏線が施描され、底面は無釉である。 Ⅱ-2期に相当し、

1630年 から1650年代にかけてのものである。

1692は 土師器椀の底部片である。H-17区溝から出土 しているが、撹乱による流れ込みと思われる。

1693は 軒平瓦の端部片である。

1694は砥石であり、表面に研磨痕をのこす。石材は三川内 。亀山焼の原料にもなった天草陶石である。

1695～ 環697は 銅製品である。1695は 煙管の雁首、1696は煙管の吸日、1697は 箸である。 3点 とも、全面に

緑青が付着 している。

169801699は鉛製の弾丸である。表面に緑青が付着 してお り、鉛に銅をコーティングしている可能性があ

る。

170001701は銭貨である。1700は 「寛永通費」である。新寛永銭で、背に「文」が鋳込まれてお り、初鋳

年代は1668年 (寛文 8年)である。1701は 穴銭であるが、腐食著 しく判読不能であ り、詳細不明。

紙面スペースの都合上、遺物所見を簡略的に記述 した。形態 。法量など詳細は遺物実測図および遺物観察

表を参考にしてもらいたい。                          (文 責 :下田代清海)

。陶磁器の編年・分類は (九州近世陶磁学会 2000.2『九りヽ‖陶磁の編年』)に依った。
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表 1 出土遺物観察表 (1～ 70) +{tr: cm
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表ユ 出上遺物観察表 (71～ 140)
単位 i cm

載
号

掲
番 種 |』リ 器 1種 出土層遺構

調 1整 色
‐
調

月台‐|■土 酪一難
底 径

備 考
外■面 内 |‐ 面 外■面 内・ 面 幅

土師器 不 G-16区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘウ切 り

土師器 杯 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切 り、内面スス付着

土師器 不 P-14区 5層 ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 不 H-15区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り、側面穿孔、燈明皿?

土師器 不 SB103 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り、底部に来穿孔痕

土師器 ll● G-15区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 不 G-16区 5c層 ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 砂 粒 ヘラ切り

上師器 不 G-16区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 砂粒 ヘラ切り、外面スス付着

土師器 杯 H-14区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 G-16区 5c層 ナデ ナデ 浅橙色 浅橙色 砂粒 ヘラ切 り

上師器 不 SB105 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切リ

土師器 杯 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 G-15区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ナデ ナデ 橙色 橙色 透明の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 ナデ ナ デ にぶい橙色 にぶい橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 杯 S3105 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 坪 7 SA09 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 ヘラ切り

土師器 杯 G-15区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 117区5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 ←16区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 SD27 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精 良 ヘラ切リ

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 坪 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 SB105 ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 14N G-16区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂 粒 ヘラ切リ

土師器 不 SB97 ナデ ナデ 灰自色 支黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 外 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 杯 卜17区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 SN01 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 G-16区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り、内外面スス付着

土師器 杯 G-15区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 H-15区 5c層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 G-15区 5c層 ナデ ナデ 橙色 橙 色 砂粒 ヘラ切り

土師器 ネ ナデ ナデ 灰黄色 淡黄色 精 良 ヘラ切り

土師器 杯 G-15貶 ζ5c燥彗 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄機色 砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 G-14区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 SA08 ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄褐色 透明の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 坪 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 坪 SA08 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ‖-16区5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 SA08 ナデ ナデ 灰白色 淡黄色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色・透明の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ‖-17区5層 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 砂粒 ヘラ切り、内外面スス付着

土師器 不 SA08 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 ヘラ切り

土師器 不 ナ デ ナデ 橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 SQ01 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 SA08 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱 l1/」
・砂粒 ヘラ切り

土師器 不 H-15区 ピツト5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 H-16区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 H-16区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 H-1 7EX15層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切リ

土師器 坪 H-16区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 坪 |-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ‖-17区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 SA08 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

上師器 杯 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り、外面スス付着

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 杯 G-16EXIS層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 卜17区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 SN01 ナ デ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 透明の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 杯 H-17区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 坪 116区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 塔 H-16区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ‖-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 不 H-15区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 砂 粒 ヘラ切り

土師器 不 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒 ヘラ切り、内面スス付着

土師器 不 ‖-17区5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂 lii ヘラ切り
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表 3 出土遺物観察表 (141～ 210)
単位 i cm
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表4 出土遺物観察表 (211～280)

載
号

掲
番 種 1拐」 器‐1種 出土層遺構

調 1整 色・ 調
胎■■土 離

一≡
縞
一腱

備 考
外 1面 内 1面 外

‐
面 内 1面

土師器 杯 H-16区 5b層 ナデ ナデ 菱黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 G-16区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 卜16区 ピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 先黄橙色 砂粒 ヘラ切リ

土師器 杯 G-15区 5c層 ナデ ナ デ にぶい褐色 にぶい褐色 砂粒 ヘラ切り、内画スス付着

土師器 不 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄色 赤色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

土師器 塔 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 不 H-16区 5c層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 砂粒 ヘラ切り

219 土師器 不 卜17EXISc層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 ヘラ切り

土師器 塔か椀 SQ01 ナデ ナデ 橙 色 橙色 砂粒

土師器 塔か椀 SQ01 ナデ ナデ 黄橙色 にぶい黄橙色 砂 粒

222 土師器 不か椀 S3103 ナデ ナデ 黄橙色 橙色 砂粒

土師器 杯か椀 SQ01 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい褐色 砂 lll

土師器 杯か椀 S3103 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂 粒

225 土師器 不か椀 ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 黒色の鉱物・砂粒

土師器 不か椀 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒

227 土師器 杯か椀 ナデ ナデ にぶい橙色 橙 色 透明の鉱物・砂粒

228 土師器 杯か椀 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 透明の鉱物・砂粒 152

土師器 14Nか 椀 H-15区 ピット5層 ナデ ナデ 橙色 橙 色 砂粒

土師器 杯か椀 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 透明の鉱物・砂粒

土師器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒

232 土師器 高台付椀 SN01 ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 精良

土師器 高台付椀 S3106 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂til

土師器 高台付椀 H-17区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒

上師器 高台付椀 H-15区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒

236 土師器 高台付椀 H-16区 5c層 ナデ ナデ 橙 色 橙色 砂粒 脚接合痕

237 土師器 高台付椀 P14区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 茶褐色の鉱物・砂粒 口縁部にミガキ

土師器 高台付椀 SC279 ナデ ナデ 橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒

土師器 高台付椀 SB98 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒

土師器 高台付椀 ‖-14区5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒 外面スス付着

土師器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 SC263 ナデ ナデ にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 自色・黒色の鉱物・砂粒 底面未穿子L痕

土師器 高台付椀 卜17区5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 内外面スス付着

土師器 高台付椀 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒

上師器 高台付椀 G-16区 5c層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒

土師器 高台付椀 G-16区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 支黄橙色 砂 All

247 土師器 高台付椀 G-16区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 脚接合痕

土師器 高台付椀 G-14区 5c層 ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 卜17区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒

250 土師器 高台付椀 卜15区5層 ナデ ナデ 橙色 橙 色 砂 粒

土師器 高台付椀 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精 良

252 土師器 高台付椀 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒

253 土師器 高台付椀 Sド 06 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒

土師器 高台付椀 1 17EX15c層 ナデ ナデ 橙色 橙色 砂粒

255 土師器 高台付椀 G-16区 5層 ナデ ナデ 橙色 橙 色 砂粒

土師器 高台付椀 H-15区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 黄灰色 砂粒

土師器 高台付椀 SQ01 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 P14区 5層 ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 茶褐色の鉱物・砂粒 脚接合痕

土師器 高台付椀 G-14区 5c層 ナデ ナデ 灰白色 褐灰色 砂粒

260 土師器 高台付椀 卜16区5層 ナデ ナデ 橙色 橙色 砂粒

上師器 高台付椀 P-14区5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 線 刻

土師器 高台付椀 H-15区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂 粒

263 土師器 高台付椀 卜15区5層 ナデ ナデ 橙色 橙 色 砂粒 脚接合痕

土師器 高台付椀 SQ01 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい橙色 砂粒 脚接合痕

土師器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 橙色 砂粒

土師器 高台付椀 G-15区 5c層 ナデ ナ デ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 1 17EX15c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 G-14区 5c層 ナデ ナデ にぶしヽ橙色 にぶい橙色 砂粒

上師器 高台付椀 G-15区 5c層 ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 卜17区5c層 ナデ ナデ にぶい橙色 浅黄橙色 砂粒 外画スス付着

土師器 高台付椀 H-17区 5c層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒

土師器 高台付椀 1 15EX15層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 砂粒 内面スス付着

273 土師器 高台付椀 SA07 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精 良

274 土師器 小 皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精良 糸切り

275 土師器 小皿 H-16区 5b層 ナ デ ナデ 橙 色 橙 色 砂粒 ヘラ切り

土師器 甕 H-15区 5c層 ナデ ケズリ にぶい橙色 にぶい褐色 赤色・透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

277 土師器 P-14区5層 ナデ ナデ にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 赤色・透明の鉱物・砂粒

土師器 産
藁 H-17区 5層 ナデ ケズリ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色・透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 H-15区 5c層 ハケメ ケズリ にぶい橙色 にぶい黄橙色 透明の鉱物・砂粒 226 外面スス付着

土師器 ‖-15区5層 ナデ ケズリ にぶい橙色 にぶい橙色 黒色・褐色の鉱物・砂粒 298 輪積痕

単位 :cm
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表 5 出土遺物観察表 (281～350)
+'lv. cm

載
号

掲
番 種 拐嘔 器 1種 出主層遺構

調 1整 色 1調
胎 |■ 土 酪

一黙
底径 器高

備 考
外 1面 内 面 外 面 内 1面 幅 さ

土師器 肇
藁

ナデ ケズリ にぶい橙色 橙 色 白色・褐色の鉱物・砂粒 276

土師器 G-15区 5c層 ナデ ケズリ 橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 234

土師器 G-16区 5層 ナデ ケズリ にぶい橙色 にぶい橙色 黒色・透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 ○-14区 5層 ナデ ケズリ にぶい赤褐色 にぶい褐色 黒色・褐色の鉱物・砂粒 257 指頭痕、外面スス付着

285 土師器 ナデ ケズリ 褐 色 にぶい掲色 砂粒 258 外面スス付着

286 土師器 甕 ナデ ナデ 橙色 橙色 砂粒 23.4

287 土師器 G-15区 5c層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 透明の鉱物・砂粒

288 土師器 S398 ナデ ナデ 橙 色 橙色 砂粒

土師器 甕 H-15区 ビツト5層 ナデ ナデ 灰褐色 にぶい褐色 砂粒

土師器 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい黄橙色 砂粒

土師器 ナデ ナデ にぶい褐色 黒褐色 砂粒

土師器 甕 H16区 ナデ ナデ 橙色 橙色 透明の鉱物・砂粒

土師器 甕 H-15区 Sc層 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 SA07 ナデ ケズリ にぶい橙色 にぶい橙色 白色・褐色の鉱物・砂粒 指頭痕

295 土師器 甕 H・ 卜15区 5c層 ナデ ケズリ にぶい橙色 灰黄褐色 透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 甕 G・ H-15区 5c層 ナデ ケズリ 橙色 橙 色 赤色・透明の鉱物・砂粒

297 上師器 H-15区 5c層 ナデ ケズリ にぶい褐色 灰黄褐色 赤色・透明の鉱物・砂 r17 内外面スス付着

土師器 O-14区5層 ナ デ ケズリ にぶい黄橙色 にぶい橙色 黒色・褐色の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 葉
瓦

P14区 5層 ハケメ ナデ にぶい赤褐色 橙色 赤色・透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 甕 卜16区 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 透明の鉱物・砂粒 内面炭化物付着

土師器 H-15区 5c層 ナデ ケズリ 明褐色 にぶい橙色 透明の鉱物・砂粒 内外面スス付着

土師器 ナデ ナデ にぶい橙色 橙色 透明の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 〓空 SA07 ナデ ナデ 橙 色 橙 色 黒色の鉱物・砂粒 外面スス付着

土師器 甑 ナデ ケズリ 橙色 橙色 白色。褐色の鉱物・砂粒 外面スス付着

305 土師器 紡錘車 SD27 ナデ ナデ 浅黄色 にぶい橙色 黒色の鉱物・砂粒 1 高台付椀転用、穿子し径 10

黒色土器 高台付椀 G-15区 5層 ナデ ミガキ にぶい橙色 黒色 透明の鉱物・砂粒 A類、口縁部外面線刻

307 黒色土器 高台付椀 G-15区 5c層 ナデ ミガキ にぶい黄色 黒色 精良 A類

黒色土器 高台付椀 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 白色・透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 G-15区 5層 ナデ ミガキ 橙色 黒色 透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 Ⅲ16区5層 ナデ ミガキ 浅黄橙色 黒色 赤色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 L9区 2層 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 黒色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 H-15区 5層 ナデ ミガキ にぶい橙色 黒 色 白色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 H-14区 5層 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 白色の鉱物。砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ガキ にぶい橙色 黒色 赤色の鉱・・ //」・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 SQ01-5c層 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 ‖-16区5層 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 黒色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 SB98 ナ デ ミガキ にぶい黄橙色 黒 色 透明の鉱物・砂粒 A類

320 黒色土器 高台付椀 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 SD02 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 赤色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ミガキ にぶい橙色 黒 色 透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 塔 H-15区 5層 ナデ ミガキ 浅黄橙色 黒色 透明の鉱物・砂粒 A類、円盤状底部

黒色土器 高台付椀 H-17区 5層 ナデ カ キ にぶい橙色 黒色 白色の鉱物・砂粒 A類、円盤状底部、

黒色土器 高台付椀 G-15区 5層 ナデ ガキ にぶい黄橙色 黒色 赤色・透明の鉱物・砂粒 A類、底面菊花状調整痕

黒色土器 高台付椀 M10区 6層 ナデ ミガキ 橙 色 黒色 精良 A類

黒色土器 高台付椀 SN01-5c層 ナ デ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 白色の鉱物・砂粒 A類

328 黒色土器 高台付椀 ナ デ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 精 良 A類

329 黒色土器 高台付椀 」16区 5層 ナデ ミガキ 橙色 黒色 黒色の鉱物・砂粒 A類

330 黒色土器 高台付椀 H-15区 5層 ナデ ミガキ にぶい橙色 黒色 精 良 71 A類

黒色土器 高台付椀 H-14区 5層 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 黒色の鉱物・砂粒 A類

332 黒色土器 高台付椀 SF05 5層 ナデ ミガキ 灰黄色 黒 色 精良 A類、底 lEl菊花状調整痕

黒色土器 高台付椀 H-15区 5層 ナデ ミガキ にぶい黄橙色 黒色 精 良 A類

黒色土器 高台付椀 O-14区 5層 ナデ ガキ にぶい黄橙色 黒色 白色・赤色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 J-13区 5層 ナデ ミガキ 浅黄橙色 黒色 精良 A類

黒色土器 高台付椀 ■17区 5層 ナデ ミガキ にぶい黄褐色 黒色 赤色の鉱物・砂粒 7 A類、底面菊花状調整痕

黒色土器 高台付椀 ナデ ミガキ  |にぶい黄橙色 黒色 精良 7 A類

黒色土器 高台付椀 卜17区 5層 ナ デ ミガキ 橙色 黒色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 高台付椀 H-15区 5層 ナデ ミガキ   1橙 色 黒色 精 良 A類

黒色土器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ミガキ  |にぶい橙色 黒 色 透明の鉱物・砂粒 A類

黒色土器 卜16区 5層 ナ デ ミガキ  1浅黄橙色 黒色 赤色の鉱物・砂粒 204 A類

黒色土器 高台付椀 G-16区 5層 ミガキ ミガキ   1黒 色 黒色 透明の鉱物・砂粒 B英頁

黒色土器 高台付椀 ミガキ ミガキ  1黒色 黒色 透明の鉱物・砂粒 3類

墨書土器 高台付椀 G-16区 5層 ナデ ナデ こぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 ヘラ切り、底外面に墨書

墨書土器 高台付椀 H-16区 5層 ナデ ナデ    1浅 黄橙色 橙 色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書「上中」

墨書土器 外か椀 H-16区 5層 ナデ ナデ 橙 色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書「上中J?

347 墨書土器 H-16区 5層 ナデ ナデ   |にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 白色・褐色の鉱物・砂粒 墨書、判読不能

墨書土器 不か椀 H-16区 5層 ナデ ナデ   1浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書、判読不育旨

墨書土器 塔か椀 H-15区 5層 ナデ ナデ   1明黄橙色 明黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書「上中」?

墨書土器 坪か椀 H-15区 5層 ナデ ナデ   |にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 墨書、判読不能
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表 6 出土遺物観察表 (351～420)
単位 :cm

掲載
番号 種 別 器 1種 出土層遺構

調  整 色 1調
胎  1土

口径 底 径 器高
備 考

外 面 内 面 外 面 内 面 長さ 幅 厚さ

墨書土器 杯か椀 H-15区 5層 ナデ ナ デ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書、判読不能

墨書土器 杯か椀 SD25 ナデ ナデ にぶい橙色 灰黄色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書、判読不能

353 墨書土器 不か椀 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 墨書、判読不能

墨書土器 杯か椀 15区5層 ナ デ ナデ 浅黄橙色 淡黄色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 墨書、判読不能

須恵器 ネ SC267 ナデ ナデ 灰オリーブ色 灰オリーブ色 白色の鉱物・砂粒

356 須恵器 坪身 G-15区 5c層 ナデ ナデ 褐灰色 灰 色 白色の鉱物・砂粒

須憲器 甕 H-16区 5層 ナデ ナデ 暗赤褐色 暗赤褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 甕 H-15区 5層 ナデ ナデ 褐灰色 暗灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

359 須恵器 ナデ ナデ 褐灰色 茶褐色 白色・褐色の鉱物・砂粒

須恵器 SA08・ SD01 格子タタキ 押え・ナデ 黄褐色 暗灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 甕 H-16区 5層 平行タタキ 波状押え 褐灰色 灰色 白色の鉱物・砂粒

362 須恵器 G-16区 5層 格子タタキ 押え・ナデ 褐灰色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒 176

363 須恵器 H-16区 5層 平行タタキ 平行押え 褐灰色 暗灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 甕 H-16区 5層 平行タタキ 波状押え 暗赤褐色 暗灰色 白色の鉱物・砂粒

365 須恵器 卜16区5層 。SD28 格子タタキ 押え・ナデ 暗灰色 灰 色 白色 。褐色の鉱物・砂粒

須意器 SD01 タタキ・ナデ タタキ・ナデ 褐灰色 褐灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒 17.6

須恵器 G-15区 5層 格子タタキ 押え・ナデ 灰 色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 卜16区5層 ナデ l甲え・ナデ 褐灰色 黒灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 卜16区5層 ナデ ナデ 褐灰色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 03区 3層 ナデ ナデ 褐灰色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 甕 H-16区 5層 平行タタキ 波状押え 黄褐色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 H-16区 5層 平行タタキ 波状押え 灰 色 暗灰色 白色の鉱物・砂粒

須恵器 甕か壺 H-15区 5層 平行タタキ 波状押え 暗灰黄色 灰色 白色の鉱物・砂粒

須恵器 甕 格子タタキ 押え・ナデ 褐灰色 灰 色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 G-15区 5層 格子タタキ 平行押え 黒灰色 黒灰色 白色・黒色の鉱物・砂 All

376 須恵器 H-16区 5層 格子タタキ 波状押え 黒灰色 黒灰色 自色・黒色の鉱物・砂粒 外面自然釉

須恵器 ‖-15EXE5層 ナデ ナデ 褐灰色 黒灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 H-16区 5層 ナデ ナデ 灰色 灰 色 白色・黒色の鉱物・砂粒

379 須恵器 短頸壺 H-15区 5b層 格子タタキ 平行押え 灰色 灰 色 自色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 卜16区5層 ナデ ナデ 暗赤褐色 灰 色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 短頸壼 H-16区 5層 ナデ ナデ 褐灰色 暗灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 」15灰5層 ナ デ ナ デ 褐灰色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 G-16区 5層 格子タタキ 押え・ナデ 褐灰色 黒灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 耳付壺 ナデ タタキ・ナデ 黒掲色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒 外面自然釉

須恵器 耳付壺 H-15区 5層 格子タタキ ナデ 灰色 灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須憲器 G-16区 5層 ナデ ナデ 黒灰色 灰色 白色の鉱物・砂粒

須恵器 H-15区 5層 ナデ ナデ 黒灰色 黒灰色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 G-15区 Sc層 平行タタキ ナデ 黒灰色 灰色 白色の鉱物・砂粒

須恵器 耳付壼 H-15区 5層 格子タタキ ナデ 暗赤褐色 灰 色 白色・黒色の鉱物・砂粒

須恵器 横瓶 G-16区 5層 格子タタキ 波状押え 褐灰色 黒灰色 白色の鉱物・砂粒

須恵器 転用硯 G-15区 5層 格子タタキ 波状押え 暗赤褐色 黒灰色 白色の鉱物・砂粒 甕胴部転用、内面赤色顔料付着

392 緑釉陶器 小椀か小塔 H-17区 5b層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 黄褐色土

緑釉陶器 小坪 H-15区 5b層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 黄褐色土 7

緑釉陶器 小不 ‖-16区5層 ミガキ ミガキ 黄褐色 黄褐色 赤褐色土 洛北系

395 緑釉陶器 椀 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 洛西系

緑釉陶器 小型椀 G-15区 5c層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 灰色土

397 緑釉陶器 椀 7 G-15区 5b層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 暗灰掲色土

緑釉陶器 椀 ? F15EX15c層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 暗灰褐色土

399 緑釉陶器 椀 G-15区 5b層 ミガキ ミガキ 萌葱色 萌葱色 暗掲色土 近江系、貼付高台(段付)

緑釉陶器 椀 卜16区5層 ミガキ ミガキ 緑黄色 緑黄色 暗灰色土 洛西系、削り出し高台

緑釉陶器 椀 H-16区 5b層 ミガキ ミガキ 黄褐色 黄褐色 暗灰色土 57 洛西系、削り出し高台

緑釉陶器 皿 (段皿 ) SA07 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 黒褐色上 洛西系

緑釉陶器 皿 (段皿 ) G-15区 5b層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 赤褐色土 洛西系

緑釉陶器 Illl? ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 暗灰色土 洛西系

緑釉陶器 Illl G-15区 Sb層 ミガキ ミガキ 暗緑黄色 暗緑黄色 暗灰色土

緑釉陶器 llll G-15区 5b層 ミガキ ミガキ 暗緑黄色 暗緑黄色 暗灰色土

緑釉陶器 Illl? SD25 ミガキ ミガキ 暗緑黄色 暗緑黄色 褐灰色土 洛西系

緑釉陶器 lll? G-15区 5b層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 暗灰褐色土

緑釉陶器 IIIl F15区5c層 ミガキ ミガキ 淡緑黄色 淡緑黄色 淡褐色土 洛西系

緑釉陶器 皿 F-14区 ピツト ミガキ ミガキ オリーブ黄色 オリーブ黄色 暗灰色土 洛西系、砂目積痕、削り出し高台

青磁 椀 SC290・ SA08 施 釉 施 釉 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 206 越州窯系 1 2ウ 類、目痕

青磁 椀 H-17区 5層 施 釉 施 釉 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 208 越州窯系 -2b類、目痕

青磁 椀 K-13区 5層 施釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 越州窯系 類

青磁 椀 H-16EXIS層 施 釉 施 釉 黄褐色 黄褐色 褐灰色土 越州窯系 lb?、 内面目跡

青磁 輪花椀 14区 5層 施 釉 施 釉 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 越州窯系 2類

青磁 椀 H-17区 5b層 施釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 灰褐色土 越州窯系 類

青磁 椀 H-16区 5層 施 釉 施 釉 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 越州窯系 類

青磁 椀 SC266 施釉 施釉 暗緑黄色 暗緑黄色 黒褐灰色土 越州窯系 類

青磁 椀 H-15区 5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 褐灰色土 越 ll l窯系 -2ウ類、目痕

膏磁 椀 H-16区 5b層 施 釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 褐灰色土 越州窯系 類、輪高台
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表7 出上遺物観察表 (421～490)
単位 l cm

晏郵
口，

掲

番 種 胡じ 器 1種 出土層遺構
調 1整 色  調

胎 ‐1土
口径

長さ
離
一幅

備 考
外 1面 内 面 外 面 内  面

青磁 壼 (蓋 ) 卜16015層 施釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 暗灰色土 越州窯系 11類

白磁 椀 SB77 5層 施釉 施 釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色上 椀 IV類、玉縁口縁

白磁 椀 SC125 施 釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀 IV類、玉縁口縁

白磁 椀 SB87 5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀iV類、玉縁口縁

白磁 椀 卜17区 トレンチ 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色上 椀 1-1類、玉縁口縁

白磁 椀 M-4区 5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰自色土 椀 IV類、玉縁口縁

427 白磁 椀 SC138 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀IV類、玉縁口縁

白磁 椀 P-13区 5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀IV類、玉縁口縁

白磁 椀 S-8区6層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰自色土 椀iV類、玉縁口縁

白磁 椀 SC132 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀Ⅳ類、玉縁口縁

白磁 椀 |-15区 5層 施釉 施 釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀IV類、玉縁口縁

白磁 椀 M8区 5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀∨ 1類、内面沈線

白磁 椀 N-6区 5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰自色 灰白色土 椀 IV類、玉縁口縁

白磁 椀 N-7区 5層 施釉 施釉 淡灰自色 淡灰白色 灰白色土 椀V類

435 白磁 椀 05区5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰自色土 椀 IV類

436 白磁 椀 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀 IV la類 、底部外面無釉、内面沈線

白磁 椀 P-15区 5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀IV-2a類 、内面沈線

白磁 椀 SD01 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰自色土 椀IV-la類 、外面無釉、貫入、内面沈線

439 白llk 椀 SD14 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 椀∨類、高台無釉、内面沈線

白磁 水注 P8区5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 高台内面墨書「大/1NMJ

白磁 小壼 P-3区ピツト5層 施釉 施釉 淡灰白色 淡灰白色 灰白色土 広東省or福建省系、内面無釉、小壼‖類oriV類

製塩土器 塩焼壼 G-14区 5c層 ナデ 布痕 にぶい褐色 橙 色 砂粒

製塩土器 塩焼壼 H-15区 5c層 ナデ 布痕 橙 色 橙色 透明の鉱物・砂粒

製塩土器 塩焼壼 H-15区 Sc層 ナデ 布痕 美黄橙色 浅黄橙色 透明の鉱物・砂粒

製塩上器 塩焼壺 Ⅲ17区5c層 ナデ 布痕 にぶい褐色 にぶい橙色 雲母・白色の鉱物・砂粒

製塩土器 塩焼壼 G-15区 5c層 ナデ 布痕 橙色 橙色 由色・赤色の鉱物・砂粒

製塩土器 塩焼壼 G-15区 5c層 ナデ 布 痕 褐色 橙 色 雲母。白色の鉱物・砂粒

製塩土器 塩焼壺 G-14区 5c層 ナデ 布痕 明褐色 橙色 雲母・白色の鉱物・砂粒

土製品 土錘 H-15区 5c層 橙 色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 穿孔径05、 919

土製品 土錘 F-15区5c層 橙色 橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 穿孔、389

土製品 土錘 断面V字状切り日、1849

土製品 用途不明 H-14区 5c層 にぶい橙色 にぶい橙色 砂粒 未穿孔痕 2、 259

粘土塊 用途不明 にぶい黄橙色 橙色 砂 粒 15.49

粘土塊 用途不明 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 1239

455 石 器 磨石・敲石 SC285 9 砂岩、5609

石 器 磨 石 卜17区5c層 砂岩、スス付着、569

石 器 磨石? N-6区 5c層 砂岩1569

石 器 砥石 G-15区 5c層 6 陶石 13799

石 器 砥石 SD34 砥面 3、 6109

石 器 砥石 G-17EXIピツト 砥面 2、 2109

石 器 台石 SA07 7

石 器 磨石 SA06 石llll?スス付着、4,4009

石製品 石製か具 G-16区 5層 石帯 (巡方)、 2719

石製品 用途不明 」-16区 ピット 3519

軽石製品 tl輪塔 花輪 ?、 3′ 3409

軽石製品 竃の支柱? 3559

軽石製品 用途不明
5509

軽石製品 用途不明 SA07 4209

軽石製品 用途不明 SD25

軽石製品 用途不明 125 105 3609

軽石製品 用途不明 SC285 スス付着、4109

472 鉄製品 毛抜き SA07 17

鉄製品 用途不明 SA08 689

土師器 塔 ナデ ナデ 曳黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 SD01下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD01下 層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 7 糸切り

土師器 不 SD01下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 杯 SD0 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD0 下層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 115 糸切り、簾状圧痕

上師器 坪 ナ デ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 莞黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 12.2 糸切り

土師器 塔 SD01下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 122 糸切り、板状圧痕

土師器 坪 SD01下 層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

485 土師器 14N ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 133 糸切り

土師器 杯 SD01 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 杯 SD0 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

488 土師器 坪 ナデ ナデ 8J3黄 褐色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り?

489 土師器 不 SD01 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 SD01 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、工具痕
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表 8 出上遺物観察表 (491～ 560)

載

号

掲

番 種 ‐1別 器 種 出土層遺構
調  整 色 調

胎   土
口径 齢

一幅
器高

備 考
外 面 内 面 外 面 内 面 長さ 厚 さ

土師器 1/N SD02最上層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 8 糸切り

492 土師器 烙 SD02最上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒色の鉱 4///J。 砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 坪 SD02最上層 ナデ ナデ 灰白色 灰 白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 塔 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱 I17//J・ 砂粒 5 糸切り

495 土師器 不 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 6 糸切り

土師器 杯 SD02最 上層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂 lil 糸切り

土師器 杯 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 6 糸切り

土師器 杯 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物 。砂粒 糸切り

土師器 塔 SD02下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 0 糸切り

土師器 坪 SD02下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 0 糸切り

上師器 外 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 0 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 0 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナ デ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 0 9 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 灰自色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 2 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 不 SD02下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 寿黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 4 糸切り

土師器 f4N SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 姜黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 4 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 .4 糸切り

523 土師器 14N SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物 。砂粒 糸切り

525 土師器 杯 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 姜黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状 F■ 痕

526 土師器 杯 SD02 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 外 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 淡黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂 lll 6 糸切り

529 土師器 塔 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 7 糸切り

土師器 塔 SD02最 上層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 外 SD02 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

532 土師器 杯 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

533 土師器 杯 SD02 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

土師器 ネ SD02 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

535 上師器 杯 SD02 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

536 土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 姜黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 外 SD02最 上層 ナデ ナ デ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

上師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

539 土師器 不 SD02 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 烙 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

上師器 外 SD02下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 坪 SD02最 上層 ナ デ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 坪 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 7 糸切り

土師器 不 SD02下 層 ナデ ナデ 灰白色 淡黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 灰自色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 SD02下 層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 SD02最 上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂 lil 糸切り

土師器 杯 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物 。砂粒 糸切り

土師器 杯 SD02最上層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 不 SD02最上層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 3 糸切り

552 土師器 杯 SD02最 上層 ナ デ ナデ 橙色 赤橙色 透明の鉱物・砂粒

553 土師器 杯 SD02最 下層 ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 黒褐色の鉱物・砂粒

土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 橙色 橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 ヘラ切り

555 土師器 不 ナデ ナデ 橙 色 にぶい黄橙色 赤色 。黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

556 土師器 杯 SD02下 層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

557 土師器 不 SD02最 上層 ナデ ナデ 褐灰色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

558 土師器 不 SD02最上層 ナデ ナデ 橙 色 橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

559 土師器 塔 SD02下 層 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 杯 SD02最 上層 ナデ ナデ 圭黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り
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表9 出土遺物観察表 (561～630)
単位 i cm

掲載
番号

種 1別 器 1種 出土層違構
調 1整 色 ■調

胎 ■■土
口径 底径 縮

一騰
備 考

外 ■面 内 面 外 面 内 1面 長さ 幅

土師器 不 SD02最上層 ナ デ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 烙 SD02最上層 ナデ ナデ 橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 不 SD02下層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 杯 SD03 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

565 土師器 杯 SD03 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

566 土師器 不 SD03 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 8 糸切り

土師器 坪 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 杯 SD09 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 不 ナ デ ナデ 灰自色 にぶい黄橙色 精 良 122 3. 糸切り

570 土師器 坪 ナデ ナデ 灰白色 灰自色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 114 糸切り

土師器 杯 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精 良 糸切リ

573 土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 不 SD09 ナ デ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 坪 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精良 糸切り

土師器 不 SD09 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 精良 糸切り

土師器 塔 SD09 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰自色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

579 土師器 杯 SD09 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒

土師器 杯 SD09 ナ デ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 不 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰自色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ネ SD10 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 杯 SD10 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

585 土師器 不 SD10 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 110 糸切り

土師器 不 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

587 土師器 杯 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂fll 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 髭黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 先黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 坪 SD10 ナ デ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り?

土師器 不 SD10 ナデ ナデ 尭黄橙色 灰白色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 SD10 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 塔 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 7 糸切リ

土師器 不 SD10 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

595 土師器 不 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SD10 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

597 上師器 塔 SD12 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂 lil 133 2 糸切り

±師器 坪 SD15 ナデ ナデ 褐灰色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 妬 SD15 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 不 SD15 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物。砂粒 糸切り

土師器 杯 SB09 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 精良 糸切り、板状Ft痕

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 杯 ナデ ナデ 淡黄色 灰白色 精良 糸切り

土師器 率 S324 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 SB26 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 杯 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SB33 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 S335 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 不 SB35 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・透明の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 L4・ ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り、簾状圧痕

土師器 杯 SB48 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 S353 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SB53 ナデ ナデ 髭黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 112 糸切り

土師器 杯 SB55 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 白色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 S358 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精良 糸切リ

土師器 14N SB60 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 板状圧痕

土師器 壻 S360 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

620 土師器 不 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 白色の鉱物・砂粒 122 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 ナデ ナデ 浅黄橙色 支黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

622 土師器 坪 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 SB62 ナデ ナデ 浅黄橙色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 S364 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

625 土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・褐色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

土師器 塔 SB65 ナデ ナデ 灰白色 淡黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

627 土師器 塔 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 坪 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 茶褐色の鉱物・砂粒 糸切り

629 土師器 杯 SB67 ナデ ナデ 灰白色 灰自色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 S367 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色の鉱物・砂 ril 糸切り
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表10 出土遺物観察表 (631～700)
単位 :cm

載

号

掲

番 種 |1別 器   1 種 出土層遺構
調 ■整 色 調

胎 |■ 口径 醗
一幅

器高
備 考

外・面 内
1面

外 面 内 面 長さ 厚 さ

土師器 坪 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

632 土師器 坪 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 122 糸切り

土師器 塔 SB77 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 透明の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 SB77 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

635 土師器 坪 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱 1///J・ 砂粒 糸切り

上師器 坪 S377 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

637 土師器 不 S378 ナデ ナデ 菱黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 坪 S379 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 坪 S382 ナデ ナデ 支黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 112 糸切り

642 土師器 杯 ? SA02 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

643 土師器 不 SA03 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 115 糸切り

上師器 塔 SA03 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 不 SA03 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 ? SA03 ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂 Ti7 糸切り

土師器 杯 ? SA10 ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物 。砂粒 糸切 リ

土師器 杯 SC03 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SC29 ナデ ナデ 支黄橙色 浅黄橙色 精良

土師器 不 ナデ ナデ 先黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 125 糸切り、簾状圧痕

652 土師器 不 SC37 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SC37 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 135 糸切り

土師器 杯 SC37 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒

655 土師器 杯 SC42 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精 良 糸切り

656 土師器 不 SC43 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

657 土師器 不 SC43 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 杯 SC47 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り

上師器 杯 SC48 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 杯 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

662 土師器 不 SC56 ナデ ナデ 灰白色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

663 土師器 坪 SC57 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 精良 糸切り

土師器 坪 SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

土師器 杯 SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 杯 SC70 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切 り、板状圧痕

667 土師器 塔 SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 111 2 糸切り

668 土師器 坪 SC70 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 坪 SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 杯 SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

672 土師器 坪 SC90 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SC95 ナデ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 赤色の鉱
lt///」・砂粒 117 2 糸切り

674 土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

675 士師器 坪 SC96 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 白色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 SC98 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 122 2 糸切り、板状圧痕

677 土師器 坪 SC98 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 杯 SC100 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 坪 SC100 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切 リ

上師器 不 SC100 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 SC100 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 1 糸切り、圧痕

土師器 外 SC100 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 不 SC100 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、F■ 痕

土師器 坪 SC101 ナデ ナ デ 灰白色 浅黄橙色 精 良

上師器 杯 SC101 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精良 糸切り、圧痕

土師器 塔 SC102 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 糸切り

687 土師器 塔 SC109 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

688 土師器 杯 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

±8T器 不 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 杯 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

692 土師器 不 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 精良 2 糸切り

土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 123 糸切り、圧痕

694 土師器 杯 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 129 2 糸切り

695 土師器 不 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

上師器 不 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 ナデ ナ テ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 孝 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 115 糸切り、圧痕

土師器 坪 ナデ ナデ 曳黄橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 鉢 ナ デ ナデ 橙 色 黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 120 3 糸切り、板状圧痕
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表11 出土遺物観察表 (701～770)
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表12 出土遺物観察表 (771～840)

掲載
番号

種 |‐ 別 器 1種 出土層遺構
調

‐
整 色 調

胎 ‐■土 略
一難

離
一幅

舗
一鮭

備 考外
‐
面 内 1面 外 面 内  面

土師器 杯 N-6区 5層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 U-7区 5c層 ナ デ ナデ 灰白色 灰白色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 M6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 莞黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 N-7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 糸切り、板状圧痕、ヘラケズリ、スス付着

土師器 不 N-6区 5層 ナ デ ナデ 灰自色 菱黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 112 糸切り、圧痕

土師器 不 N-6区 6層 ナデ ナデ 灰自色 淡黄色 赤色。黒褐色の鉱物・砂粒 112 糸切り、板状圧痕

土師器 不 N5区 ピツト5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・透明の鉱物・砂粒 糸切り、板状瓶痕

土師器 不 N-8区 5層 ナ デ ナデ 灰白色 灰白色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 坪 M-7区 5層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精良 糸切り、圧痕

土師器 不 R5区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 2 糸切り、圧痕

上師器 杯 Q-10区5層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕、ヘラケズリ

土師器 不 N-5区 ピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 杯 M7区 5層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精良 117 糸切り、ヘラケズリ

土師器 繁 N-7区 ピット5層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 精 良 117 糸切り

土師器 塔 M6区 5層 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 P-13区 5層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 外 M-7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 糸切り

土師器 坪 N-6区 ピット5層 ナ デ ナデ にぶい黄橙色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

上師器 杯 N-6区 ピツト5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 9 糸切り

土師器 坪 M9区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精農 糸切り、板状圧痕

土師器 塔 Q5区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 8 糸切り、板状圧痕

土師器 不 S-8区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 発黄橙色 精 良 糸切り、圧痕

土師器 不 M-7区 5層 ナデ ナデ 淡黄色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状歴痕

上師器 杯 N-6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 寿黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 Q5区5層 ナ デ ナデ 明褐灰色 浅黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 Q7区5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 塔 U7区 5層 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕、スス付着

土師器 坪 P-8区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状腰痕

土師器 不 U-7区 5c層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 杯 卜6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 踏 M-4区 ピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 卦 U7区 5c層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 杯 R5区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精 良 122 糸切り、圧痕

土師器 坪 Q6区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 122 糸切り

土師器 杯 T7区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精農 122 糸切り、板状圧痕

上師器 塔 N-6函 5層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 褐色の鉱物・砂粒 122 糸切り、簾状圧痕

土師器 不 ○-5区 ビット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 123 糸切り、板状圧痕

土師器 14N U6区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 Q5区5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土 elll器 坪 U-7区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 125 糸切り、スス付着

上師器 鉢 P-4区5層 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 14・ N6EXIピ ツト5層 ナデ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 不 N6区 5層 ナデ ナデ 褐灰色 灰白色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

土師器 坪 N-6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 杯 N7区 5層 ナ テ ナテ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 2 糸切り

土師器 不 H-16区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 13.2 糸切り

土師器 杯 N-6区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 杯 U7区 5c層 ナ デ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 不 P8区 6層 ナデ ナ テ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 15.0 糸切リ

820 土師器 杯 P7区 ビット5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 P-5区ピット5層 ナ デ ナデ にぶい黄橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 不 M-7区 ピット5層 ナテ ナ デ 浅黄橙色 菱黄橙色 黒色・透明の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 不 7EXIピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱
l1/4・

砂粒 糸切り、圧痕

土師器 不 N9区 5層 ナデ ナデ 尭黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 皿ヽ ナデ ナ テ 尭黄橙色 寿黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 15 糸切り

826 土師器 IヽIl 5D01下 層 ナデ ナ テ 浅黄橙色 支黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 6 糸切り

土師器 」ヽ皿 ナテ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 7 13 糸切り

土師器 Jヽ皿 SD01下 層 ナデ ナテ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

829 土師器 」ヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱4//」・砂粒 糸切り

830 土師器 皿ヽ カデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 12 糸切り

土師器 Iヽlll SD02最 上層 方デ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 皿ヽ 5D02最上層 たデ ナテ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 0 糸切り

土師器 皿ヽ ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 lヽlll 5D02最上層 たデ オデ にぶい黄橙色 橙 色 赤色の鉱物・砂粒 1 糸切り、板状圧痕

土師器 IヽIIl 5D02最上層 たデ カデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 lヽlll D02 たデ ナデ 践黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 Iヽll D02最 上層 たテ 一
ア 義黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 IヽIIl 5D02下層 たデ カデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 1 糸切り

量師器 」ヽllll

'D02下
層 ナデ 炎黄色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 7 4 糸切り

土師器 」ヽIlll ,D02最上層 オデ 美黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 7 糸切り

単位 i cm

- 158 -



表13 出上遺物観察表 (841～ 910)
単位 :cm
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表14 出土遺物観察表 (911～ 980)
単位 i cm

載
号

掲
番 種 別 器 種 出土層遺構

調  整 色  調
胎   土

口径 底径 器高
備 考

外  面 内 面 外 面 内 面 長さ 厚 さ

土師器 4ヽ皿 SD10 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄褐色 赤色の鉱物・砂粒 12 糸切り

土師器 7」 皿ヽ SD10 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 llll SD10 ナデ ナデ 灰黄褐色 灰黄褐色 黒褐色の鉱物・砂粒 11 糸切り

土師器 /1ヽ皿 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 /1ヽ Illl SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 11 糸切 り

土師器 小皿 SD10 ナデ ナデ 橙 色 橙 色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /」 皿ヽ SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小 皿 SD10 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SD10 ナデ ナデ 橙 色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 6 糸切り

920 土師器 小皿 SD10 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /」 皿ヽ SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 美黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 1 糸切り

土師器 小 Illl SD10 ナデ ナデ 莞黄橙色 尭黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ′」ヽ皿 SD10 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 6 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 SD10 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 1 糸切り

925 土師器 」ヽ皿 SD12 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・透明の鉱物・砂粒 1 糸切 り

土師器 /」 皿ヽ SD14 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

927 土師器 小皿 SD14 ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 精 艮 糸切り

土師器 」ヽ皿 SD14 ナデ ナデ 曳黄橙色 にぶい黄橙色 精良 1 糸切 り

土師器 小皿 SD15 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SD16 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小 lll SD21 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 1 糸切り

土師器 小皿 SD21 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナ テ 浅黄橙色 橙 色 浅黄橙色 糸切り

土師器 小 lll SB05 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱 l1//J・ 砂 lll 4 糸切り

上師器 小皿 S307 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精 良 4 糸切り、指頭圧痕

土師器 小皿 ナデ ナ デ 灰自色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切り

937 土師器 小皿 SB47 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

938 上師器 小皿 SB47 ナデ ナデ 浅黄橙色 橙 色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl SB47 ナ デ ナ デ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 6 糸切 り

土師器 小皿 SB48 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 浅黄橙色 糸切 り、板状圧痕

上師器 小皿 SB48 ナデ ナデ 養黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 1 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切 り

土師器 小皿 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SB53 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SB55 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切 り

土師器 小 Illl ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切 り

947 土師器 小皿 SB60 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精 良 糸切り

土師器 小皿 SB60 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 小皿 SB60 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精 良 0 糸切 り

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 71ヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

953 土師器 」ヽ皿 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 小Illl ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切 り

955 土師器 小皿 SB63 ナデ ナ テ 浅黄橙色 淡黄色 茶褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 Jヽ皿 S365 ナデ ナデ 髭黄橙色 淡黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 ′
Jヽ皿 S365 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 4 糸切 り、板状圧痕

土師器 ′」ヽ皿 ナデ ナ テ 灰白色 淡黄色 黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切 り、簾状圧痕

土師器 小 llll S365 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 ′
Jヽ皿 S365 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、外面にスス付着

土師器 小皿 ナデ ナ デ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SB66 ナデ ナデ 菱黄橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 皿 SB66 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、外面下半にスス付着

土師器 小皿 SB66 ナデ ナデ 淡黄色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 小皿 SB66 ナデ ナデ 菱黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・褐色の鉱物・砂粒 糸切り

966 土師器 /1ヽ Illl SB66 ナデ ナデ 菱黄橙色 浅黄橙色 赤色・褐色の鉱物・砂粒 糸切り

967 土師器 小皿 S366 ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色 茶褐色の鉱物・砂粒 糸切り

968 土師器 小 llll S366 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 茶褐色の鉱「30● 砂粒 4 糸切り

土師器 71ヽ llll SB67 ナデ ナデ 灰自色 浅黄橙色 赤色の鉱「・
/2・ 砂粒 糸切り

970 土師器 」ヽllll SB67 ナ デ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 0 糸切り、板状 F■ 痕、スス付着

土師器 小皿 SB67 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 3 糸切り、スス付着

土師器 小 Illl S867 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

973 土師器 小 llll SB75 ナデ ナ デ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 小 flll S377 ナデ ナデ 灰白色 麦黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

976 土師器 小皿 ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り、板状圧痕

977 土師器 小 皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 5 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 SB77 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

979 土師器 小 Illl ナ デ ナデ 浅黄橙色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 4 糸切り

98C 土師器 小皿 S377 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 77 2 糸切り
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表15 出土遺物観察表 (981～ 1050)
+1U . tm

載
号

掲
番 種 ‐別 器 種 出土層遺構

調  整 色 調
胎  土 略

一黙
縞
一駐

備 考

外 面 内 面 外 面 内 画

土師器 /」 Iヽlll SB77 ナデ ナデ 浅黄橙色 曳黄橙色 透明の鉱物・砂粒 糸切り

982 土師器 ′」ヽ皿 SB77 ナデ ナデ 橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 小皿 S379 ナデ ナデ 灰白色 橙 色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小 Illl SB79 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 llll ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

988 土師器 /1ヽ llll ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

生師器 小 皿 S893 灰白色 浅黄橙色 赤色・白色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 JヽIlll SA02 ナデ ナデ にぶい黄橙色 曳黄橙色 赤色・黒色の鉱
l177」・砂粒 糸切り

土師器 Jヽ皿? SA02 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切 り

992 上師器 小皿 SA03 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 11 糸切り

土師器 小皿 SC01 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小 llll SC03 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 13 糸切り

土師器 /」 Iヽlll SC03 ナデ ナデ 浅黄橙色 明黄褐色 赤色の鉱物・砂粒 11 糸切 り

996 土師器 小皿 SC09 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

997 土師器 /」 皿ヽ SC22 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切 り

998 土師器 小皿 SC32 ナデ ナデ 橙 色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

999 土師器 1ヽ皿 SC35 ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC36 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC37 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SC37 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC37 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 71 糸切り、圧痕

土師器 7jヽ皿 SC37 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 llll SC37 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 精良 13 糸切り

100[ 土師器 」ヽ皿 SC43 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 13 糸切り

土師器 Jヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 11 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 14 糸切り

土師器 小皿 SC46 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 /1ヽ皿 SC47 ナデ ナデ にぶい黄橙色 莞黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 4ヽ皿 SC49 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ′」ヽ皿 SC50 ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 白色の鉱物・砂粒 糸切 リ

土師器 小皿 SC56 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC56 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、F■ 痕

土師器 小皿 SC57 ナデ ナデ 浅黄橙色 褐灰色 黒色の鉱物・砂粒 11 糸切り、簾状鷹痕

土師器 小 Illl SC60 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小 llll SC70 ナデ ナ デ 橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 7 糸切り

土師器 ′
JヽIlll SC70 ナデ ナデ 美黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 llll SC70 ナデ ナデ 灰白色 菱黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 13 糸切り

土師器 7」 皿ヽ SC70 ナデ ナデ 曳黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ′」ヽ皿 SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小 llll ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 15 糸切り

1025 土師器 ′」ヽ皿 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 17 糸切り

土師器 」ヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 11 糸切り、圧痕

土師器 」ヽflll SC70 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、簾状圧痕

土師器 小 皿 ナデ ナ デ にぶい黄橙色 支黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC100 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 4ヽ皿 SC100 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ′
JヽIlll SC100 ナ デ ナデ 灰白色 灰白色 精 良 糸切り

1032 上師器 ′」ヽ皿 SC100 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰黄褐色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC109 ナ デ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ′」ヽ皿 SC109 ナデ ナテ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

1035 土師器 /1ヽ皿 SCl17 ナデ ナデ 灰白色 髭黄橙色 精良 糸切り、圧痕

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 菱黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 13 糸切り、圧痕

土師器 小 皿 SC125 ナデ ナテ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

1038 土白T器 小 Illl ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 14 糸切り、圧痕

土師器 小皿 SC130 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 7 12 糸切り、圧痕

上師器 ′」ヽIIl ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /1ヽ Illl SC132 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /Jヽ皿 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 Jヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC138 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 72 糸切り

土師器 小 皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 llll SC138 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 12 糸切 り

土師器 小 Illl SC138 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 糸切り

1050 上師器 /1ヽ Illl SC138 ナデ ナデ 浅黄橙色 美黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 12 糸切 り
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表16 出土遺物観察表 (1051～ 1120)
単位 :cm

載
号

掲
番 種 別 器 種 出土層遺構

調  整 色 調
胎 ‐1土

底径 器高
備 考

外 面 内 面 外 面 内 面 幅 厚 さ

土師器 ′
Jヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

1052 上師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 71ヽ皿 ナデ ナデ 橙色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 7jヽ皿 ナデ ナデ 橙色 橙 色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 3 糸切り

1055 土師器 /」 皿ヽ ナデ ナデ 橙色 にぶい橙色 赤色・黒色の鉱 47」・砂粒 2 糸切り

1056 土師器 ′
Jヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 白色の鉱物・砂粒 7 3 糸切り

土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ 橙 色 橙 色 透明の鉱物・砂粒 1 糸切り

土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙 色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 小皿 ナデ ナデ 橙 色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切リ

土師器 小皿 ナデ ナデ 橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切り

上師器 小皿 ナデ ナデ にぶい贅橙色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 3 糸切リ

土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 6 糸切 り

土師器 Jヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

1066 土師器 」ヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 」ヽIlll ナデ ナデ 橙色 橙 色 赤色の鉱物・砂 lll 4 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 」ヽllll ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 1 糸切り

土師器 小 llll ナデ ナデ にぶい黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 2 糸切り

上師器 小皿 ナデ ナデ 橙色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 llll ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

1073 土師器 小皿 ナデ ナデ にぶい橙色 にぶい橙色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切リ

土師器 ′」ヽ皿 ナデ ナデ 橙色 橙 色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 3 糸切 り

土師器 ′
Jヽ皿 ナデ ナデ 橙色 橙色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 ナデ ナデ 橙色 橙色 赤色の鉱物・砂粒 6 7 糸切り

1077 土師器 ′
Jヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物 。砂粒 糸切り

土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ 灰黄色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 3 糸切り

上師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ 灰黄褐色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 7 2 糸切り

土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 灰黄色 黒褐色の鉱物・砂粒 7 糸切り

土師器 /1ヽ皿 SC160 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /1ヽ皿 SC161 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 SC162 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /」 皿ヽ SC162 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 12 糸切り、圧痕

土師器 小皿 SC168 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 糸切 り

土師器 小皿 SC230 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

1088 土師器 /」 皿ヽ SC240 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /」 皿ヽ SC241 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /1ヽ皿 SC241 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl SC242 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

上師器 小皿 SC242 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 皿 SC244 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl SC245 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切り、圧痕

上師器 小 IIl SC245 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小 Illl SC245 ナデ ナデ 浅黄橙色 灰黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小 Illl SC246 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

上師器 小皿 SC288 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 精 良 糸切り

土師器 小皿 SX01 ナデ ナデ 灰白色 灰自色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小 Illl ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

上師器 小 Illl ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 JヽIlll ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 」ヽIlll ナデ ナデ 淡黄色 にぶい黄橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小皿 ナデ ナデ にぶい黄橙色 明黄褐色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切 り、圧痕

土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 」ヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 」ヽ皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 ナデ ナデ 淡黄色 淡黄色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土BT器 /」 皿ヽ ナデ ナデ 浅黄橙色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小 llll ナデ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 透明の鉱物・砂粒 1 糸切り

1 土師器 小 llll ナデ ナデ 浅黄橙色 明黄褐色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 1 糸切り、板状圧痕

土師器 4ヽ皿 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙儀 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 糸切り

3 土師器 小皿 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

上師器 小皿 SX01 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 /1ヽ皿 ナ デ ナデ 灰白色 にぶい黄橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

6 土師器 /1ヽ皿 ナ デ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 透明の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

7 土師器 /1ヽ皿 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 4 糸切り、圧痕

土師器 」ヽ llll SX01 ナデ ナデ 灰白色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

9 土師器 7jヽ皿 ナ デ ナ デ 灰白色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状艦痕

土師器 7jヽ皿 SX01 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切 り
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表17 出土遺物観察表 (1121～ 1190)
単位
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表18 出土遺物観察表 (1191～ 1260)

載
号

掲
番 種 男リ 器 ‐種 出土層遺構

調 整 色 調
胎 ‐土 酪

一黙
備 考

外 面 内 面 外 画 内 面

土師器 小皿 P7区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 N7区 5層 ナ デ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 ′
Jヽ皿 N-7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 U-6区 5層 ナデ ナデ 灰白色 灰 白色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 U6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

上師器 /1ヽ皿 M7区 ピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 橙 色 白色・黒色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小皿 Q-7区6層 ナデ ナデ 灰自色 麦黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小皿 M7区 5層 ナデ ナ デ 橙色 にぶい黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小 llll N6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 Jヽ皿 N-6区 ピット5層 ナデ ナデ 美黄橙色 尭黄橙色 黒色の鉱物・砂 Til 4 糸切り、板状圧痕

土師器 」ヽ皿 U7区 5c層 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 Jヽ皿 N6EXIピ ット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精 良 糸切り、板状圧痕

1203 土師器 Jヽ皿 M8区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切リ

土師器 小皿 U-6区 ピツト5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切リ

1205 土師器 小llll U7区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小llll 0 7EXE5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 小llll M7区 ピツト5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精良 3 糸切り

土師器 小皿 M-6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 N-7区 ピツト5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 精 良 糸切り

土師器 小 llll N7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 5 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 M7区 ピツト5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 2 糸切り

土師器 小皿 N7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 5 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 U-7区 5c層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 N6区 5層 ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱1/2・ 砂粒 糸切り

土師器 小皿 N6区 ピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 P7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 P8区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 M-6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状 F■ 痕

土師器 小皿 N-7区 5層 ナデ ナデ 灰白色 灰自色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

1220 土師器 小皿 N-7区 5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 3 糸切り、板状圧痕

土師器 Jヽ皿 N-7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

1222 上師器 小皿 M7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 小皿 M7区 ピツト5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精良 糸切り、板状圧痕

1224 土師器 小Illl N6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 曳黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

1225 土師器 小皿 N-6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色。黒褐色の鉱物・砂粒 3 糸切り、簾状圧痕

1226 土師器 小 Illl M-6区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り、板状圧痕

1227 土師器 小 Illl M7区 6層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 M6区 5層 ナデ ナデ 灰自色 灰自色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 7 糸切り

土師器 小 Illl U9区 5層 ナデ ナデ 橙 色 橙色 白色の鉱物・砂粒 7 ヘラ切り、瀬戸内系 ?

土師器 小皿 M-7区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小 Ill N6区 5層 ナデ ナデ 灰自色 灰白色 赤褐色の鉱物・砂粒 2 糸切り、圧痕

1232 上師器 小皿 S8区 5a層 ナデ ナ デ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 Jヽ皿 N-6区 ピット5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 3 糸切り

土師器 」ヽ皿 P12区 5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 黒褐色の鉱物・砂粒 75 1 糸切り

1235 上師器 」ヽ皿 U7区 5a層 ナデ ナデ 灰白色 灰自色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り、圧痕

土師器 」ヽ皿 |-17区 5c層 ナデ ナデ 浅黄色 浅黄色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 5 糸切り

1237 土師器 」ヽ皿 R9区 ピツト5層 ナデ ナ デ 橙 色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 5 糸切り、板状圧痕

123〔 土師器 1ヽ皿 M7区 ピット5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精 良 糸切り、圧痕

土師器 」ヽ皿 P-7区5層 ナデ ナ デ 灰白色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 8 糸切り、圧痕

土師器 Jヽ皿 M-7区 ピット5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 ]ヽ 皿 07区5層 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤褐色の鉱物・砂粒 糸切り、板状圧痕

土師器 小皿 Q4EXIピ ツト5層 ナデ ナデ 先黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 糸切り

土師器 紡錘車 P6区 5層 支黄橙色 菱黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 不底部転用、7739

土師器 紡錘車 G-16区 5層 11 椀底部転用、子し径1 2cm、 8109

土師器 紡錘車 SC37 ナデ ナデ 灰白色 灰白色 赤色の鉱物・砂粒 杯底書「転用、1379

土師器 紡錘車 SC73 ハケロ? にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色・黒褐色の鉱物・砂粒 77 Jヽ 皿底部転用、1699

土師器 紡錘車 M6区 ビット5層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 精 良 不底部転用、来穿孔、5589

土師器 用途不明 SC138 にぶい橙色 にぶい橙色 赤色・黒掲色の鉱物・砂粒 不底部転用、穿孔 2、 300g

東播系須恵器 鉢 灰色 灰 色 白色の鉱物・砂粒 238 自然釉

東播系須恵器 鉢 SD01 浅黄色 浅黄色 黒色の鉱物・砂粒

東播系須恵器 鉢 SD01 灰 色 灰色 黒色の鉱物・砂粒 自然釉

1252 東播系須憲器 鉢 灰白色 灰黄色 微小砂粒 自然釉

東播系須恵器 鉢 SD14 灰 色 灰 色 白色の鉱物・砂粒

1254 東播系須恵器 鉢 SD15 黄灰色 黄灰色 白色の鉱物・砂粒 22C 自然釉

1255 東播系須憲器 鉢 SD15 黄灰色 黄茨色 白色の鉱物・砂粒 自然釉

1256 東播系須恵器 鉢 SD15 黄灰色 黄灰色 白色の鉱物・砂粒 自然釉

東播系須恵器 鉢 灰色 灰色 白色の鉱物・砂粒 自然釉

1258 東播系須憲器 鉢 S396 灰色 灰 色 微小砂粒 自然釉

1259 東播系須恵器 鉢 SC138 灰黄色 灰黄色 微小砂粒 自然釉

東播系須恵器 鉢 SC192 灰色 灰 色 白色の鉱物・砂粒 自然釉

単位 :cm
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表19 出土遺物観察表 (1261～ 1330)
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表20 出土遺物観察表 (1331～ 1400)

載
号

掲
番 種 別 器 ‐1種 出土層遺構

調  整 色 調
月台 1土 略

一難
器高

厚さ
備 考

外 面 内 面 外 面 内 面

常滑 玉縁口縁壼 SD02・ SC03 赤褐色 赤褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 自然釉、沈線

常滑 片口鉢 SD14 暗赤褐色 暗赤掲色 白色・黒色の鉱物・砂粒 304 自然釉

1333 常滑 片口鉢 S10区 6層 暗赤褐色 B。・ 赤褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 自然釉

常滑 片口鉢 K5区2層 赤褐色 赤褐色 自色・黒色の鉱物・砂粒 自然釉、沈線

1335 常滑 捏 鉢 R-5灰6層 暗赤褐色 暗赤褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 26.5

1336 常滑 捏鉢 SD14 茶褐色 茶褐色 白色。黒色の鉱物・砂粒

常滑 鉢 P-8区 5層 暗赤褐色 暗赤褐色 自色・黒色の鉱物・砂粒 自然釉

133〔 常滑 鉢 SD14 暗赤褐色 暗赤褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 自然釉

常滑 砥石 N-6区 6層 赤褐色 赤褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 甕胴部転用

古瀬戸 御皿 R-10区 5層 灰釉

古瀬戸 瓶子 N-6区 5層 深緑色釉

国産陶器 甕 SD02 褐色 にぶい黄橙色 白色の鉱物・砂 lll 外面スス付着

中国陶器 合子 (蓋 ) M-7区 5層 施釉 施釉 褐色 褐色 白色土 福建省系、褐釉、甲―草花文、側面―線条文

中国陶器 合子 (蓋 ) N-6区 5層 施釉 施釉 褐色 褐色 白色土 褐釉、側面―線条文

中国陶器 合子 (身 ) M・ N-7区 5層 施釉 施釉 褐色 褐 色 白色土 角合子(八角形?)、 福建省系、掲釉、側面―線条文

中国陶器 壺か耳壺 H-15区 5層 施釉 施釉 褐色 褐 色 淡黄褐色土 音
（

中国陶器 茶入れ O-11区5層 施釉 施釉 赤褐色 赤褐色 灰自色土 褐釉

中国陶器 茶入れ S-9区5層 施釉 施釉 赤褐色 赤褐色 暗赤褐色土 鉄釉

中国陶器 鉢 R4区ピツト5層 施釉 施釉 赤褐色 赤褐色 灰掲色土 褐釉、鉢 IV類

中国陶磁 盤 M6区 5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 黄釉、鉄絵

中国陶磁 盤 M-6区 5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 284 黄釉、鉄絵

1352 中国陶磁 盤 SD02 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 昔
（

1353 中国陶磁 盤 M-6区 5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色上 黄釉

1354 中国陶磁 盤 S10区 5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 黄釉

1355 中国陶磁 盤 P6区5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 黄釉

中国陶磁 盤 S3515層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 320 黄釉、鉄絵

1357 中国陶磁 O-7区5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰褐色土 黄釉、鉄絵

青磁 椀 SD01 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SD01 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 SD01 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 IV類

青磁 椀 SD02下層 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SD02最上層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系‖ c類、草花文印亥」、高台内面墨書

青磁 椀 SD02下層 施釉 施 釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 SD02 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SD02最上層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―c類、幾何学文印刻

1367 鸞磁 椀 SD02 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 Hc類、草花文印刻、高台内無釉

青磁 椀 SD02 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系‖ c類、幾何学文印刻、焼台痕跡

青磁 椀 SD02 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ a類、片彫蓮弁文

1370 青磁 椀 SD02下層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖一b類

青磁 椀 SD02最上層 施釉 施 釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 1類

1372 青磁 椀 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰白色土 龍泉窯系 Ha類、片彫蓮弁文

青磁 椀 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色上 龍泉窯系‖類、片彫草花文

1375 青磁 椀 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 1 2類

青磁 椀 SD09-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

1377 青磁 椀 SD10 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 籠泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 SD10 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青 磁 椀 SD10 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰自色土 龍泉窯系 ‖ c類、幾何学文

1380 青磁 lpo SD14 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類、内面環状沈線

青磁 椀 SD15 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

1382 青磁 椀 SD15 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

1383 青磁 椀 S338-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 S338-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 SB41 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 11-b類

1386 青磁 椀 SD27 施釉 施 釉 淡緑色 淡緑色 灰自色土 龍泉窯系 1類、ヘラ描文

青磁 椀 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 li b類

1388 青磁 椀 S351 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

i389 青磁 椀 S353-5層 施釉 施 釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 SB62 5層 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SB62-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 1類

青磁 椀 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 11-b類

青磁 椀 S365 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SB66-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰 白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青 磁 椀 SB71-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 S377-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

1397 青磁 椀 SB102 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰自色土 龍泉窯系 ‖ b類

青 磁 椀 SB83 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色上 龍泉窯系 li b類

青磁 椀 SC03 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ||― b類

青磁 椀 SC70 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

単位 :cm
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表21 出土遺物観察表 (1401～ 1470)

載
号

掲
番 種 別 器 ■種 出土層遺構

調  整 色 調
胎 ■土

El径

長さ

底 径 縞
一駐

備 考

外 ■面 内 面 外 面 内 画 幅

青磁 椀 SC70 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 l or‖ 類

青磁 椀 SC90 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 1類

青磁 腕 SC46 施釉 施釉 黄褐色 黄褐色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SC140 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SC184 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 SC245 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 SC132 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 1 6類

青磁 椀 SC100 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

1409 青磁 椀 SC188 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 Hb類

青磁 椀 M-7区 ピット 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 M7区 ピット 施釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 Q8区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 N-5区 ビット5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 0-4区ピット5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 M6区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 椀 P4区ピツト5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 li b類

青磁 椀 P・ S8区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

膏磁 椀 U-6区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ b類

青磁 烙 R13区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色上 龍泉窯系 ||14類

青磁 椀 H-15区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 1-lb類

青磁 椀 M-7区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ||― b類

青磁 椀 15区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖ a類

青磁 椀 卜5区 5a層 施 釉 施釉 深緑色 深緑色 灰白色土 龍泉窯系‖ 2c類

青磁 椀 N-5区 ビット5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b類

1425 青磁 椀 N-6区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 b類

青磁 椀 N7区 5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 b類

青磁 椀 N8区 6層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―a類

1428 青磁 椀 0-7区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 li b類

青磁 椀 04区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 1類

青磁 椀 P7区ピツト5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b類

青磁 椀 P-12区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b美頁

青磁 椀 P-2区 5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 類

青磁 椀 Q4区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色上 龍泉窯系 1類

青磁 腕 Q-10区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 4類

青磁 椀 R-7区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 b類

青磁 椀 S7区ピツト5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 一b類

青磁 椀 S12区ピツト5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b類

青磁 椀 T-8区 5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b英頁

青磁 椀 U-7区 5c層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 b類

青磁 T7区ピツト5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ‖―b類

青磁 椀 K6区ビツト5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 b類

青磁 椀 T-7区 5層 施 釉 施釉 淡黄褐色 淡黄褐色 灰白色土 同安窯系 1類、櫛描文

1443 青磁 椀 N-6EXIピツト5層 施釉 施Tm 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 一a類

青磁 椀 M7区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b類

青磁 椀 Q-7区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 こ類、草花文印刻、高台内無釉

青磁 椀 S-10区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系‖―c類、草花文印刻、高台内無釉

青磁 椀 R-13区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 li c類、幾何学文印刻、高台内無釉

青lll 椀 M7区 5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 c類、花文印刻

1449 青磁 椀 R-8区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ―b類

青磁 椀 N-7区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 li b類

青磁 椀 03区ピット5層 施 釉 施釉 淡黄褐色 淡黄褐色 灰白色士 同安窯系、高台無釉

青磁 小椀 N-6区 5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系‖-lA類

青磁 輪花小椀 SD01 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 1 2類

青磁 llll M7区 5層 施 釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 灰白色土 同安窯系 1 la類、底外画無釉

青磁 皿 M-7区 ピツト5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 1類

青磁 llll M-6区 5層 施釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 灰白色土 同安窯系 1 2b類 、rFI描 文、底面釉ハギ

青磁 皿 N7区 5層 施 釉 施釉 淡青緑色 淡青緑色 灰白色土 同安窯系 1 lb類 、櫛描文、底面釉ハギ

青磁 皿 Q-7区5層 施 釉 施釉 淡緑黄色 淡緑黄色 灰白色土 同安窯系

青磁 Jヽ皿 SC01 施釉 施釉 黄色 黄色 淡褐色土 同安窯系 |-la類、底部外面墨書、見込み沈線

青磁 輪花llll SD10 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系IV類

青磁 小壺 G-15区 5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 白色上 胴継ぎ痕、胴径31

青磁 小壺 L-5区5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 耳付か?

青磁 不 N9区 5層 施 釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 ||1類

青磁 大14・ SB53-5層 施釉 施釉 淡緑色 淡緑色 灰白色土 龍泉窯系 |||-3a類

白磁 椀 N-7区 5層 施釉 施釉 灰白色土 椀IX類、ロハゲ

白磁 椀 04区 5層 施 釉 施釉 灰白色上 続Ⅸ類、ロハゲ

白磁 椀 P5区5層 施 釉 施釉 灰白色土 椀IX類、ロハゲ

白磁 椀 R-7EX「ピツト5層 施釉 施釉 灰白色土 椀IX類、回ハゲ

白磁 椀 T8区 5層 施 釉 施釉 灰白色土 櫛描草花文

白磁 椀 Q-7区5層 施 釉 施釉 灰白色土 椀lX類
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表22 出土遺物観察表 (1471～ 1540)
単位 i cm

載
号

掲
番 種 男リ 器 種 出土層還構

調  整 色 調
胎  ‐土

口径 底径
備 考

外 面 内 面 外 面 内 面 長さ 幅

白磁 椀 L-6区 2層 施釉 施釉 灰白色土 椀Ⅷ類、見込み環状釉ハギ、高台無釉

白磁 椀 U7EX15c層 施釉 施 釉 灰白色土 椀Ⅷ類、見込み環状釉ハギ、高台無釉

白磁 皿 SD02最 上層 施 釉 施 釉 灰 白色土 皿IX類、Elハゲ

1474 白磁 皿 SD02最 上層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類

白磁 皿 SD02最 上層 施釉 施釉 灰白色土 皿Ⅸ類

白磁 皿 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類、EIlハゲ

白磁 Ill 施釉 施釉 灰白色土 皿Ⅸ類、ロハゲ

白磁 皿 S3315層 施釉 施釉 灰白色土 皿Ⅸ ld類、ロハゲ

白磁 皿 SB77-5層 施釉 施 釉 灰 白色土 皿IX-la類 、ロハゲ

白磁 Illl SB38 5層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類、ロハゲ

白磁 皿 SB42 5層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX 2類 、ロハゲ

白磁 llll SB53-5層 施釉 施釉 灰白色土 1 2 皿 IX類、ロハゲ

白磁 Illl SB65 施釉 施釉 灰白色土 1 1 皿 IX lc類 、回ハゲ

白磁 IIIl 施釉 施 釉 灰白色土 l 皿IX lc類 、ロハゲ

白磁 皿 S365-5層 施釉 施 釉 灰 自色土 1 皿Ⅸ-ld類、ロハゲ、日縁部外反

白磁 皿 施釉 施釉 灰白色土 皿IX l類

白磁 皿 SC125 施釉 施 釉 灰白色土 fllllX類、ロハゲ

白磁 皿 SC188 施釉 施釉 灰白色土 皿 Ⅸ類、ロハゲ

1489 自磁 llll SC222 施釉 施釉 灰白色土 皿 Ⅸ類、ロハゲ

白磁 皿 SC245 施釉 施 釉 灰白色土 IlllⅨ 類、ロハゲ

白磁 皿 施釉 施釉 灰白色土 皿 Ⅸ類、回ハゲ

白磁 皿 施釉 施釉 灰白色土 lllllX類、ロハゲ

白磁 皿 N-6区 5層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類、ロハゲ

白磁 皿 N5区 5層 施 釉 施 釉 灰白色土 lllliX類、ロハゲ

白磁 llll P-12区 5層 施 釉 施釉 灰自色土 llllX類、ロハゲ

白磁 皿 U-7区 5層 施釉 施釉 灰白色土 lllllX類、EIlハゲ

白磁 皿 M7区 ピット5層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類、ロハゲ

白磁 llll N6区 5層 施釉 施 釉 灰自色土 皿IX類、ロハゲ

白磁 llll R-4区5層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類、EIlハ ゲ

白磁 皿 M7区 5層 施釉 施釉 灰白色士 皿IX類、ロハゲ

白磁 皿 H4区 5層 施釉 施 釉 灰白色土 Illl‖ 1類

l Dr02 白磁 llll ○-13区2層 施釉 施 釉 灰白色土 見込み菊花文

1503 白磁 llll P6区 5層 施釉 施釉 灰白色土 皿IX類、ロハゲ

白磁 皿 M9区 5層 施釉 施 釉 灰白色土 llllV‖ |-2類

1505 白磁 合子 (身 ) O-3区2層 施釉 施 釉 灰白色土 内外面貫入

白磁 合子 (蓋 ) M7区 5層 施釉 施釉 灰自色土 隈J面線条文

1507 青白磁 合子 (身 ) SB60 5層 施釉 施 釉 水色 水色 白色土 外面上位・内面施釉

青白磁 合子 (身 ) Q-7区5層 施釉 施 釉 水色 水 色 白色土 外面上位・内面施釉

青白磁 合子 (蓋 ) N-6区 5層 施釉 施釉 水色 水色 白色土 17 菊弁文

青白磁 合子 (蓋 ) N6区 5層 施 釉 施釉 水色 水色 白色上 菊弁文

青白磁 合子 P8区5層 施釉 施釉 水 色 水 色 白色土 折枝花文

青白磁 瓶 ―括-3層 施釉 施釉 水 色 水色 白色土 唐草文

鸞白磁 /」 椀ヽ H-16区 5層 施 釉 施釉 水色 水色 自色上 畳付・高台内無釉

滑石製品 石鍋 外面スス付着

滑石製品 石鍋 SD02 外面スス付着

滑石製品 石鍋 底部付近

滑石製品 石 鍋 SC138

滑石製品 石鍋 244 鍔付、スス付着

滑石製品 石鍋 M6区 5層 256 鍔付、スス付着

滑石製品 石 鍋 P8区5層 222 方形把手、スス付着

滑石製品 石鍋 Q-13区5層 鍔付、スス付着

1522 滑石製品 石鍋 Q4EX13層 鍔付、スス付着

滑石製品 権 M6区 5層 錘 ?8409

滑石製品 紡鍾車 R-9区5層 未製品7877g

1525 滑石製品 石錘 ? N6区 ビット5層 穿孔、1139

滑石製品 石錘? N6区 ビット5層 穿孔、699

1527 滑石製品 石錘 ? Q-7区5層 穿孔、559

1528 滑石製品 石錘 ? Q8区5層 穿孔、729

滑石製品 石錘? Q8区5層 12 穿孔、669

土師質土器 土鍋 M-9区 5層 ナデ ハケメ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 黒色の鉱物・砂粒

土師質土器 土鍋 G-15区 5c層 ナデ ハケメ 灰 色 灰色 黒色の鉱物・砂粒 外面スス付着

瓦質土器 N-8区 5層 黄灰色 浅黄色 黒色の鉱物・砂粒

瓦質土器 措鉢 R-10区 5層 暗灰色 黒色 白色の鉱物・砂粒

瓦 器 /」 椀ヽ S5区6層 黒色 黒色 ミガキ? 115 畿内系 (和 泉・オ南葉型 )

粘土塊 用途不明 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 赤色の鉱物・砂粒 1 炭化物、モミ殻痕、4789

1536 粘土塊 用途不明 P14区 Sa層 にぶい黄橙色 砂 粒 17659

1537 土製品 土 鍾 褐灰色 褐灰色 黒褐色の鉱物・砂粒 穿孔、739

1538 土製品 土 錘 ○-12区 5a層 灰白色 灰白色 黒褐色の鉱物・砂粒 穿子し、欠損品、289

土製品 土 錘 ○-15区 5層 にぶい黄橙色 灰黄褐色 赤色の鉱物・砂粒 穿孔、欠損品、969

土製品 土錘 P-14区 3層 曳黄橙色 灰黄色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 穿孔、1009
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表23 出土遺物観察表 (1541～ 1610)
+1v. Cm

掲載
番号

種 男」 器 ‐‐種 出土層遺構
調  整 色  調

胎 ‐ 土
口径

長さ
備 考

外
‐
面 内  面 外 面 内 面

土製品 土錘 U-7区 5層 浅黄橙色 明黄褐色 赤色・黒色の鉱物・砂粒 穿子し、789

1542 土製品 用途不明 S-10区6層 にぶい褐色 赤色の鉱物・砂粒

1543 土製品 砥石 R-14区 5層 土師器転用、809

石器 磨石 SD01 砂岩、一部欠損、2609

石器 磨石 砂岩、8869

石 器 磨石 R-10区 5a層 砂岩、3009

石 器 磨石 H-15区 5a層 砂岩、3649

石 器 磨石 Q-12区 5a層 砂岩、5009

石 器 磨石 S10区 5a層 安山岩、17129

1550 石 器 磨 石 M-8区 5層 安山岩、19009

石 器 磨石 N-7区 5層 安山岩、21009

1552 石器 磨石 N7区 5層 安山岩、1260g

1553 石器 磨石 G-16区 5層 砂岩、1569

石 器 磨石・敲石 砂岩、1629

1555 石器 磨石・敲石 砂岩、1919

1556 石器 磨石・敲石 砂岩、一部欠損、1749

1557 石器 磨石・敲石 安山岩、960g

石 器 磨石・敲石 SC220 砂岩、3309

1559 石 器 磨石・敲石 H-16区 5a層 砂岩、4679

1560 石 器 磨石・敲石 P6区5層 安 l tl岩、7409

石 器 磨石・敲石 M-6EX15層 砂岩、30009

1562 石 器 砥 石 SD01 砂岩、一部欠損、1,4859

1563 石 器 砥石 SD04 砂岩、砥面 2、 2709

石 器 砥石 SB07 砂岩、砥面3、 350g

1565 石器 砥石 R-4EXI 陶石、12629

1566 石 器 砥石 R13区 5層 陶石、8749

l Dr67 石 器 llt石 -15区 5層 砂岩、18699

石器 砥 石 S-13区3層 陶石、23009

1569 石器 砥石 P14区 5層 買岩、6089

石器 砥石 M6区 5層 砂岩、300g

石 器 IIQ石 G・ H-16区 5層 砂岩、4319

石 器 砥 石 P-14区 5層 15 陶石、4019

石 器 砥石 」14区 陶石、1979

石 器 砥石 P7区5層 頁岩、1569

1575 石 器 砥 石 R-8区5層 lni石 、1119

石 器 火打石 R5区5層 14 石英、2159

1577 石 器 切断具 ? 砂岩、2189

1578 石 器 台石 SD12 砂岩、1′ 1009

石製品 硯 S384 頁岩、5659

石製品 硯 ○-10区6層 砂岩、4129

石製品 用途不明 H-16区 5層 砂岩、穿子し、欠損品、砥石転用?、 204g

軽石製品 五輪塔 25.8 火輪、2′ 2909

軽石製品 五輪塔 N7区 5層 28.8 223 火輪 ?、 2′ 7009

軽石製品 五輪塔? SD02 地輪 ?、 1,1009

軽石製品 五輪塔? SD14 空輪 ?、 3909

軽石製品 五輪塔 ? SD15 風輪 ?、 2309

1587 軽石製品 紡錘車 G-16区 5層 穿孔径06、 1329

軽石製品 用途不明 SD01 1359

軽石製品 用途不明 SD01

軽石製品 用途不明 SD01

軽石製品 用途不明 SD02 2 一部欠損、409

軽石製品 用途不明 SD01 2

1593 軽石製品 用途不明 SD01

軽石製品 用途不明 SD02

1595 軽石製品 用途不明 SD02

1596 軽石製品 用途不明 1739

1597 軽石製品 用途不明 SD02

軽石製品 用途不明 SD10 2

軽石製品 用途不明

軽石製品 用途不明 SC36 2

石 器 敲石? SC241 安山岩、4209

軽石製品 用途不明 SC244 71

軽石製品 用途不明 N-8区 ビット5層 128 51

軽石製品 用途不明 N8区 ピツト5層

1605 軽石製品 用途不明 P-14区 5層 4279

1606 軽石製品 用途不明 卜17EX15層 111 11099

軽石製品 用途不明 P14区 5層

軽石製品 用途不明 P-14区 5層 中央に溝、砥石?、 1009

1609 鉄製品 火打金 2199

鉄製品 火打金 SC132 2599
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表24 出土遺物観察表 (1611～ 1680)
単位 i cm

載
号

掲
番 種 1男 J 器 ‐1種 出土層遺構

調 1整 色 ‐調
胎 |■土 雌

一難
酪
一幅

器高
備 考

外 面 内・面 外 面 内 1面 厚 さ

鉄製品 火打金 P-7区 5層 7 2779

鉄製品 刀子 (茎 ) SD09 穿孔、6.89

鉄製品 刀子 (茎 ) SC138

鉄製品 刀子 (茎 ) N-6区5層 目釘穴、1399

鉄製品 刀子 U6区 5層 24.19

鉄製品 角釘 0口釘) 659

鉄製品 角釘い日釘) R-10区 5層

鉄製品 角釘 鉢日釘 ) N5・ 6区5層 20.99

鉄製品 角釘 0日釘) N-6区 5層

鉄製品 角釘い口釘) H-16EX15層

鉄製品 角釘 い日釘 ) 卜17区 5層

鉄製品 角釘嚇口釘) 卜7区5層

1623 鉄製品 角釘輌日釘) P-15区 5層 1539

鉄製品 角釘 い口釘 ) R-11区 5層 1029

1625 鉄製品 角釘い日釘) R-11区 5層

1626 鉄製品 角釘休日釘) P-4区ピツト5層

鉄製品 角釘休日釘) P-13区 5層 2159

1628 鉄製品 角釘い口釘) Q7区 5層 26.69

鉄製品 紡錘車 SC159 5399

1630 鉄製品 紡錘車 H-16区 5層

鉄製品 紡錘車の軸? R7区5層

1632 鉄製品 紡錘車の軸? H-16区 5層

1633 鉄製品 鈴 SC70 272g

1634 鉄製品 鉄鏃 (雁又 ) G-15区 5a層 1589

1635 鉄製品 鉄鏃 (方頭) SD10 5層 2079

鉄製品 鉄鏃 (撃根) U-7区 5層 167g

1637 鉄製品 鎌 Q4区5層 4969

鉄製品 鎌 J ll区 5層 5659

鉄製品 鑓 N-6区 5層

鉄製品 錠 隆5区6層 1129

鉄製品 璽 Q-13区5層 1 1539

鉄製品 璽 O-7区 3619

鉄製品 警 ? R-5区6層

鉄製品 R-5区 6層 穿孔8箇所、1649

鉄製品 建築用金具 T-7区 5層 リング状、959

鉄製品 鉄 鍋 S-10区 5層 26.99

1647 鉄製品 用途不明 鉄片、1439

鉄製品 用途不明 SDll 1999

鉄製品 用途不明 SD14 鉄片、6.09

鉄製品 用途不明

鉄製品 用途不明 中空、419

鉄製品 用途不明 N-5区 5層 13.39

鉄製品 用途不明 H-15区 5層

鉄製品 用途不明 117区5層 鉄片、1399

鉄製品 用途不明 1-17区5層 鉄片、5.59

鉄製品 用途不明 N-7区 5層 鉄片、5.89

1657 鉄製品 用途不明 N6区 5層 フック?、 1069

1658 鉄製品 用途不明 P-5区 5層 断面方形、3719

鉄製品 用途不明 R-8区5層 錠 ?、 18.79

鉄製品 用途不明 G-15区 5層 鉄鏃 ?、 989

銅製品 仏華瓶 SC246 沈線、緑青、6029

銅製品 刀装具 N-7区 5層 穿孔、毛彫り文様、緑青、2139

銅製品 環状金具 K5区6層 リング1犬 、189

鋼製品 環状金具 Q-9区6層 リング状、039

金属加工関連 フイゴ羽口 SD02 孔径 3 4cm、 2409

金属加工関連 椀型鍛冶滓 SD14 3309

金属加工関連 椀型鍛冶滓 SD15

金属加工関連 鉄塊系遺物 ○-15区5層 19209

銭貨 SC100 淳化元費、0.99

銭 貨 2 開元通費、24g

銭貨 判読不明、109

1672 銭 貨 H16区 聖宋元賓、2.79

銭 貨 Q-12区5層 熙寧元費、嘉祐元費、2枚重ね、4.4g

銭貨 M-6区 5層 判読不明、1.59

銭 貨 J5区 5層 判読不明、139

銭貨 K-16区 5層 判読不明、229

1677 銭 貨 R7EXI 判読不明、14g

薩摩焼 鉢 G-5区 2層 暗茶褐色 暗茶褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 龍門司系、口唇部貝目痕

薩摩焼 鉢 N2区 1層 暗茶褐色 暗茶褐色 白色・黒色の鉱物・砂粒 232 龍門司系、口唇部無釉

薩摩焼 瓶 U5区満 灰黄褐色 灰黄褐色 赤色の鉱物・砂粒 龍Fi司系、「鮫肌手」
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表25 出土遺物観察表 (1681～ 1701)
単位 :cm

聾熙
口写
・

掲

番 種 1別 器‐1種 出土層遺構
調 1整 色 ■調 NA J-

Dq!
口径 離

一幅
備 考

外 ■面 内 1面 外 ■面 内・ 面 長さ

薩摩焼 茶家 (上瓶) Q-3区 緑灰色 緑灰色 赤褐色の鉱物・砂Til 竪野系?

備前焼 壼 (蓋 ) U-12区 にぶい赤褐色 明赤褐色 赤色の鉱物・砂粒 228 ヘラ刻印?

国産陶器 椀 P-12区 5層 緑灰色 緑灰色 白色の鉱物・砂粒 唐津系、見込み蛇目釉ハギ、兜中高台

国産陶器 焙烙 Q-6区 5a層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 スス付着

国産陶器 焙烙 S12区 ピツト3層 ナデ ナデ にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 砂粒 スス付着

1686 染付 筒形椀 Q2・ 3区 トレンチ 肥前系、外面雪持笹文

染付 小椀 W-12区溝 伊万里系

1688 染付 猪口 S-12区溝 伊万里系

1689 染付 皿 表 採
18前系、稜花、見込み五弁花文、底面二重角枠内渦福文

染付 小皿 W-8EXI 伊万里系、見込み蛇目釉ハ状砂目積痕、畳付無釉

染付 瓶 」-5区2層 肥前系、底面無釉、碁笥底

1692 土師器 椀 H-17区 近世溝 ナデ ナデ 浅黄橙色 浅黄橙色 赤色の鉱物・砂lll

1693 瓦 軒平瓦 K-3区 2層 灰褐色 灰褐色 黒色の鉱物・砂粒

石器 砥 石 S-12区 ピット3層 71 天草陶石、砥面2、 1,1809

銅製品 キセル (雁首) 近世土坑

銅製品 キセル(吸口) K6区 2層

fl・l製 品 警 K-3区 2層

1698 鉛製品 弾丸 表 採 円柱状、349

1699 鉛製品 弾丸 」-5区6層 円柱状、229

銭貨 Q5区 2層 寛永通費、249

銭 貨 Q-5区2層 判読不明、179
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表26 遺構観察表 掘立柱建物 (平安)

番 号 間数 庇 方向
実長(m) 棚

０
方位

面積 (面 ) ビット数(個 ) ビツト径

(cm)

際
ｍ＞

自
＜ｃ

備 ■考
庇 含 身舎 庇 総面積 身舎 庇含

東西
桁 570

N80° llV 2010 22-34 20-62
梁

S396 2× 2 南Jヒ
桁 485 242

1300 18-26 20-44
梁

S397 南ヨヒ
FfT 670 223

N21° W 32-50 36′ 7ヽ5
梁 232

S398 南ヨヒ
桁 585

N17° E 40-66 22-45
梁

南ヨヒ
桁 570

N12° [ 36-64 15-106
染

SB100 3× 2 一 面 東西
桁 597

N101° E 2430 3340 9 16′
‐▽28 22-40

梁 203

SB103 総 柱 東西
桁 685

N107° E 2980 12 38-64 52-84
梁 435

SB104 南ヨヒ
桁 1050

N25° E 3720 14 34-65 24-96
梁 355

SB105 四面? 南Jヒ
Frl 7.35

N21° [ 2940 2400 5340 13 34-60 14-76
梁

SB106 東西
桁 720

Nl14° E 2520 15 16′
‐ヤ62 12-66

梁

SB107 3× 2 ― lEl? 東西
桁

N102° E 2100 2690 7 24へ 4́6 18-74
梁

SB108 2× 2 東西
桁 5.55

N108° E 1950 32-67 21^‐ 52
梁 352

SB109 南Jヒ
桁

N24° 臓 24 00 25-45 30-48
梁

S3110 南Jヒ
桁 620 206

N22° E 2230 6 40-50 52-94
梁

S3111 南Jヒ
桁 243

1828 35^´ 40 10-40
梁 377

表27 遺構観察表 掘立柱建物 (中世 1)

番号 間数 庇 方向
実長(m) 柵

０
方位

面積 (面 ) ビツト数 (1回 , 略
ｍ＞

レ
■

ピット深

(cm)
備 ‐1考

庇 含 身舎 庇 総面積 身舎 庇 含

2× 2 東西
桁

N86° lA/ 1940 8 22^ン 42 37-60
梁

二面? 東西
桁

N87° W 2950 676 3626 23-35 28^´ 52
梁

一面 東西
桁 728

N86° W 11 20-30 12-31
梁

東西
Frj 635

N90° E 2770 20^‐ 30 14^ン 33
梁

東西
桁

N90° E 25-37 15-52
梁

東西
桁 460 230

N82° W 1646 8 20-35 15′
ヽ́42

梁 358

東西
663

N85° W 2598 9 12-30 5-29
梁 392

3× 2 東西
桁

N74° W 20-25 14-34
梁 166

正 面 東西
桁

N78° W 2210 1338 3548 8 24-45 16-45
梁

面
柱

一
総 南北

桁
N19° E 250 8 26-42 19-60

梁 390

東西
r4

N84° W 2580 8 20-33 9′
ン`32

梁

2× 2 東西
FfI 222

N78° lA/ 1575 8 17-25 8-16
梁

3× 2 南北
桁

N2° E 21 82 28-38 30ヘン65
梁

2× 2 東西
桁

N85° E 2150 20-35 24-47
梁 223

四面 東西
桁 837 203

22.63 2136 20-40 10-50
梁 575

南北
桁 202

9 30-60 18-45
梁

総 柱 東西
桁 235

N77° lA/ 1292 7 20-30 10^´ 24
275

東西
桁

N79° W 1938 18-26 20-42
梁

東西
Ffj

N85° W 1852 20′ ンヽ37 13′ Vヽ39
梁 320

SB20 東西
桁

N85° lA/ 2067 20-30 14-35
梁 362

東西
桁

N77° W 1628 9 22-27 14-40
梁

3× 2 囲 面 東西
桁 603

N86° W 2152 4142 22-38 32-71
梁 545

S323 3× 2 南北
桁 629

22-32 26-46
梁

SB24 南北
桁

23-40 15^´70

SB25 3× 2 一 面 東西
桁

N85° lA/ 2639 690 3329 13 23-47 17-86
梁

S326 3× 2 東西
桁

N90° E 2169 24′
ヽ́35 25^´ 43

梁

S327 正 面 南ヨヒ
桁

2029 1015 25-35 30-52
梁
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表28 遺構観察表 掘立柱建物 (中世 2)
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表29 遺構観察表 掘立柱建物 (中世 3)

番 号 間数 庇 方向
実長 (m) 欄

０
方位

面積 (面 ) ピット数(個 ) 略
正

ゆ
‐‐‐＜ｃ

ピット深
(cm)|

備 ‐■考
庇 含 身舎 庇 総面積 身舎 庇含

SB74 東西
FfI 650

N77°W 2600 24-47 25-61
染 200

SB75 総 柱 南北
桁 177

N6° E 15-35 15-55
梁 205

SB76 二面 南北
桁 697 232

N2° Vヽ 2822 3738 17 24-36 42-60
梁 203

SB77 総 柱 南北
桁 1685

N2° lA/ 2414 25-80 7-93
梁 220

二面 南北
桁 250

N13° E 1368 4615 19-35 18-40
梁 433

SB79 四 面 東西
rrT 1350 1580 270

N85° E 5670 5153 30-50 32^‐70
梁

SB80 南北
6.05

Nll° F 2100 22-34 8-32
梁

SB81 東西 23-33 23-38
梁

SB82
部
画

一　
一

東西
桁

N82° W 4488 352 23´‐48 23-92
梁 2.37

S383 東西
桁

N88°W 9 18-40 19-42
梁 326

S384 3× 2 三面 東西
桁 555

N89° E 1970 630 2700 25′ ンヽ48 8-43
梁 177

S385 二 面 南北
桁 5.68

18 90 26 30 11 29-42 25-60
染 333 166

一 面 東西
桁

2952 3400 25-38 15´‐63
梁

二 面 東西
桁

5094 2756 7850 30′～50 56-84
梁 683

SB88 四面 東西
665

1612 1448 23-40 17-55
梁

S389 東西
桁 167

1500 20-40 16-28
梁 298

南北
rrl

16.00 20-33 13-33
梁

東西
Ffl 223

20-38 15-32
梁

SB92 南ゴヒ
桁 425

N12° E 1340 6 21-32 37-53
梁

南北
桁 650

25.00 9 22´ウ34 16-55
梁 385

南北
桁

Nll° E 1850 16-35 12-48
梁

S3101 東西
桁

N89°W 2130 8 20-30 21-46
梁 177

SB102 南北
桁 236

2700 8 26-35 23-28
染

S3112 東西
桁 690 230

2159 7 20-30 34-40
梁

表30 遺構観察表 土坑 (平安)

番号 グリッド 層 長径 短径 深 さ 形態 備 考 番号 |グ リッド 層 長径 短径 深 さ 形態 備 考

SC263 7( 楕円形
'C283

楕円形 ? SD99に 切られる

SC267 15 楕円形
'C285

G16 長方形 炭化米出土

SC272 不 明 SD25に 切られる 不 明 不定形

SC275 H・ |-15 94以 上 楕円形 SC274(中 世)に切られる ,C291 不 明 9 不定形

SC279 ‖-15。 16 11 楕円形 ,C292 不 明 7 円形

SC281 H-14 不 明 SD27に 切られる ,C293 F-15 不 明 11 精円形

SC282 G-14 楕円形 ビット状の落ち込み 不 明 楕円形

表31 遺構観察表 土坑 (中世 1)

番号 グリッド 層 長径 短径 深さ 形態 備 考 番号 グリッド 層 長径 短 径 深 さ 形態 備 考

5 楕円形 楕円形

円形 SC22 T-10 長方形

255 1 長方形 SC23 S-10 長方形

円形 不定形

SC05 1 楕円形 SC25 楕円形

不定形 SC26 11 不定形

SC07 17 楕円形 SC27 S-8 不定形

SC08 円形 SC28 S-8 7 不定形

SC09 5 楕円形 SC29 I-9 不定形

0 K・ L-6 楕円形 SC30 T-7 不定形

1 L-6 楕円形 T-7 11 不定形

2 L-6 113 9 円形 SC32 ■-7 7 不 明 西側は トレンチによつて切られる

3 8 楕円形 SC33 T-7 不定形

4 不 明 南側が近世遺構に切られる SC34 T-7 15 楕円形

5 」・K-4 不定形 ピットを有する SC35 S-7 12 不 明 SDllに 切られる

SC16 構円形 SC36 S-7 不定形

SC17 V-7 楕円形 SC37 不定形 粘土・軽石が詰まる

SC18 V-7 円形 SC38 楕円形

SC19 不定形 SC39 構円形

SC20 T ll 不定形 Q・ R10 6 楕円形 S328と 切りあい、新 1日 は不明
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表32 遺構観察表 土坑 (中世 2)

番号 グリッド 層 長径 短径 深さ 形 態 備 考 番号 グリッド 膚 長径 短 径 深さ 形 態 備 考

5 楕円形 6 4 長方形 SC120を切る

17 楕円形 7 16 長方形

Q10 223 長方形 供献土師器出土 8 不定形 SB71を切る

Q-10 楕円形 iC 9 O-5 6 楕円形

SC45 Q10 71 楕円形 ,C120 長方形 SCl16に 切られる。土師器多い

Q-10 方形 上層に軽石が詰まつている O-5 4 長方形

長方形 火打ち金出土 5C122 O-5 円形? SC125に切られる

円形 上～中層に軽石・礫・粘土が詰まる SC123 O-5 12 楕円形 ? SC125に切られる

SC49 楕円形 5C124 12 円形

SC50 不定形 5 O-5 長方形 輝石安山岩による石組土坑

SC51 Q-8 17 不定形 P-6 11 楕円形

SC52 方形 O・ P-5 13 円形

SC53 7 楕円形 P-5 7 楕円形

SC54 Q-7 1 円形 P-4 楕円形

SC55 R-9 不 明 1 楕円形 SC130 P-5 長方形 砂岩・軽石による石組土坑

SC56 P-9 長方形 SD04と切りあい、新1日不明 1 P-5 長方形

P・ Q-9 不明 トレンチに切られる 長方形 軽石が入る

SC58 Q-6・ 7 不明 トレンチに切られる 楕円形

SC59 Q-6・ 7 3 楕円形 上層に軽石が入る P-4 楕円形

SC60 R-7 長方形 砂岩による石組み土坑 5 楕円形

SC61 R-6・ 7 長方形 SC60に切られる 不定形

SC62 2 不定形 長方形

SC63 不定形 近世遺構に切られる 〇・P-3・ 4 方形 竪穴状遺構か?上師器多い

SC64 R-6 楕円形 不定形

SC65 長方形 3C140 楕円形

SC66 R-5 8 楕円形 3 円形

SC67 円形 SC142 ○-3 6 長方形

SC68 円形 5C143 7 円形

9 楕円形 5C144 楕円形

SC70 長方形 5 O-3 楕円形

楕円形 円形

SC72 Q-5 方形 7 9 円形

SC73 Q-5 不定形 円形

SC74 Q-5 長方形 136 長方形

SC75 Q-5 楕円形 不定形

SC76 長方形 楕円形

SC77 長方形 方形

SC78 方形 楕円形

5 円形 M-5 7 楕円形

長方形 ,C M-6 11 長方形

1 4 楕円形 ,C 楕円形

SC82 8 楕円形 不 明 楕円形 SD04と切りあい、新旧不明

SC83 0 不定形 長方形 SD04に 切られる

5 長方形 ,C 長方形

楕円形 M-5 円形?

SC86 17 長方形 SC162 M-7 12 円形

SC87 楕円形 SC163 不定形

円形 SC164 不定形

SC89 P-9・ 10 方形 ? SC165 O-3 楕円形

SC90 長方形 SC166 5 楕円形

11 楕円形 P-2 2 近世遺構の可能性あり

SC92 長方形 SD04と切りあい、新 1日不明 L-9・ 10 楕門形

SC93 P-9 14 不明 S004と切りあい、新 1日不明 円形

SC94 円形 精円形

SC95 71 不明 7 L-7 5 楕円形

SC96 方形 L-7 円形

SC97 A/1-6 楕円形 7 M-10 不 明 楕円形 SF01を 切る

SC98 M-6 円形 SC99を切る。礫が入る M-6 不 明 EXE域 外、削平を受ける

SC99 M-6 円形 SC98に切られる。灰が入る P― 不 明 不定形

長方形 供献土師器が入る 2 5 不定形

不定形 7 S― 2 楕円形

○-7 不定形 S― 5 楕円形

7 円形 3 楕円形

円形 5C180 S 3 6 方 形

楕円形 SC181 9 楕円形

○-6 楕円形 SC182 3 5 円形 近世遺構の可能性あり

SC107 円形 上部に軽石入る S 3 7 円形

○-6 5 楕円形 S 3 楕円形 SC185を切る

SC109 ○-6 楕円形 SCl10に切られ、SClllを切る 3 楕円形 SC184に 切られる

SCl10 楕円形 SC109を切る 3 楕円形 近世遺構に切られる

SClll 円形 SC109に切 られる S― 3 不 明 SC188に切られる

SCl12 円形 SCl13と 切りあい、新旧不明 S― 3 門形 炭化材が入る

SCl13 9 不明 SCl14に切られ、SCl12と切りあい S― 3 不 明 長方形

SCl14 不定形 SCl13、 SCl15を切る S― 4 方形 ピット状の落ち込みあり

SCl15 不明 SCl14に切 られ、S367を切る T-13 4 楕円形
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表33 遺構観察表 土坑 (中世 3)

番号 グリッド 層 長径 短 径 深さ 形態 備 考 番 号 グリッド 層 長径 短径 深さ 形態 備 考

SC192 楕円形 袋状に張り出す SC237 O・ P ll 不明 近世の溝に切られる

SC193 R・ S13 楕円形 5C238 O-14 115 不定形

方形? SD15と切りあい、新旧不明 5C239 8 不定形

不 明 SC240 L-7 楕円形

7 楕円形 SC241 L-7 長方形 上層に軽石が入る

長方形 SC242 円形 SC243を切る

楕円形 5C243 |く
-7 長方形 S391を切る。SC242に切られる

RoS-13 楕円形 5C244 方 形

SC200 Q-13 1 楕円形 SD15を 切る SC245 J-7 方形 軽石・焼土が入る

SC201 Q-13 不定形 SD15と切りあい、新旧不明 SC246 長方形 青銅製花瓶出上

SC202 Q-13 長方形 SC247 不 明 SD01に 切られる

SC203 7 円形 SC248 ト 0 楕円形 を切る

SC204 17 楕円形 SC205を切る SC249 楕円形 SD0 を切る

SC205 15 円形 SC204に切 られる SC250 楕円形 を切る

SC206 楕円形 SC251 1- 円形 を切る

SC207 R-15 楕円形 SC252 7 17 円形

SC208 楕円形 SC253 7 12 円形

SC209 楕円形 S385に切られる SC254 7 円形

SC210 円形 SC255 J― 6 11 円形

SC211 Q-14 円形 SC256 楕円形

SC212 Q-14 円形 SC257 楕円形

SC213 Q-15 4 楕円形 SC258 楕円形

SC214 Q-14 楕円形 SC259 円形

SC215 Q-14 9 円形 SC260 7 円形

SC216 P-15 8 楕円形 SC261 7 円形

SC217 P-15 円形 SC262 円形

SC218 Q-14 楕円形 5C264 1・ J-16 楕円形

SC219 楕円形
'C265

5 長方形

SC220 Q-12 長方形 SC266 1・ 」-16 楕円形

SC221 9 楕円形 SC268 |・ 」-15 長方形

SC222 円形 SC269 楕円形

SC223 O-14 4 楕円形 5C270 |-15 円形

SC224 O-15 楕円形 5C271 円形

SC225 ○-14 楕円形 5C273 5 楕円形

SC226 4 楕円形 5C274 ‖-15 楕円形

SC227 楕円形 5C276 円形

SC228 P-13 精円形 SC277 円形

SC229 Э-12 902 不定形 SC278 円形

SC230 不 明 SD15に 切られる SC280 H15 楕円形

SC231 S-12 楕円形 SD21を 切る SC284 G16 円形

SC232 不定形 SD21を 切る SC286 G-17 円形

SC233 方形? SD21を 切る SC287 M ll 6 円形 ?

SC234 9 精円形 SC288 不定形

SC235 PoQ-11 不 明 SD21に切られる SC289 G-14 11 楕円形

SC236 P-12 円形

表34 遺構観察表 道跡 。竪穴状遺構 。その他の遺構 (平安)

番 号 グリッド 層 長径 短径 深さ 形 態 備 考 番 号 グlリ ッド 層 長径 短 径 深さ 形 態 備 考

SC173に切られる SA07 G-16 隅丸方形
黒色・黒褐色シル トの互層、2隅 に

完形土師器

SF03 SF03<SD19<SF03 SA08 G15 隅丸方形 焼土・炭・黒色シルト互層、越州破片

SF04<SD19<SF04 SA09 F 15 16 約370 隅丸方形?

SF05

SF06 SDl、 2に切られる SS02 H―

SF07 SF10に つながるか SS03 H― 5

S397に切られる SS04 5

SN01 6

S308を切る SQ01 G-16

SA04 K-14 隅丸方形 H-16

J・ |く
-15 隅丸方形 G16

SA06 」-17・ 18 320 隅丸方形 焼土、炭化材あり

表35 遺構観察表 道跡 。竪穴状遺構 0をの他の遺構 (中世)

番号 グリッド 層 長径 短径 深さ 形 態 備 考 番号 グlリ ッド 層 長径 短径 深さ 形 態 備 考

SF02 SB50<SDll<SF02 M-7 被熱軽石・粘土・炭化物・灰・鉄滓

SA01 250 隅丸方形 S」02 完形土師外

SA02 205以 上 約200 隅丸方形 ? SA02<SD21<SA10 M・ N-8 12 軽石石積み、粘上が混 じる

SA03 S-5 隅丸方形 焼土・炭化材あり、主柱穴が深い N-7 軽石石積み、ピット状落ち込み

SA10 T 12 13 隅丸方形
炭化物・硬化部あり、SA02<SD21
<SA10<SB102 軽石石積み、灰混じる
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隋 写節 歴釉輻代蜀譲鰤雹

理。平 雙 時代 につ い て

平安時代の遺構は、一部の道跡を除くと、主として調査区域北東部 (第 2次調査区域の北側)において確

認された。遺構の種類は、掘立柱建物跡や竪穴状遺構、土坑、溝状遺構、道跡、土師器埋納遺構、焼土坑、

土師器集積遺構、集石遺構がある。また、調査区域南部で数条確認された帯状の硬化面 (道跡)は、いずれ

も平安時代の遺構が集中する地点である調査区域北東部へ向かってのびており、他の集落から本遺跡に至る

ルー トであると推定される。

調査区域の北東部では、G15016区、H15016区において浅い谷地形が確認された。この浅い谷には黒

色土 (5be c層)が厚 く堆積 しており、比較的多くの遺物が出土 した。遺物には、土師器 。須恵器・貿易

陶磁器 。国産施釉陶器 。墨書土器などがあり、注目される遺物として、G16区から石製鈴具 (巡方)が 1

点出土した。貿易陶磁器 (越州窯系青磁・白磁)の年代は、 8世紀末～10世紀中頃にかけてのものであり、

国産施釉陶器 (京都産の緑釉陶器)の年代は 9世紀中頃～10世紀前半にかけてのものである。土師器は、当

地域の土師器編年案 (乗畑光博編2004『馬渡遺跡』者5城市文イ麒」調査報告書第62集)を参照すると、不は馬渡遺跡の

2群 (9世紀第 3四半期)と 3群 (9世紀末～10世紀初頭)に該当すると思われる。なかでも、遺構内から

出圭した土師器の大半は 3群に相当するとみられるので、遺跡の営まれた年代は、おおむね 9世紀末～10世

紀初頭を中心とする時期に絞り込むことができるのではないかと考えられる。

掘立柱建物跡群は主軸方位から3つのグループ (A～ C)に区分することができたが、柱穴埋上の観察結

果によると、 A群の建物跡に基本土層の 5c層 に相当する土が入っており (SB104 0 109な ど)、 BoC群 の

建物跡に 5b層 に類似する土が入っていた (SB99 0 105な ど)こ とからすれば、古 :A群→新 :Bec群 と

いうことになる。 A群のSB106、 B群のSB105、 C群のSB107の 柱穴内からは、土師器が出土しているが、同

一器種の出上がないため、それらを同じ基準で比較することができなかった。掘立柱建物跡の主軸方向のグ

ループを考慮 した上で、他遺構 との切 り合い関係をもとに、調査区北東部の平安時代主要遺構変遷案 (図

129)を作成したが、A、 B、 C各群はあまり時間差をもたずに変遷した可能性があり、南側グループのSA 40

506は 同時期に存在していた可能性も否定できない。

6基検出された竪穴状遺構は、最北端で検出された、残存状況の悪いSA 9(埋土は 5c層 に相当)を除くと、

北側グループ (SA 7・ 8)と南側のグループ (SA40 50 6)に 分けられる。両グループは形態と内部構

造に著しい違いが認められた。北側グループのSA 7・ 8は、検出面からの深さが lm前後 と比較的深いも

ので、灰状物質と土壌が交互に堆積しており、底面や埋土中には土師器が配置されていた。内部で、土師器

を用いた祭祀が行われていたことを示しているとともに、数次にわたって火を扱っていたことが推定される。

底面から出上した土師器と上層から出上した土師器には、明確な形態上の差異は認められないため、この施

設が機能 していたのは比較的短期間であったと推察される。

一方、南側グループのSA4 0 50 6は 、床面壁際に柱穴とみられるピットが確認され、竪穴建物跡 とし

ての性格が考えられる。これらの遺構内からは年代の決め手となる遺物が出上していないが、SA 4の埋土

が 5c層 に相当する土壌であることと、掘 り直しの痕跡が認められたSA 6の 2次埋土中の炭化材 (ヤ ブツバ

キ)の放射性炭素年代を測定した結果、11世紀中頃というデータが得られているので、機能していた年代は

9世紀後半から10世紀代におさまるものと考えられる。

土坑の多くがその機能を明確にすることはできないが、平面プランが長方形の上坑SC285で は、炭化米が

出上しており、放射性炭素年代測定の結果、10世紀初頭前後というデータが得られている。この上坑の性格

も確定しかねるが、墓墳の可能性も考慮する必要がある。

比較的古い段階 (掘立柱建物跡の主軸方向AOB群 )に は、道跡SF 7や その東側に並走する溝状遺構

SD29に並列するような掘立柱建物跡の配置が認められるが、平安時代を通じて、集落の南端部に住居か工

房か特定はできない、堅穴SA40506が あり、その北側に掘立柱建物群があるという配置状況がうかがえる。
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図129 調査区北東部の平安時代主要遺構変遷案

また、浅い谷の中と北側には、先述した竪穴状遺構SA7 0 8、 土師器埋納遺構SR1 0 2、 焼土や土師器

が廃棄されていた焼土坑SN l、 土師器集積遺構SQ l、 集石遺構SS l～ 4、 など、特殊な性格が推定される

遺構が集まっている。SA7 0 8の北側はもともと小高 くなっていたはずであるが、昭和30年代後半の耕地

整理の際に、霧島御池軽石層 (7層 )ま で削平されてしまっている。この付近では、その耕地整理の際に、

須恵器瓶を利用 した蔵骨器が 2点発見されており (乗畑光閣 992賭 6城盆地における′胃'蔵器集成J『宮崎考古 石川

恒太郎先生追悼論文集』)、 火葬墓の存在が推定されている。このような状況証拠から、竪穴状遺構SA7 0 8を

はじめ、土師器埋納遺構、焼土坑、土師器集積遺構、集石遺構等は、火葬に伴う何らかの遺構とも考えられ、

葬送儀礼等の特殊な業務に関わる施設の可能性も推定される。また、越州窯系青磁などの貿易陶磁器や京都

産の緑釉陶器の保有状況、そして、石製鈴具 (巡方)が出土したことを考慮すると、この遺跡の形成には、

下級官人クラスの人物が関わっていたものと推察される。

0。 中世 につ い て

中世の遺構は、調査区域の北東端部を除く、ほぼ全域において高い密度で検出され、遺物はそれらの遺構

内や第 1次調査区南側北半部の包含層 (5層)か ら多量に出上した。この遺跡は低位段丘 2面に立地してい

るが、南側には成層シラス台地へと高まっていく低位段丘 3面が控えており、北側と西側は沖積低地へ向かっ

て急傾斜しており、段丘崖となっている。一方、遺跡の東側は低位段丘 2面が続いている。遺跡の北面と東

面を「 L」 字状に並行するようなかたちで走行する溝状遺構SD 1 014と SD2 015016は、東へと続 く低位

段丘 2面を分断ないし区画するように掘肖Jさ れており、検出された中世の掘立柱建物跡の総数97棟のうち、

95棟 という圧倒的多数が、溝状遺構SD 1 014の南側 と西側において検出された。溝状遺構SD 1 014は、西

側 と南側の自然地形の傾斜面を利用して、95棟の掘立柱建物跡群を囲むように走行しており、溝状遺構SD 10

14に よって囲まれた範囲は最大で南北約140m、 東西約140mを 測る。

溝状遺構SD lは 断面形が逆台形状で、検出面での最大幅が現状で5.5mであり、深さが1.6mであるが、上

面が削平されていることを差 し引くと、本来はもう少し大きな規模だったと推察される。SD lの溝底堆積

土の珪藻分析の結果からは、一時的に水がたまることはあっても、基本的には乾燥した堆積環境が推定され

ている。溝底面付近に硬化面が形成されていることから、道としての機能も推定され、堀底道を伴う空堀状

の遺構と考えられる。

遺構群の年代について述べる前に、中世土師器の分類 と時間的位置づけを考えてみる。本来は鶴喰遺跡 (近

沢恒典2007「鶴喰遺跡出土土師器の分類と編年的位置付けについて」『鶴喰遺跡 (中世編)』 都城市文化財調査報告書第79集 )

で行われているように、不 。小皿ごとに器種別の形態分類 と組列を行い、遺構内の共伴状況を加味してセッ
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卜関係を提示して、時間的な位置づけを考えるのが順当な方法であるが、ここでは、本遺跡内において、比

較的良好と思われる遺構内の一括資料を抽出して、次のようにおおまかなグルーピングを試みた。

1群 :土坑SC43・ SC159出 土一括資料 (塔はEl径 14cmを越え、体部の立ち上がりが丸みを帯びる。小皿は回

径 8 cm台後半。)

2群 :土坑SC37・ 200出土一括資料 (不は国径12～ 13cmで 、体部の立ち上がりが丸みを帯びる。小皿は回径

8 cm前後。)

3群 :溝状遺構SD 2最上層出土一括資料 (不は国径10～ 1lcmで 、体部の立ち上がりが丸みを帯びるものと

直立気味に立ち上がるものとがある。また、一部には底面下端が張 り出し気味になるものがある。小

皿は回径 6～ 7 cmで 、内面見込みまでの深さが極端に浅いものがある。)

4群 :土坑SC138 0 140出 土一括資料 (杯は国径11～ 12cmで 、器高が3.5～ 4 cmと 比較的高い。また、底面下

端が張 り出し気味になるものが多い。成形が雑なものも多く、接合痕が明瞭に残るものがある。小皿

は口径 7～ 8 cm。 )

都城盆地における中世土師器編年試案 (来火田光1専2004賭阪 盆地における中世土師器の編年に関する基礎的研究(1週

『宮1商考古第19号』)を参考 としながら、各群の年代を推定すると、 1群が12世紀末～13世紀初頭、 2群が13世

紀前半～中頃、4群が13世紀末～14世紀前半となる。 3群は、編年試案のなかに対応する一括資料がないが、

標識となる一括資料は、溝状遺構SD 2の埋め立て土とみられる最上層から出上しており、常滑焼甕の中野

晴久編年 3型式、 5型式、 6型式と共伴している。このうち一番新 しい 6型式の年代をあてはめると、 3群

は13世紀後半に位置づけられるのではないかと考えられる。

掘立柱建物跡は、主軸方向による分類によって 4つのグループに分けられ、各群の分布状況には偏 りが認

められる。具体的にみると、A群は調査区域の南西部、 B群は調査区域南半部と北側、 C群は調査区域の中

央部と南東部、D群は調査区域の中央部に分布する。これに、柱穴内から出土した土師器 (ただし、混入や

流れ込みと考えられる小破片は除く。)の類型を加味すると、A群では、SB 9か ら 1群、SB78か ら2群が出

土。 B群では、SA 7か ら 1群、SA16か ら2群、SA61か ら2群 と3群が出土。 C群では、SB62 0 SB77 0 SB79

から2群、SB47か ら3群が出土。 D群では、SB65か ら 102・ 3群、SB58か ら3群、SB66か ら4群が出土。

以上のような事例から、一部、重なり合いながらも、A群からD群へ漸移的により新しい土師器の類型が出

土する傾向がうかがえる。これに加えて、貿易陶磁器についてみると、大宰府分類の龍泉窯系青磁Ⅱ類 (大

宰府編年の E期の標識磁器)が、A群を除く、 B群 (SB38・ 102)、 C群 (SB41 062 0710 77)、 D群 (SB53 0

65066)で 出土している。他方、D群のSB53か ら同分類の龍泉窯系青磁Ⅲ類 (大宰府編年の F期の標識磁器)

が出土し、SB65か ら自磁Ⅸ類 (大宰府編年のF期 の標識磁器)がまとまって出上しており、D群からは、B0

C群より新しい磁器が出上していることが看取される。以上の結果、掘立柱建物跡群の各グループは年代差

を反映していると判断され、A→ B→ C→ Dと いう変遷過程が推定される。このような掘立柱建物跡の各群

の年代を土師器の年代観と重ね合わせて、出土遺物によって年代の推定できる溝状遺構や土坑を加えたのが、

中世主要遺構変遷案 (図 130)である。 A群の時期は、小規模な建物が調査区域南西部に偏っており、その

東側に土墳墓 (SC43・ 159)が ある。 B群の時期に、最大幅約2.2m、 深さ約 lmの溝状遺構SD 2が L字状に

走行し、その内部は浅い区画溝で仕切られている。いわゆる方形館の成立時期と考えられ、調査区域南部を

中心に中核的な建物群 (5間 ×2間庇付のSB29 0 31 0 38な ど)が構築されており、その北側に屋敷墓 とみ

られる土墳群 (SC46～ 48な ど)が分布する。SD 2の東側にも何らかの区画施設がみられる。 C群の時期に、

SD 2を埋め立てて、その外側に、より規模の大きいSD lを掘削し、敷地の拡大が図られている。中核的建

物群は調査区域中央部、館跡の中心部に移動し (6問 ×2間庇付のSB79、 5間 ×2間庇付のSB47 0 67)、 平

面プラン「 L」 字状となる一連の建物 (SB62+77)も みられる。また、浅い区画溝を隔てた東側にも建物

のまとまり (SB85 0 87 0 88な ど)がみられる。 D群の時期は、中核的建物群 (当 遺跡、最大規模である6

間×2問四面庇のSB65、 5間 ×2間庇付のSB53)の位置は変わらないが、全体に建物の棟数が少なくなる。

なお、各時期に少数の竪穴状遺構 (竪穴建物跡)が伴うようである。
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280基にのぼる土坑には平面形が、円形、方形、長方形を呈するものがあり、深さ50cm未 満の比較的浅いもの、

深さ50cmを 超える比較的深いもの、下部が袋状になるものなど、さまざまである。その性格も不明なものが

多い。これらのうち、22基の土坑を選んで、底面近 くの土壌について、蛍光X線によるリン 0カルシウム分

析を行ったところ、円形プランの浅いものはリン酸の検出含量が低いのに対し、方形の深いものはリン酸の

含量が高いことが判明した。後者は何らかの生物遺体の存在が推定されることから、墓の可能性も考えられ

る。土坑上部で鋼製華瓶が出土した長方形プランのSC246も リン酸の含量が高 く、墓の可能性が高い。しか

しながら、供献品とみられる土師器が出土 し、土墳墓の可能性が高いと思われた、長方形プランのSC43で

リン酸含量が低かったのが不可解である。

3基見つかった石組遺構 (SC60・ SC125 0 SC130)は、いずれも内部で火を焚いた痕跡が認められたが、

その機能は不明である。同じような遺構は、本遺跡例も含めて宮崎県内で13遺跡19例が確認されている (宮

崎県埋蔵文化財センター2005『竹淵C遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第96集 )、 横市り|1流域では、カロ治

D群
(13世紀末～14世紀前半)

―

――

ヽ

―

―

―

図130 申世主要遺構変遷案
※SDは溝状遺構、SCは 土坑

番号は主な掘立柱建物跡の号数

SD281 tiど o
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屋 B遺跡と同時期の鶴喰遺跡や蓑原遺跡で見つかつており、鎌倉時代に流行する施設の可能性がある。

3。 近 世 につ い て

近世の遺構は、溝状遺構 。竪穴状遺構 0土坑 0掘立柱建物跡があり、おおむね 3つの屋敷地に分けること

ができた。遺構内から出土した遺物の年代からは、17世紀代にさかのぼるものとは考えられず、大半は18世

紀代～19世紀に営まれたものと考えられる。第 1次調査の南側調査区域西端 (R～ V-3～ 6区)で検出さ

れた南北方向の溝状遺構は、調査区域の南側の低位段丘 3面の崖下に沿って設けられている用水路に接続し

ているものと推定され、より下位の低位段丘 1面以下の水田に導水する用水路としての機能が考えられる。

『庄内地理誌』に記載された新聞開発の記録によれば、元禄年間に、鹿児島藩が財部郷南俣村田平に新溝 (用

水路)を開削して、新田開発を行うに際し、横市り|1下流域の都城領横市村加治屋。久味本にも新田をつくり、

蔵入地 とするという計画がもちあがり、これに対して都城領側が自分たちで開発し、本藩側の蔵入地化を阻

止するという事件があつたようである。加治屋 B遺跡は、まさしくその問題の場所に立地しており、検出さ

れた近世遺構は、このような18世紀第 1四半期の開発に伴って新たに形成された集落の可能性がある。

4。 横 市 川 流 域 の平 安 時代 ～ 申世 の遺 跡 群 の概 観 と加 治 屋 B遺跡 の 申世 遺 構 の位 置付 け

宮崎県都城市の横市地区 (南横市町 0横市町 。蓑原llI他 )の横市川流域一帯では、平成 8年度から農業基

盤整備事業 (県営ほ場整備事業)に伴って継続的な発掘調査が行われてきた。調査遺跡数は11ケ所、総調査

面積は約1lhaに およぶ。これ以外の公共 。民間事業に伴って調査した遺跡をあわせると、同川流域一帯です

でに二十数箇所の遺跡が見つかつており、都城市内でもっとも埋蔵文化財の調査密度の高いエリアというこ

とができる (図 131)。

当該地 EXIは都城市の西端、鹿児島県曽於市 (1日 曽於郡財部田]‐)に接する。地区の中心部を大淀川の支流の

横市川が成層シラス台地を開析しながら西から東へと流れており、同川の両岸には階段状に低位段丘と沖積

段丘が形成される。遺跡群はその台地端部や各段丘面上に立地しており、その大半の遺跡で平安時代と中世

の遺構 。遺物を確認している。

SOOm o 590 looo - 
'sol

iilll

1:母智丘源第 1 2:母智丘原第2 3:牧の原第2 4:新官城 5:畑田 6:母智丘谷 7:鶴喰 8:肱穴 9:今房 10:田平下

11:馬渡 12:中尾 13:蓑原 14:中尾山。馬渡 15:池原 16:江内谷 17:坂元A 18:坂元B 19:力鵡 屋B 20:加治屋A 21:星原

22:田谷・尻枝 23:胡麻段 24:平田 25:早馬 26:正坂原

図131 横市川流域の遺跡分布図
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横市川流域一帯は古代においては日向国諸県郡の財部郷に属する。同郷は、都城盆地中心域 (大淀川の右

岸)に推定される島津院の西隣にあたり、同院を核として11世紀の前半 (万寿年間、1020年代)に大宰府府

官の平季基が摂関家に寄進して成立した「島津荘」の一円荘に早い段階において取り込まれていた可能性が

指摘されている (都城市1997『 都城市史通史編 自然。原始。古代』)。

平安時代の前 0中期の遺跡は、8世紀後半の集落跡である肱穴遺跡をはじめ、 9世紀から10世紀前半にか

けては、在地有力者の居宅跡とみられる馬渡遺跡の他、中尾山馬渡遺跡 0江内谷遺跡 0坂元 B遺跡・鶴喰遺

跡 0加治屋 B遺跡 0星原遺跡 0今房遺跡 0平田遺跡など、特に低位段丘面と沖積段丘面における遺跡の密度

が異常に高い。これらは一般の集落跡だけでなく公的な施設としての性格も考えられる。

ところが、島津荘立荘段階 (11世紀前半)の遺跡としては、主要遺跡として坂元 B遺跡をあげることがで

きるくらいで、現時点では遺跡が激減したように見受けられる。

平安時代末期 (11世紀後半～12世紀代)になると、加治屋 B遺跡 0肱穴遺跡 0正坂原遺跡などがある。中

でも大淀川との合流地点から約 1キ ロの横市川右岸の低位段丘上にある正坂原遺跡 (志比田町)では、当該

期の掘立柱建物跡が40棟検出され、屋敷墓と考えられる大形の土墳墓もある。遺物には11世紀後半から12世

紀にかけての貿易陶磁器も多く含まれる。屋敷地内では浅い区画溝が検出されている。近隣の平田遺跡では

中世前期にさかのぼりうる水田跡が検出されており、正坂原遺跡は島津荘の拡大期における開発領主層の屋

敷跡であると考えられる。

続く鎌倉時代の遺跡は、横市川左岸の鶴喰遺跡 0今房遺跡、右岸の蓑原遺跡 0馬渡遺跡 0坂元 B遺跡 。加

治屋 B遺跡・平田遺跡などがある。このうち集落跡は馬渡遺跡 。今房遺跡・坂元 B遺跡 0平圏遺跡、生産遺

跡としての水田跡は畑田遺跡 0鶴喰遺跡・馬渡遺跡 0坂元 A遺跡 0肱穴遺跡 0今房遺跡・平田遺跡などで検

出しており、馬渡遺跡ではシラス台地裾部から沖積段丘 1面に想定される水田に水を引くための用水路を検

出している。

加治屋 B遺跡の対岸にある鶴喰遺跡では、これまで都城市内で検出された掘立柱建物跡としては最大規模

の建物跡が検出されたほか、礫敷きの特殊な基礎構造をもつ建物跡や回廊状の遺構も見つかっている。出土

陶磁器から加治屋 B遺跡とほぼ同時期のものと考えられるが、この遺跡では、中国からもたらされた貿易陶

磁器をはじめ東海系や瀬戸内系の国産陶器類も多量かつ豊富なヴァリエーションが認められ、物資の集散地

かそれに近い位置にある消費地としての性格も看取される。

加治屋 B遺跡は、先述したように、最終段階には南北約140m O東西約140rnに もおよぶ大規模な館跡であ

ると推定される。溝で囲まれた内部には多数の掘立柱建物跡や土坑も確認された。この館の存続期間は13世

紀から14世紀前半までとみられ、その後には継続していないようである。より古い正坂原遺跡の屋敷跡と比

べると、防御性に優れており、いわゆる方形館の範疇でとらえられる。同様の事例は、市内では、松原地区

第 I遺跡 (郡元町)や上大五郎遺跡 (丸谷町)な どがある。

ところで、加治屋 B遺跡で見つかった館の成立と終焉にはどのような背景が想定できるのであろうか。当

時の政治的な情勢をみると、文治 2年 (1186)に 鎌倉幕府から島津荘の惣地頭職に補任された惟宗 (島津)

忠久は、建仁 2年 (1203)に 起きた比企氏の乱に連座して日向 。大隅 0薩摩の守護職を没収され、同時に島

津荘の地頭職も失ったとされる。その後、建仁 3年 (1204)、 忠久は薩摩国内の島津荘の地頭職だけを得るが、

大隅国と日向国の島津荘地頭職は北条家 (得宗)が 占めるとされる (者6城市2005賭 6城市史通史編 中世。近世』)。

13世紀に加治屋 B遺跡の館を構築した人物は北条氏 (得宗)被官かそれに近い勢力である可能性も考えられ

る。また、館の終焉については、建武元年 (1334)に、「島津庄日向方南郷」において、北条氏一族 とその

被官や彼らと結びついていた在地領主が起こした建武政権への反乱が起きている該期の政治的情勢を考慮す

ると、鎌倉幕府の滅亡と軌を一にして断絶した可能性を想定できるのではないかと考えられる。その後、加

速していく動乱の情勢の中で登場するのが新宮城であり、建武 3年 (1336)、 足利尊氏の命により日向に下っ

た畠山直顕は、肝付党の下財部院新宮城を攻撃、畠山勢は暦応 2年 (1339)に同城を攻略している。

(文責 :乗畑光博)
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写真 1 遺跡遠景

加治屋 B遺跡遠景 (南側上空から)

一一一．一一彎
一一
ル一

加治屋 B遺跡中世館跡全景 (1次調査と2次調査の合成写真)
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写真2 平安時代・ 中世遺構全景

第 1次調査遺構全景 (真上から)

第2次調査遺構全景 (真上から)



写真 3 平安時代遺構・遺物出土状況

溝状遺構 (SD27)

道跡 (SF 7)

――― ―  
―     :`..´ ■L          ~ _

G-15区 浅い谷土層断面

道跡 (SF 7)土層断面

道跡 (SF3 0 5) 卜16区 青磁出土状況
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